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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　マリンフォレストは、妖よう精せいに祝福されている大国。

　豊ほう穣じようの大地に、透すき通とおる海。どこまでも青い空は、海のしぶきを受けて虹にじがかかることがあり──見ると幸せになれる、なんていうジンクスまである。




　王城のある街はいつもにぎやかで、今日も人々の楽しい声が溢あふれている。

　その中で、長い髪かみを三つ編みにして、眼鏡めがねをかけて……まるで変装でもしているような令れい嬢じようと、これまた眼鏡で変装をしているらしい男の二人組。

　ぐいぐい進む令れい嬢じように付き従う姿は、たとえ平民と同じ服装をしていても従者であるということがすぐにわかる。




「レヴィ、今度はあのカフェに行きましょう！　あそこはヒロインとアクアスティード殿でん下かがケーキを食べたところなのよ」

「はい」

「その次は、郊こう外がいにある花畑。そこは妖よう精せい王のキース殿でん下かがヒロインとデートをした場所なの」

「かしこまりました、オリヴィア」

　るんるん気分の令れい嬢じよう──オリヴィアの口から零こぼれるのは、乙女おとめゲームの内容だった。『ラピスラズリの指輪』の続編にあたるそれを知っている者など、いないはずなのに。

「あ、ティアラローズ先せん輩ぱいとアクアスティード殿下の姿絵が売っているわ！　レヴィ、買っていきましょう」

「かしこまりました」

　この国の王太子であるアクアスティード・マリンフォレストと、隣りん国ごくから嫁とついできた侯こう爵しやく家の令嬢ティアラローズ。その二人が仲睦むつまじい様子を描えがいたものは、とても素す晴ばらしかった。

　オリヴィアがそれを手に取ると、レヴィと呼ばれた男が露ろ天てん商しように料金を支し払はらう。うっとりと眺ながめながら、「素す敵てき」とオリヴィアは呟つぶやく。

「悪役令嬢なのに、続編のメインキャラと結けつ婚こんしてしまうんですもの。ティアラローズ先輩、すごいわ……」

　ひとしきり眺ながめてから、オリヴィアは姿絵をレヴィへと渡わたす。それを見ながら、レヴィは「オリヴィアは不思議ですね」と呟く。

「レヴィ？」

「アクアスティード殿下は、オリヴィアの婚こん約やく者だった方じゃありませんか。しかも、オリヴィアが婚約を破は棄きしたいと駄だ々だをこねたのではありませんでしたか……？」

「また懐なつかしい話題を出しますね……。別にわたくしは、アクアスティード殿下が嫌きらいだったわけではないのです。ただ、アクアスティード殿下にわたくしのような悪役令嬢は不ふ釣つり合あいだと思っただけです」

　そもそも、大好きなアクアスティードの近くにいたら──きっと鼻血が止まらなくなるほど興こう奮ふんしてしまいますからと、オリヴィアが苦く笑しようする。




　──ティアラローズ様も悪役令嬢なのに？

　オリヴィアと何が違ちがうのだろうかと、レヴィは姿絵を見て首を傾かしげるのだった。
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　乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』は支持が高い。

　様々なイベントはもちろんのことだが──いわゆる、隠かくしイベント・ステージと呼ばれるものもかなりの数が用意されていた。

　公式で発表されているもの、されていないものがあり、世間の女子をよりゲーム漬づけにしていった恐おそろしいものだ。




　その事実に打ち震ふるえる乙女が、ここにも一人。




「まさか、この続編ゲームにも隠しステージがあったなんて……」

　震える声で呟つぶやいたのは、まだ自分の知らないこのゲームの奥おく深ふかくを知ることが出来るゆえの歓かん喜きだろうか。

　声の主は、隣りん国ごくの王太子と結けつ婚こんし、続編ゲームの舞ぶ台たいへ嫁とついだラピスラズリの悪役令れい嬢じよう。

　発した内容からわかる通り、彼かの女じよは前世でこのゲームをプレイしていた記き憶おくを持つ。

　ゲーム世界に転生することがあるのかと当初は驚おどろいたが、今はとても幸せに暮らしているからよしとしよう。




　彼女は、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト。

　ラピスの名を祖国ラピスラズリから贈おくられ、森と海の妖よう精せい王に祝福を受けた悪役令嬢。

　今はマリンフォレストの王太子であるアクアスティードの妃きさきとして、マリンフォレストで暮らしている。




「んん……」

「っとと、いけない。大きい声を出したらアクア様が起きちゃう」

　時計の針が深夜を指しているこの時間、夫であるアクアスティードは隣となりで眠ねむっている。執しつ務むで疲つかれているのに、ティアラローズが起こしてしまっては申し訳ない。

　ティアラローズとアクアスティードの寝しん室しつは、互たがいの部屋から行き来が出来る作りになっている。大きな天てん蓋がいのベッドに、整えられた室内。窓から見える月はとても綺き麗れいで、二人で月と星空を眺ながめるのがお気に入り。

　ダークブルーの髪かみを優やさしく撫なでると、アクアスティードが気持ちよさそうな柔やわらかい表情になる。金色の瞳ひとみは閉じられているので、今はこのままゆっくり休んでいてほしい。

　……という深夜の時間だというのに、ティアラローズが起きている理由は……隠しステージの存在を知ってしまい興こう奮ふんしているからだ。

　それをティアラローズに教えたのは、アカリからの手紙だった。




　ゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロインであるアカリは、日本人。

　乙女ゲームが大好きで、今の舞台である続編のゲームもやり込こんでいる強つわ者ものだ。

　自分の思い通りに行動するため、いつもティアラローズが振ふり回まわされてしまう。もちろん、それに助けられたこともあるけれど。

　ティアラローズの親友だと名乗る彼女は、敵にすると厄やつ介かいだけれど味方の立ち位置にいてくれるのであればとても心強いのだ。




　そんな彼女からきた手紙に、妖精王の祝福を受けた者だけが入れる隠しステージがあると書かれていた。

　続編ゲームをしていないティアラローズにとって、それは胸の躍おどる情報だった。

　隠しステージの存在を知り、妖精王からの祝福を得ているティアラローズが行きたくないと思うだろうか？　否いな。

「わたくしだって、このゲームが大好きだもの。隠しステージに行きたい……！」

　秘密のアイテムがあるのだろうか？　それとも、イベントが発生するのだろうか？　どちらだったとしても、楽しみなことに変わりはない。

　けれど、問題はある。

　前世のティアラローズは、続編ゲームが発売される前に亡なくなった。

　祝福や隠しステージについても、情報がまったくと言っていいほどない。続編もばっちりプレイしているアカリが、今回のように情報をくれるくらいが頼りだ。

　──アカリ様は、自分でプレイして楽しんでって言うだろうし。

　今を乙女ゲームだと思い込んで生きているのだから、彼女の乙女ゲーム好きは筋金入りだ。ティアラローズよりも、ずっと。

　楽しんでほしいと思っているから、攻こう略りやく方法を教えてくれるわけがないのだ。つまり、ティアラローズは自力で情報を集めなければいけない。

「でも、隠しステージの情報がそう簡単に手に入るとは思えない……。歴史を調べて、妖精たちにそれとなく聞くのがいいかしら」

　小声で呟きながら、どうしようか考える。

　本来であれば、隠しステージに行くべきなのはティアラローズではない。続編ヒロインである公こう爵しやく家の令嬢──アイシラ・パールラントの役目だろう。

　それを前作の、しかも悪役令嬢が行くなんてゲームの開発者はきっと誰だれも考えていないだろう。というよりも、自分が本当に行けるのかも疑わしい。

「……行けるのであれば、行ってみたい」

　妖精王の祝福を得ている人間は、ティアラローズとアクアスティードしかいない。こんなチャンスを逃にがすのは、勿もつ体たいない。

　なので、ティアラローズはあまり大事にせずこっそり隠しステージを堪たん能のうして帰ってこようと考えた。もしヒロインじゃないため行けないなんてことになれば、それこそあきらめて帰ってくればいい。

　本当は森の妖精王であるキースあたりに聞けるといいのだが、どうして隠しステージの存在を知っているのかと問われても上う手まく説明出来る自信がない。

　前世でゲームのことを知っているから！　なんて言うわけにはいかないのだから。

「うーん……とりあえず、図書館に行こう。それから、妖精に聞いてみよ──きゃっ」

　一応の結論をつけたところで、ぐいっと腕うでを引っ張られた。いったい何事だと瞳を瞬しばたたかせると、綺麗な金色と視線が合う。

「ティアラ、何してるの」

「アクア様……ごめんなさい、起こしてしまいましたか？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　アクアスティードが、ふわりと微笑ほほえむ。

　気を付けていたつもりだったが、起こしてしまい申し訳なく思う。気配に敏びん感かんなことは知っていたのだから、もっと注意すればよかった。

　──ついつい独り言をしてしまうのもよくないわね。




　彼かれは、アクアスティード・マリンフォレスト。

　空の妖精王と海の妖精王に祝福されし、続編ゲームのメイン攻略対象。

　ティアラローズが元婚こん約やく者であるハルトナイツに婚約破は棄きされたとき、逆に求きゆう婚こんしてきた大国マリンフォレストの王太子。

　続編ヒロインであるアイシラの想おもい人であったが、アクアスティードはティアラローズを選んだ。

　マリンフォレスト王国の王太子である彼は、日々忙いそがしい毎日を過ごしながらも──とても、ティアラローズを溺でき愛あいしている。




　ふいに伸のばされたアクアスティードの手が、ティアラローズの頰ほおに触ふれる。その体温を確かめるようにしてから、顔をしかめる。

「ああもう、体が冷たくなってる」

　そう告げるのと同時に、アクアスティードはティアラローズを抱だきしめる。自身の体温を分わけ与あたえられるように、ティアラローズはすっぽりその腕の中に納まった。
















　頭を撫でられ、「眠れない？」と優しい声がかけられる。何か不安や悩なやみがあるのであれば言ってごらん？　と、アクアスティードの瞳がティアラローズに問いかける。

「……いえ。すみません、妖精のことを考えていました」

　心配をかけてしまった……そう思い、急いで首を横に振る。

「うん？」

「妖精やその王は、わたくしたちとは違ちがいます。……どういった世界で生きているのだろうと、思ったのです」

　──まさか、テンションが高くて興奮して眠れないなんて言えない。

　妖精王の隠しステージがとても気になるのです!!　とは言わずに、やんわりと伝える。噓うそをついて誤ご魔ま化かしても、きっとすぐばれてしまう。

　ティアラローズの言葉に、アクアスティードは「なるほど」と頷うなずいた。

「確かに、私たちは妖精が普ふ段だんどのように過ごしているか知らないし、過度な干かん渉しようもしないな。……まぁ、ティアラという例外はあるが」

「……わたくしは例外ですか？」

　ティアラローズの反応に、アクアスティードがくすりと笑う。

　あやすように髪へ口づけ、撫でて、指通りのいい髪へその手を絡からめてくるりと遊ぶ。楽しそうなアクアスティードの声に、恥はずかしくなる。

「そうだろう？　普ふ通つう、妖精たちは祝福を贈ってもその相手の下にわざわざ遊びに来るようなことはしない」

　アクアスティードとしては、あまり妖精たち……まあ、主にキースだが──に、ティアラローズが気に入られすぎるのも夫として面おも白しろくはない。

　独どく占せん出来るときは、こうしてひたすらティアラローズを甘あまやかす。

「そんなことは……ありますね」

　ないと反論しようとしたけれど、考えて言葉に詰つまる。

　アクアスティードやフィリーネなど、ほかの人はどうだろうかと思い……はっとした。自分以外の人間が、妖精たちと話しているのをほとんど見たことがない。

　もちろん、稀まれに妖精と一いつ緒しよにいる人を見かけはするけれど、ティアラローズみたいに頻ひん繁ぱんにではない。

「確かに、わたくしのところには森の妖精たちがよく来ます……」

「ああ。ティアラは自分のことには疎うといから、心配で仕方ない」

　誰かに取られないか不安になるんだと、アクアスティードはティアラローズを抱きしめる腕に力を込める。そんなの自分も一緒ですと反論しながら、ぎゅっと抱きしめ返す。

　とくんとくんと、アクアスティードの心音が聞こえて心地ここちよい。

「……あったかいですね」

「ああ」

　ゆっくり目を閉じると、深夜ということもありティアラローズは眠ねむ気けに襲おそわれる。

　そんな様子を見ていたアクアスティードは、優しくあやすように背中を撫でる。「寝ねようか」とティアラローズの額ひたいにキスをして、同じように目を閉じる。

「おやすみなさい、アクア様……」

「おやすみ、ティアラ」

　ゆっくり唇くちびるを重ね合って、二人は眠りについた。
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　翌日、ティアラローズはそわそわしていた。

　午前中に用事を済ませ、図書館へと足を運ぶ。

　もちろんそれは、妖精王の隠しステージに関する情報収集のため。そう簡単に資料が見つかるとは思っていないけれど、とりあえずやってみなければわからない。

　一歩足を踏ふみ入いれると、本の匂においがティアラローズの鼻をくすぐる。人はほとんどいないので、落ち着いて本を読むことが出来そうだ。




　何を読もうかと本ほん棚だなを見ているティアラローズの耳に、苦く笑しよう混じりの声が届く。

「ティアラローズ様は、相変わらず熱心ですね……」

　少しはお休みしてくださいませと声をかけたのは、侍じ女じよのフィリーネ。嫁ぐ前からティアラローズの侍女として仕えている彼女は、しっかり者で頼たよりになる存在だ。

　彼女が、ティアラローズに婚約破棄を突つきつけた元婚約者のハルトナイツを未いまだに相当恨うらんでいるのは……ここだけの話にしておこう。

　そんなフィリーネに、ティアラローズも苦笑する。自分もそうだけれど、彼女も働きすぎの節があるのだから。

「妖精のことを、もっと知りたいの」

　本を一冊抜ぬき取とり、ぱらぱらと何が書かれているのかを確かく認にんする。

　求めているものではないと本を戻もどしながら、ティアラローズはほかの本に目を向けていく。フィリーネも本を見ながら、「確かにそうですね」と頷いた。

「わたくしたちの祖国には、妖精がいませんでしたからね」

　妖精が住むのは、ここマリンフォレストだけだ。

　隣国であるラピスラズリで暮らしていたティアラローズとフィリーネは、妖精たちと今まで何も接点がなかった。

　そのため、嫁いできたティアラローズは妖精たちに関する知識が少ない。もちろん、妃の教育として最低限知っておくべきことなどは教えられているけれど。

「ですがティアラローズ様……以前、妖精の本や資料をかなり読んでいましたよね？　もう、読んでない本はないかもしれませんよ」

「確かに、そうね……」

　改めて本棚を見回すが、どれも読んだことのある本ばかり。先ほど手に取った本も、今しがた手に取った本も、実は一度読んでいる。

　隠しステージの情報があれば気付いていたと思うので、おそらく有益な情報はないだろう。




　そしてふと、それならばと考える。

「いっそ、マリンフォレストの地図でも見てみようかしら」

「地図ですか？」

　妖精と地図がどう繫つながるのだろうかと首を傾かしげながらも、フィリーネは地図の描えがかれた本を手に取ってティアラローズに差し出してくれる。

「ありがとう、フィリーネ」

　さっそく椅い子すに座すわり、机の上で本を開く。フィリーネと一緒に覗のぞき込こむと、マリンフォレストの建物や山などが細かく記き載さいされており、見やすい。

　王城があるところにはお城の絵があり、山や川、湖の位置などもわかるようになっている。

「地図はあまり見たことがありませんでしたが、こうして国の様子を見るのも面白いですね」

「ええ。普通に過ごしていただけでは、地形まではわからないものね」

　各国の境界線は太い線で区切られている。マリンフォレストは円に近い形の国で、大国というだけあり面積は他国の倍以上だ。

　けれど隠しステージに繫がるような場所を見つけることは出来ず、小さくため息をつく。発行日を確認すると、つい最近作られたものだということがわかる。

　妖精関連が一いつ切さい描かれていない地図を見て、あえて描いていないだけだろうかと首を傾げる。しかしそれはありえないと、ティアラローズは考えを改める。

　──妖精王の隠しステージには、誰も行っていないと思うのよね。

　でなければ、ゲームの隠しステージにならない。ヒロインが一番に踏み込む場所だからこそ、隠されているのだ。

「そう考えると……最近のものより、古い地図の方がいいかもしれない」

「古い地図ですか……？　ですが、ここにあるものはすべて比ひ較かく的てき新しいものですね」

　フィリーネが再度本棚を確認してくれるけれど、目当てのものがなくティアラローズはがっくり肩かたを落とす。

　図書館なんだから、歴代の地図くらいしっかり残しておいてもいいのに……と、心の中で文句を言う。

「でも、古い地図が破棄されるということはないと思うのよね。国の歴史にも関わるでしょうし……そうだ、タルモなら知っているかしら」

　どこかにはあるはずだと考え、騎き士しであるタルモにその可能性を見み出いだした。




　少し離はなれたところで、ティアラローズの護ご衛えいをしている騎士のタルモ。

　元々はアクアスティードの側近だったが、ティアラローズが婚約者としてマリンフォレストに来たときから専属の護衛として付いている優ゆう秀しゆうな男だ。

　任務のため、普段はあまり言葉数が多くはない。しかしティアラローズが問いかければ返事をしてくれるし、何に対しても真ま面じ目めに取り組んでくれる。

　ティアラローズがタルモに声をかけると、すぐに「ありますよ」と返事があった。

「古い地図は、騎士団で管理しています」

「そうだったの」

「はい。それとは別に、城の内部構造などが詳しよう細さいに描かれた地図も騎士団にありますが、これを見るにはアクアスティード様か騎士団長の許可が必要です」

　タルモの説明を聞き、なるほどと納なつ得とくする。図書館と管理が別なのであれば、いくら本棚を探しても見つからないはずだ。

　──でも、許可がいるのを見るのは難しそう。

　アクアスティードであれば許可してくれるだろうけれど、なぜ詳細な地図を見たいのか問い詰められてはたまらない。

　うぅんと悩みながら、タルモに詳細な地図を見たことがあるのか聞いてみる。

「私は確認しています。王城の脱だつ出しゆつ経路などが描かれており、アクアスティード様の側近は、有事の際にすぐ動けるよう全員が確認しています」

「ああ、そういったことが描かれていたのね」

　確かにそれでは、誰にでもどうぞと見せるわけにはいかない。

「わたくしは、たとえば……妖精の好む花畑の場所とか、そういったことが知りたかったのだけど」

　別に騎士団の機密情報などが知りたいわけではない。そう告げると、タルモの表情が少しゆるむのがわかった。

「残念ですが、そういったことは描かれていませんね……」

「そうよね」

「ただ、古い地図でしたら山や湖などが昔の呼び名で書かれているかもしれません」

　タルモの言葉に、ティアラローズの表情がぱあっと明るくなる。

「妖精が呼んでいた地名があるかもしれないわね。わたくしも、見ることが出来るかしら？」

「はい、見ていただいて問題ありません」

　──ああ、すぐに見たい。

　しかし、王太子の妃であるティアラローズが直接騎士団に赴おもむくわけにもいかない。かといって、護衛のタルモがこの場を外して取りに行くわけにもいかない。

　タルモはくすりと笑って、それならばと言葉を続ける。

「明日、お持ちします」

「本当？　ありがとう、嬉うれしい！」

「ですが、古い地図にまで興味を示されるなんて珍めずらしいです。特に、女性があまり興味を持つ事こと柄がらではありませんから」

　タルモの言葉を聞き、確かにとティアラローズは頷く。

「もちろん、今のマリンフォレストもいいと思うの。けれど、古い地図だとより妖精のことがわかるのではないかと思って」

　ティアラローズの言葉だけを聞けば、誰の目にも王太子の妃が国のことを考え懸けん命めいに勉強をしている……というように映るだろう。

「どの辺りに森が多くて、自然が多かったのか。今は街になっていて妖精がいなくても、昔はそこにいたのかもしれない……そんなことが、知りたいと思ったの」

「そうでしたか」

　実際は妖精王の隠し通路の手がかりのために地図を見たいだけだけれど、ものは言い様だ。タルモは大きく頷き、「嬉しいです」と告げる。

　とはいえ、純じゆん粋すいにこの国の歴史を知りたいという気持ちもある。

　ここは大好きなアクアスティードの国で、大好きなゲームの舞台だ。国の隅すみ々ずみまで知りたいと望むことは、ティアラローズにとって当然のことで。

　今はあまり妖精たちを見かけることはないけれど、もっと自然の多かった昔は違ったかもしれないと思う。

　──現代日本と比べれば、自然はかなり多いと思うけれど。




　とりあず、今日出来ることはなくなってしまった。

　さてどうしよう、お茶でも？　そう思ったティアラローズに、フィリーネが一つの提案をする。

「ティアラローズ様、地図を明日見るのであれば……明日に予定していたドレスの調整を、本日中に行ってしまいますか？」

「そうね、そうしましょう」

　優秀な侍女の言葉に頷いて、ティアラローズは図書館を後にした。
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　翌日になり、ティアラローズは自分の庭園へと足を運ぶ。

　アクアスティードに贈られたその場所は、ゆっくりお茶の出来るお気に入りの庭だ。

　色とりどりの薔ば薇らが咲さきほこり、〝ティアラローズ〟の名が付けられた大輪のピンクの花も加えられ美しい庭園へと日々成長している。

　庭師はもちろんだが、森の妖精たちが毎日のように遊びにきて植物の世話をする。植物の世話を得意とする妖精たちのおかげか、今やマリンフォレスト一の──秘密の庭園と、噂うわさされるほどだ。

　噂なのは、単にこの庭園に入れる人物が限られているから。今のところはティアラローズに許可された人たちと、アクアスティード、勝手にやってくる妖精王のみ。

　ティアラローズとお近づきになりたい令嬢たちは、いつか招待されたいと願い……ここを秘密の庭園とこっそり噂しているのだ。




　庭園の入り口には護衛のタルモが立ち、テーブルに座るティアラローズの近くには侍女のフィリーネが控ひかえる。

　お茶を飲みながら、ティアラローズはタルモに持ってきてもらった古いマリンフォレストの地図を見つめていた。

　横には現在の地図を置き、今と昔の相そう違い点も確認出来るようにしている。

「やっぱり、昔に比べて街がとても大きくなっているのね」

　昔より一回り以上は大きくなっていて、その規模だけで人口の増加をうかがわせる。

　加えて、王都であるここ周辺の村も増えていた。ゆるやかに、確実に発展していく様子を思い浮かべると、王族の手しゆ腕わんがよくわかる。

　──これからは、わたくしもその一員になるのね。

　そう考えると少し戸と惑まどってしまうけれど、アクアスティードがいれば心強い。

　彼はとても優秀で、ティアラローズもアクアスティードのためならばどんな困難にも立ち向かえると思っている。

「……でも、古い名めい称しようはあまりないのね」

　妖精が好む場所は書かれておらず、ティアラローズが想像していたような古い言い回しも載のっていなかった。

　──湖が巨きよ大だいな水たまりって書かれていても、何の参考にもならないわね。

　苦笑しながらも地図を見ていて、現在住んでいるお城の裏にある山とその周辺はずっと昔から変化がないということに気付く。

　ここはちょうど森の妖精王キースが住む場所なので、人間が手を加えていないことは頷ける。けれど、それだけでは疑問が残る。

「でも、普通はここがキースのテリトリーだっていうことはわからないはずなのに」

　何か、手を加えにくい場所なのだろうか。

　もしかしたら王族の所有する土地だからそのまま残している、という可能性も十分にある。それに、王と違い妖精たちなら顔を出すことも多いし、この土地に手を加えるなと注意をされたのかもしれない。




　──さて、どうしようかな？

　気になったところに片かたっ端ぱしから足を延のばす……という作戦もありだなとティアラローズは考えた。

　けれど、さすがにそれは効率が悪い。

　──ん？

　ふとアイシラの屋や敷しき近くにある入いり江えが目に留まった。

「…………昔も今も、海の周辺は変わっていないのね」

「そこはパールラント家の管かん轄かつだから、任せてあるんだ。海の妖精たちも多くいる場所だから、きっとこの先もこのままだろう」

「！」

　どうしてだろうと思ったのも束つかの間ま、すぐ後ろから解説の声。そしてすぐ、頭を優しく撫でる大きな手。

「アクア様！」

「勉強熱心だね、ティアラ」

　急いで後ろを振り向くと、執務をひと段落させたアクアスティードがくすりと笑いながら立っていた。

　二人でお茶をするために庭園へやってくるのは、日課のようになっている。

　時間も忘れてしまうほど夢中で地図を見ていたことがなんだか恥ずかしくて、ティアラローズは誤魔化すように笑う。

「アクア様！　お仕事、お疲れ様です」

「うん、ありがとう。古い地図を見ているって聞いたけど、何か面白い発見はあった？」

「うぅん、これと言って特にはないですね……」

　少し困ったように笑うと、アクアスティードも「そう？」と言って微笑む。

　アクアスティードが隣に座りながら、地図を見て懐なつかしそうに目を細める。

「この城の周りはあんまり変わっていないね。妖精王キースが住む森に繫がる場所だから、きっと誰も手を入れていないんだろう。ここは王族の土地になっているんだ」

「王族の土地……ということは、妖精王の住む場所は王族が管理しているのですか？」

　ティアラローズが予想したことは当たっていたらしく、問いかけるとアクアスティードは頷いた。

「極力そうしてはいるけど、妖精王のことを私たち人間はあまり把は握あく出来ていないからね。絶対と断言することは出来ないし、海に関しては王族からパールラントに管理するよう依頼してある」

　王族以外が管理をしていても、大本をたどれば王族が関わっているのだという。

「妖精たちが好む場所には、手を加えないというのが昔からのルールになっているんだ」

「確かに、妖精たちは自然を好みますね」




　──古い地図とあまり変化のない場所は、妖精の好む場所？




　それならば、その場所に妖精王の隠しルートに関する手がかりがあるかもしれない。

　そこに街を造ってしまうのは、さすがに妖精たちに悪い。だからこそ王族が大切に守り、この国の自然を管理してきたのだろう。

　アクアスティードが紅茶を飲みながら、ティアラローズの言葉に頷く。するときゃらきゃらした笑い声と一緒に、森の妖精たちが姿を現した。

『ティアラだ～』

『またアクアとお茶してる～ずる～い！』

『あ、これ知ってる！　地図!!』

「ごきげんよう。地図を知っているなんて、すごいのね」

　広げた地図を楽しそうに眺める妖精たちを見て、意外といろいろなことを知っているのだなと驚く。

　今いる場所を指で示してみると、『知ってるよ！』と元気な返事がくる。

「妖精は思っていたよりも博識だったのか」

　アクアスティードも妖精たちが地図を見られることを知らなかったらしく、驚きの声をあげる。

　すると妖精の一人が、ふふんと胸を張る。

『地図はね、王様に教えてもらったんだ～』

「キースに？　大おお雑ざつ把ぱに見えて、面めん倒どう見みがいいのね……」

　ティアラローズは感心しながら、妖精たちは自分たちが考えているより知っていることがとても多いのではないかと思う。

　妖精はどういう風に生まれ、どういうことを知りながら生きてきているのだろう。

「キースはほかにどんなことを教えてくれるの？　教え方は上手い？」

『ん～あとはね～、花の育て方とか、蜜みつの取り方とか！』

「そういった根本的なところも教えていたのね」

　まるでキース先生ねと、笑ってしまう。

　アクアスティードも同じように考えたらしく、何かを考えるようにしながら妖精たちに問いかける。

「お前たち妖精は、生まれてから最初に何を覚えるんだ？」

『最初？』

　アクアスティードが頷くと、妖精は悩むことなく『指輪のこと！』と声をあげる。元気いっぱいに全員が頷いているので、よほど大切な事柄なのだろうとティアラローズは思う。

『王様に、指輪のことを教えてもらったよ！』

「指輪？」

『そう。大切な指輪があるんだって！　指輪っていうのは、ティアラがしてるやつのことだよ～！』

　ティアラローズの左手薬指を見て、これが指輪でしょう？　と、知っているんだというように胸を張る。そのしぐさが可か愛わいくて、思わず笑ってしまう。

　もちろん、指輪自体がどういったものかはティアラローズもアクアスティードも知っている。

　知りたいのは、その指輪がどういった指輪なのかということだ。

「その指輪は、見たことがあるのか？」

『うぅん、知ってるだけ。本物はなくならないように、しまってあるんだって！』

「そうか」

　アクアスティードの問いかけに首を振って、妖精たちも『見てみたいんだけど、僕ぼくたちじゃ行けない場所にあるんだ～』と告げる。

「妖精たちでも行けない場所があるの……？」

「それは初めて聞くな」

　妖精の王が大切にしていて、妖精たちでも行くことの出来ない場所に保管されているという事実がティアラローズの胸を熱くさせる。




　──妖精王の、指輪？




　この世界のゲームの名前は、ラピスラズリの〝指輪〟だ。

　指輪が重要なアイテムであることは名前を見ても、一いち目もく瞭りよう然ぜん。結婚式のときは、男性だけが女性に指輪を贈る。

　きっと、妖精が最初に王から教えてもらう指輪には重大な何かがあるのだろう──と、ティアラローズは結論付ける。

「その指輪っていうのは、どういうものなの？」

『んんん、わからないけど……王様の大事なものだって！』

「キースの……」

　確かに大事なものには違いないだろうけれど、用よう途となどを知りたかった。

　だが、妖精たちはそれ以上のことを聞かされていないようで、ティアラローズは仕方なくそれ以上聞くのをあきらめた。

　──やっぱり地図を見て、怪あやしそうなところを探してみるしかないわね。

　じっと地図を見つめ、先ほど気になった入り江に行ってみようと考える。山は、王城の裏が一番怪しい。残念ながら、空だけはまったく予想をすることが出来なかったけれど。




　熱心に地図を見つめる妻に目をやりながら、今度は何をするつもりなのだろうと苦笑する。アクアスティードが視線を向けていることにも、もしかしたら気付いていないかもしれない。

　横からすっと手を伸ばして、綺麗なハニーピンクの髪を指ですく。

「……ティアラ、何を考えてるの？」

「え……っ」

　ティアラローズの顔を覗き込みながら、「どこか行きたい場所でもあるの？」と問いかける。

「わたくしの知らない場所が、まだたくさんありそうだな……と」

「そう？」

　──まさか、一人でどこかへ行こうなんて……さすがに考えはしないか。

　そわそわしているティアラローズを見ると、行きたい場所があるということはすぐにわかる。

　デートに行くのもいいなと考えて、アクアスティードは一緒に行きたい場所を脳内でピックアップしていく。

「まだ、ティアラに見せたいところがこの国にはたくさんあるよ」

「マリンフォレストは広いですからね。全部見て回ったら、いったいどれくらいかかってしまうんでしょう」

　くすりと笑うティアラローズに、それも楽しいかもしれないと思う。

「そうだね、いつかティアラと二人だけでこの国のすべてを見て回りたいね。きっと、どこも自然に溢あふれて綺麗だ」

「約束、ですよ？」

　絶対ですからねと、嬉しそうにティアラローズが笑う。

　──すべてを投げ出して、ティアラと国中を見て回りたい。

　執務が山盛りだから出来るわけはないけれど、いつか実現したいなと思った。




　穏おだやかに微笑みあうティアラローズとアクアスティードの横で、妖精たちが楽しそうに地図を見ている。

　視線はそのままに、ティアラローズへ話しかける。

『王様の部屋の中には、王様と、王様に祝福されてる人しかいけない場所があるんだよ～』

「……それは、指輪がしまってある部屋？」

『うん！』

　妖精が発した思わぬ情報を聞き、ハッとする。妖精王に祝福された人間のみが入れる場所──間ま違ちがいなく、そこが隠しステージになっているのだろう。

　興きよう味み津しん々しんに地図を見ていると、アクアスティードからストップの声がかかる。

「まったく。妖精たち、私のティアラを勝手に妖精王の下へ連れて行ったら次は許さないぞ？」

『アクア怖こわい～』

『連れていかないよ～』

　私の妃だからと、アクアスティードはティアラローズの手を取りその甲こうにそっと口づける。ちゅっと小さなリップ音がして、ティアラローズは自分の顔がほのかに赤くなるのを感じた。

「もう、アクア様ったら……」

「ティアラが可愛いからね、いつだって触れたくなるんだ」

　そう言って今度は頰に優しくキスをされて、ティアラローズは耳まで赤くする。それはとても心地よくて、でも、二人きりじゃないから少し恥ずかしい。

「さあ、今日はもう終わりだ。そろそろ、執務に戻らないといけないからね」

　アクアスティードが名残なごり惜おしそうに告げながら、席を立つ。妖精たちも『はーい』と素す直なおに返事をし、その場から姿を消した。

　──あ、もう少し話を聞きたかったな……。

　妖精王の隠しステージに一歩近づけたのだから、もっとぐぐっと近づきたかったなとティアラローズは思う。のだが、妖精たちも帰ってしまったから仕方ない。

　目ぼしい場所はチェック出来たのだから、よしとしよう。

「それじゃあ行ってくる。夕食は一緒にとろう」

「はい。あまり根を詰めすぎないでくださいね、アクア様」

「ああ。ティアラに心配はかけたくないからね」

　優しく口づけをして、アクアスティードは執務へと戻った。







　お茶会が終わってから、ティアラローズは部屋でこっそり一人作戦会議をした。

　フィリーネには、疲れてしまったので休みたい、夕飯までは寝かせておいてほしいとお願いしてある。




　先ほど見せてもらった古い地図を思い出し、ティアラローズは海にある入り江が怪しいと感じた。もしかしたら、そこに妖精王の隠しステージがあるかもしれない。

　ワンピースに着き替がえながら、ちらりと時計を見る。まだ夕方になっていないから、アクアスティードとの夕飯までには問題なく帰ってこられる……はずだ。

　そう──ティアラローズは、王城を抜け出して入り江へと行く作戦を立てた。

　いつも着ているドレスではなく、質素なワンピースとブーツを身に着ける。膝ひざ丈たけの洋服を着たのは、転生してからは初めてかもしれない。

「いつもドレスだから、なんだか新しん鮮せん。身軽だ……！」

　くるんと回ると、スカートの裾すそがふわりと舞まう。

　ふわふわした長いハニーピンクの髪は目立つので、さっと結むすんでボリュームを抑おさえる。加えて変装ときたら、やはり伊だ達て眼鏡めがね！　それも装着して出来上がりだ。

　姿見の前に立ち、前、横、後ろと仕上がりを確認する。

「うんうん、これならわたくしだってばれないはずよ！」

　どこからどうみてもお忍しのびの貴族にしか見えないけれど、ティアラローズ本人はいたって真面目に満足していた。

　仕上がりに納得しながら、タルモにばれないようこっそり窓から部屋を抜け出そうと試みる。

　海の妖精王の祝福で得た水の防ぼう御ぎよは、いつもティアラローズを守ってくれる。ちょっとくらい無茶をしても、怪け我がをすることもない。

　──とはいえ、こんなところをアクア様に見られたら叱しかられちゃうわね。

　一度やってみたかった、シーツを伝って窓から降りるというチャレンジ。映画などではよく見かけたけれど、実際やる人なんてティアラローズくらいだろう……。

　問題なく地面に着地し、ほっと胸を撫でおろす。




「まず行くべき場所は、海ね……」

　森の方が近く歩いていけるが、いかんせんキースに見つかってしまう可能性が高い。いや、ティアラローズがキースの領域に足を踏み入れたら間違いなく気付くだろう。

　──妖精王は、指輪の存在も知っているみたいだし。

　隠しステージのことだって、知っているはずだ。

　本来ヒロインが行くべき場所に、悪役令嬢であるティアラローズが行くのだから──誰か、ほかの人に見つかってしまうということは避さけたかった。

　もうすでに自分のせいでゲームのストーリーは大きく変わってしまったけれど、妖精王の隠しステージでさらに何か異変でも起こってしまったらたまらない。

　悪役令嬢である自分が行うイベントではないのだから、控えめにいこうと考える。

　そして今、脳のう裏りによぎるのは行こうとしている入り江の主──海の妖精王パールのこと。

「……パール様、大丈夫かしら」

　ティアラローズとアクアスティードに祝福を贈ったため、パールは眠りについている。だからこそ、ティアラローズは入り江を選んだのだけれど。

　主である王が眠っているのであれば、悪役令嬢の自分がいても何ら問題はないだろうと考えた。もしこれがヒロインであるアイシラであれば、海の妖精王の目覚めイベントが起きてしまっても不思議ではないけれど。

「さて、と。まずは城を出て、海を目指さないと」

　普段は用意してもらった馬車で海に行くが、今回は内ない緒しよで出てきたため誰も馬車を用意してくれていない。

　そっと城を抜け出して、乗合馬車を使ってティアラローズは海まで向かった。







　乗合馬車を降り、砂すな浜はまへと立つティアラローズ。

　いつもと同じように綺麗な海が眼前に広がるが、砂浜にはティアラローズの力を受けて育ったティアラローズの花も咲いている。

　名称は自分の名前からとったため、そのままティアラローズの花と呼ばれているのだ。

「……さすがに、自分の名前そのままっていうのは恥ずかしいわね」

　砂浜を歩きながら、入り江のある方へと向かう。さらさらの砂は、素す足あしで歩いたら気持ちがよさそうだなと思う。

「アクア様と、海でデートするのもいいかもしれない」

　元気に育っている花を見ていると、波なみ打うち際ぎわに執しつ事じ服ふくの男性が立っていた。

　──誰かしら？

　この海の近くにアイシラの屋敷があるが、そこで働く執事とは違う人物だ。

　黒い髪に、ローズレッドの瞳。今にも海に入ってしまいそうな雰ふん囲い気きだけれど、大丈夫だろうかと心配になる。

　首を傾げつつ、お忍びで来たのがばれてしまうのはよくないので……申し訳ないが、そっとスルーすることに決めた。

　目的地の入り江は男性がいる位置よりも先にある。

　後ろを通り過ぎたところで、ふいに執事服の男性が振り向いて──大きくローズレッドの瞳を見開いた。ティアラローズを凝ぎよう視ししている。

　──ひゃっ!?

　思わず肩を揺ゆらしてしまいそうになるが、淑しゆく女じよとしてそれはよろしくない。ぐっとこらえて微笑み会え釈しやくをする。
















　ひどく整った顔立ちと、射い貫ぬかれてしまうのではというような鋭するどい眼光。

　あまり関わってはいけない人だと思い、ティアラローズは足早に離れようとするが──耳に届いてきた言葉で、その足が止まる。




「ラピスラズリの、悪役令嬢……？」




「え……？」

　──どうして、悪役令嬢のことを知っているの？

　先ほどは堪たえられたのに、びくっと体を揺らしてしまった。それがいけなかったのだろう、男性はそのことで何かを確信したのかティアラローズに近付いてきた。

　ティアラローズは逃げようとするが、足は男性の方が速い。

　──ど、ど、どうしよう！

　ラピスラズリの悪役令嬢とは、イコール、ティアラローズのことを指す。

　後ずさりながら、でも変装しているから正体がばれるはずないのに！　そんなことを頭の片かた隅すみで考えてしまう。

　もうこれ以上近づかないでという意味も込め、声をあげる。

「あ、あなたは誰？」

　ティアラローズの問いかけに、男性は優ゆう雅がに一礼する。

「これは失礼いたしました。私はオリヴィアの執事、レヴィです」

「レヴィ？」

　聞いたことのない名前だと、ティアラローズは警けい戒かい心しんを強める。

　綺麗な笑えみを浮かべている執事──レヴィは、構わずに言葉を続ける。

「妖精王の指輪を手に入れたいのですが、探すのを手伝ってはいただけませんか？　妖精の王に祝福された悪役令嬢……ティアラローズ様」

　──妖精王の指輪のことを、知っている？

　この執事は、いったい何者だ。

　そしてオリヴィアとは誰のことか、考える。

　この国の貴族は、すべて頭にはいっているから大丈夫。そう言い聞かせ、思い浮かぶ令嬢は一人。




　オリヴィア・アリアーデル。

　公爵家の令嬢で、特に誰とも接点はない人物のはずだけれど──。
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　まさか、そんな……と、エリオットは自分の目にした光景を信じることが出来ずに地面へ崩くずれ落おちるように膝ひざをついた。

「こんなこと、今まで一度もなかったのに」

　──どうして、アクアスティード様の寝しん室しつのバルコニーからシーツが垂れ下がっているんですか!?

　そんなことをする必要が、エリオットにはわからなかった。




　最近影かげが薄うすいと噂うわさされているエリオットだが、こう見えて長年アクアスティードの側近を務める右みぎ腕うでだ。

　平へい凡ぼんだが整った容姿は王城のメイドたちに人気が高く、人当たりもよい。




「とりあえず、何があったか確かく認にんしないといけませんね。……というか、城内を見回っている騎き士しはなんで気付かないんでしょう」

　アクアスティードがこんなことをするとは思えないので、犯人はおそらくティアラローズだろうと考える。

「そもそも、アクアスティード様なら飛び降りるでしょうしね」

　空に祝福されている主人が、シーツを伝ってバルコニーを降りるわけがないのだ。それに、アクアスティードの現在地は執しつ務む室しつだ。




　ティアラローズが抜ぬけ出だしたことは、シーツの片づけ忘れという凡ぼんミスのせいで簡単にエリオットにばれてしまったのだった……。
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　ティアラローズの前に立つレヴィという名の執しつ事じ。

　面識はないし、変装している自分をすぐに見破ったことも怪あやしい。なによりも、妖よう精せいのことや指輪のことを知っている。

　──続編ゲームのメインキャラクター？

　そうであれば、いろいろなことを知っているのも納なつ得とくすることが出来る。けれど、攻こう略りやく対象に関しては以前アカリに教えてもらったが、レヴィなんていう人物はいなかった。

　メインでなくとも、サブキャラ的な立ち位置にいるのかもしれないとティアラローズは考えることにした。




　悪役令れい嬢じよう、妖精王の指輪と、どう考えてもゲームの関係者としか思えない用語を連発するレヴィ。

　何より、ティアラローズのことを知っている。この国の王太子であるアクアスティードの妃きさきとしての身分ではなく、ゲーム『ラピスラズリの指輪』の悪役令嬢として。

　警けい戒かいするティアラローズをよそに、レヴィは涼すずしい顔をしている。

「妖精王の指輪が必要なのですが、王の祝福がないので指輪が保管されている場所へ行くことが出来ないのです」

「…………」

　ひどく残念そうにレヴィは言うが、いったい何を考えているのだろうか。

　ゲームに関することを、こうも簡単に喋しやべるものではないだろう。

「……あなたは、何者なの？　わたくしの敵？」

「いいえ。私はオリヴィアの執事です」

　それ以下でもそれ以上でもないと、レヴィは告げる。

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、ティアラローズはごくりと息を吞のむ。怪しいけれど、隠かくしステージに関して情報を持っているということはわかる。

「妖精王の指輪とは、何？」

「そうですね……妖精王の指輪とは、妖精の王が創つくった指輪です。それぞれが力を持ち、所有した者はさらなる祝福を得ることが出来ると。ご存じではありませんでしたか？」

　──何か、特別な力を得るためのアイテムということね。

　すごくゲームのイベントっぽいなと、ティアラローズは思う。

　でも、どうして令嬢の執事が単独行動をしているのかというのも気になる。まったく関係ないキャラクターの執事という立ち位置は、不自然極きわまりない。

　──オリヴィア様のことを、詳くわしく調べてみた方がいいわね。

　きっと執事であるレヴィよりも、オリヴィアの情報の方が得やすいだろう。

「ティアラローズ様、海の隠しステージがある場所まで行ってみませんか？」

「！」

　別に見に行くだけで、隠しステージの中まで行かなくてもいいとレヴィは告げる。

「その前に、あなたはどうして指輪を求めるの？」

　今まで面識のなかったティアラローズに、そんなことを言うのは些いささか不自然というものではないだろうか。探さぐるようにレヴィを見て、何をしようとしているのか考える。

　そして同時に、もしかしたらこれがイベントか何かの入り口で、レヴィが重要な何かを握にぎるキーキャラクターということもあり得る。

「とある目的のために、必要なんです」

「ひどく、曖あい昧まいね？」

　ティアラローズが言葉を返すと、レヴィはにこりと微笑ほほえむ。言いたくないのだということを理解して、それならばと考える。

　──いっそ、ついていって情報を集めた方が得策かもしれない。

「いいわ。今は、あなたと一いつ緒しよに行ってあげる」

　もし何かあったとしても、水がティアラローズを守ってくれる。あまり近づかないようにとだけ告げて、ティアラローズはレヴィへついていく。

　──どうしてこの情報を知っているのか、探りをいれないと。

　もしかしたら、自分のように転生してきた日本人という可能性もある。

「足元にはお気を付けくださいね、ティアラローズ様」

「……ありがとう」

「海の妖精王の隠しステージは、あの入いり江えにあるようです」

　レヴィが少し先にある入り江を指さし、「あそこですね」と告げる。自分で確かめたのではなく、誰だれかに聞いたような口ぶりだ。

　白い砂すな浜はまを歩くと、少し遠目に入り組んだ入り江が見える。さあぁぁという静かな波音が大きくなり、綺き麗れいな珊さん瑚ごが視界に映る。

　相変わらずアイシラの管理する海や砂浜は綺麗だなと、うっとりしながら見つめる。

　ずっと眺ながめていたい衝しよう動どうに駆かられるけれど、今はぐっと我が慢まんして海の隠しステージを探さなければいけない。




　レヴィの「こちらです」という案内を聞きながら、入り江に入る。

　浜にいたときよりも、一回り小さな魚が自由に泳ぎ回る。青い海のはずなのに、珊瑚の色も相まってとてもカラフルに見えた。

「わぁ、綺麗……」

　初めて来た入り江に、ティアラローズは思わず感かん嘆たんの声をもらす。

　よく見るとカニもいて、いろいろな種類の生き物が共存していることがわかる。海かい底ていに棲せい息そくするのは、貝やウニだ。

「ええ、美しいですね。オリヴィアにも、見せてさしあげたい……」

「……一緒に来たらいいんじゃないかしら。きっと、オリヴィア様もお喜びになられると思うけれど」

「そうですね、いつか……」

　今まで変化のなかったレヴィの表情に、影が差す。

　──オリヴィア様に、何かあった？

　レヴィが妖精王の指輪を求める理由は、もしかしたらオリヴィアに関係しているのかもしれないとティアラローズは考える。

　令嬢が思わしくない理由は、病気が多そうだな……と考える。

　──そういえば、夜会でもほとんど姿を見ないわね。

　もしかして体が弱く、そんなオリヴィアのために指輪を探し求めているのかもしれない。なにせ王の指輪だ、大きな祝福と力があることだろう。

「オリヴィア様は、どんな方なの？　わたくしは、まだお話ししたことがなくて」

「私の、誇ほこりです。オリヴィアがいるからこそ、私がこうしていることが出来るのです」

「──……」

　誇らしそうに告げるレヴィを見て、ああ、オリヴィアのことを本当に慕したっているのだなということがわかる。

　──恩人か何か、なのかしら？

　それが何かはわからないけれど、オリヴィアを思うレヴィの気持ちは信じられるとティアラローズは思った。




「入り江の一番奥おくにある、あの珊瑚の間から隠しステージに行けるらしいのですが──もしかして、ご存じありませんでしたか？　悪役令嬢で、アクアスティード殿でん下かの妃であらせられるティアラローズ様」

「……わたくしのことを、よくご存じなんですね」

「この国の王太子殿下の奥おく方がたを、知らない人なんておりません」

　砂浜から岩へと変わった地面をゆっくり歩く。

　今はブーツ姿だからいいけれど、いつものヒールだったら転んでいたかもしれない。

　レヴィはティアラローズの歩みに速度を合わせながら、入り口である珊さん瑚ごへと向かう。

「この珊瑚の奥ですね」

「……何の変へん哲てつもない、普ふ通つうの珊瑚なのね」

「残念ながら、入る方法までは存じません。ティアラローズ様であれば、入ることが出来るのではありませんか？」

　綺麗なピンク色の珊瑚は、ぱっと見は普通のものと変わりない。けれどここが入り口であるならば、何か仕し掛かけがあるのかもしれない。

　──もしかしたら、罠わなという可能性もある。

　王太子であるアクアスティードの妃という立場は、いくらでも利用価値がある。しかもそれ以上に、溺でき愛あいされた姫ひめ。

　アクアスティードの弱点以外の、なにものでもない。

　けれど、隠しステージ候補としてティアラローズが目をつけていた入り江。そしてゲームの情報。

　考えれば考えるほど、レヴィはただの悪人ではなくゲームに関わりのある人物だと思えてくるし、きっと実際そうなのだろうとどこか確信めいたものもある。

　──でも、まだはっきりしないから油断は出来ないわね。

　今はまず、海の妖精王の隠しステージなのかどうかを知りたい。ティアラローズはそっと手を伸のばして、珊瑚に触ふれる。

「あ……」

　海の珊瑚だから冷たいはずなのに、ティアラローズが触さわった部分がじんわりと熱を持つ。思わず手を離はなすと、「どうしました？」とレヴィが窺うかがうようにティアラローズを見る。

　祝福がないから入れないと言っていたので、レヴィも珊瑚に手を触れてはいるが熱を感じることは出来ないのだろう。不思議そうにしている。

　ティアラローズがもう一度珊瑚に触れると、とぷんと沈しずみ込こむような感覚に襲おそわれ、手が珊瑚の中に入っていった。

　ここが隠しステージで、海の妖精王に祝福されている自分だけが通れる道なのだということがわかる。

「ここに、妖精王の指輪が……？　オリヴィアを、助けることが──」

「……！」

　ティアラローズの状態を視し認にんしたレヴィから、思わず歓かん喜きの声が零こぼれる。それはとても小さな声で、きっと静かなこの入り江でなければティアラローズの耳にも届いていなかっただろう。

　──やっぱり、オリヴィア様に何かあったんだわ。

　仕える令嬢のためとはいえ、執事がここまですることは珍めずらしい。

　妖精王の隠しステージで間ま違ちがいないだろうとティアラローズがレヴィに告げたところで、鈴すずのような可か愛わいらしい声が耳に届く。




「ティアラローズ様？」




「……アイシラ様」

　声のした方を振ふり返かえると、妖精王の隠しステージに本来行くべき人物──ヒロインが、そこにいた。

　海の手入れをしていたらしいアイシラが、「人影が見えたもので……」と言いながらこちらに向かってくる。

　変装していたはずなのに、またしても瞬しゆん時じに見破られてしまったことにティアラローズは少しがっかりする。

　どうしてこうも、自分の変装を誰もが見破るのか……。

「こんなところで何をなさって……あら、オリヴィア様の執事ではありませんか」

　ティアラローズの横にいたレヴィに目を向け、アイシラは「どうしてここに？」と首を傾かしげる。

「ご存じなんですか？　アイシラ様」

「ええ。オリヴィア様とは何度もお会いしたことがありますから」

　アイシラは珍しい二人の組み合わせを不思議に思いはするが、何か理由があるのだろうと深く聞くことはしない。

　ただ、アクアスティードが不在なのに男性と二人きりでいいのだろうか……ということはアイシラの脳のう裏りをよぎったけれど。

「……私は確認が出来たので帰ります。ティアラローズ様とは、ぜひまたお話をさせていただきたい」

　満足そうに珊瑚に触れていたレヴィは、くるりと踵きびすを返す。ティアラローズも会ったばかりのレヴィに深入りするつもりはないので、何も口にしない。

　のだが──空気を読んでか読まずか、アイシラが口を開く。

「あなた、アクアスティード殿下の妃であるティアラローズ様にそれは失礼です」

「アイシラ様!?」

　普ふ段だんはおっとりしているアイシラだが、ティアラローズが軽く扱あつかわれたことに対しては許容出来なかったらしく声を荒あららげた。

「アイシラ様、わたくしのことは気になさらないでくださいませ……」

「いいえ、ティアラローズ様。こういったことはきちんとしなければなりません」

「それは、そうなんですが……」

　もちろん、身分が大切であることは理解している。

　アカリにだって、そういった身分の部分で注意をしたこともある。あるのだが──今回ばかりは、少々事情が異なる。

　──レヴィの周辺を調べるまで、あまり深くは関わりたくない。

「わたくしは、ティアラローズ様がないがしろにされるのは許しません」

　己おのれよりも身分の高い人を残して先に帰るとは何事だと、アイシラは怒おこっている。そんな様子を見て、レヴィはあからさまにため息をついた。

「そのように大きな声を出すなど、はしたない。私のオリヴィアと同じ公こう爵しやく令嬢だとは、とてもではないが思えません」

「な……っ！」

「海の妖精王に祝福されていない続編ヒロインなんて、オリヴィアの敵ではありませんね」

　まるで捨すて台詞ぜりふのように、レヴィはそのまま入り江から去っていった。




　あとに残されたのは、ぽかんと口を開いて目を瞬しばたたいているアイシラと、レヴィとはいったい何者なのかと頭を抱かかえているティアラローズだけだった。







　アイシラの「送ります」という言葉に甘あまえて、ティアラローズは馬車に揺ゆられていた。

　夕日に照らされた海があまりに美しく、いっそ考えることを何もかも放ほう棄きしてしまいたい。

　アクアスティードにばれる前に、こっそり帰るはずだった。それなのに、公爵家の馬車で送られてしまったら……ティアラローズが出かけていたことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　実はエリオットにより、もうとっくにばれているけれど。




　向かいに座すわるアイシラを見ると、レヴィとのやり取りがショックだったのか表情が暗い。

　こういうときは何か明るい話題を……と思うのだけれど、ティアラローズもいろいろなことがありすぎてすぐに話題が出てこない。

　うっかり口から出てきた言葉は、レヴィとオリヴィアのことだった。

「アイシラ様……あの、レヴィという方と、仕えているオリヴィア様はどういった方なのですか？　お会いになったことがあるのですよね？」

「ティアラローズ様はご存じではなかったのですか？」

　驚おどろいた表情のアイシラに、ティアラローズは苦く笑しようしながらも頷うなずく。

「ええ。先ほどは少し散歩をしていて……そのとき偶ぐう然ぜん、彼かれに会っただけなの」

　初対面だということを告げると、「そうでしたか」とアイシラが少しだけほっとした様子を見せた。

　それからゆっくりと、二人のことを話し始める。

「オリヴィア様のアリアーデル公爵家と、わたくしの家は……どちらかと言えば対立しています。それは、ティアラローズ様もご存じでしょう？」

「ええ、それくらいは……」

「ただ、仲が悪いのは家同士だけで、わたくしとオリヴィア様の仲が悪いわけではないんですよ」

　小さなころは一緒に遊ぶことも多かったのだと、アイシラは告げる。

　ただ、オリヴィアは少し変わった令嬢のようで、いろいろなところに執事のレヴィを連れて観光に行っていたのだという。

　歴史的な建築物であったり、綺麗な自然のある場所……というのであればいい。しかしオリヴィアの行く場所はどこか変わっていたのだという。

　何の変哲もない小川、どこの街にもあるような小さなパン屋、図書館、遠くだとラピスラズリ王国。観光地ではない場所ばかりを巡めぐっていたのだと、アイシラは言う。

「なんでも、セイチジュンレイ？　だとか。わたくしには、意味がよくわからなくて」

　──それって聖地巡じゆん礼れいのことじゃ？

　実際のドラマやアニメ、そういった舞ぶ台たいのモデルになった場所へ観光に行くことを聖地巡礼という。

　しかも、ラピスラズリ王国にまで足を延のばしていたのであれば信しん憑ぴよう性せいはかなり高い。ゲームに関係している人物は、間違いなくオリヴィアだ。

　ゲーム内でイベントの起きた場所を見に行っているのだろうということが、すぐにわかってしまった。

　──すごく、楽しそう。

　ティアラローズも、ゲームのワンシーンには胸をときめかせる。いろいろな場所を巡りたいという欲求は、プレイヤーであるならば誰しもが持っていてもおかしくない。

　──オリヴィア様に、お会いしてみたい。

　そんな気持ちが沸わき上あがる。

　のだが、アイシラが少し困った表情で言葉を続ける。

「……これは、本来ならティアラローズ様にお話しするべきではないかもしれないのですが」

「気にしないで教えてくださいませ、アイシラ様」

「その、まだ十歳さいにも満たないころの話です。オリヴィア様をアクアスティード殿下の婚こん約やく者しやに……という話がありました」

「！」

　──え、それって、もしかして。

「陛へい下かとアリアーデル公爵が一度婚約を結んだそうなんです、当のオリヴィア様には無断で」

「むだんで……」

　断ることの出来ない政略結けつ婚こんはよくあるけれど、オリヴィア本人にその旨むねを伝えるのは誠意というものだ。

　それすらもされていなかったのならば、可か哀わい相そうだとティアラローズは思う。

　しかしふと、首を傾げる。

「わたくし、アクア様が婚約をしていたなんて知りませんでした」

　確か、王立ラピスラズリ学園に留学してきたときに婚約者はいなかったはずだ。

　それに、もしいたとしてもアクアスティードは隣りん国ごくの王太子──侯爵家の令嬢だったティアラローズが知らないというのもおかしな話で。

「いいえ、ティアラローズ様。お二人は確かに両親によって婚約されましたが、それを知ったオリヴィア様がひどく嫌いやがられたそうで……その、一週間と経たたずに婚約は解消されたようなんです」

「まぁ……そんなことが？」

　いったいアクアスティードのどこが不満だったのだろうかと、ティアラローズは違ちがう意味で首を傾げる。

　いや、婚約が解消されていなかったら自分がアクアスティードと結婚出来ていたかどうかわからないけれど。それでもやっぱり、あり得ないと思ってしまう。

　──アカリ様なんて、ハルトナイツ様を捨てるかのようにアクア様に乗のり換かえようとしていたのに。

　それほどまでに、アクアスティードは人気なのに。

「はい。ただ、理由まではわかりませんが……。もしかしたら、オリヴィア様には慕っている方がいらっしゃったのかもしれませんね」

　もしそうだったのであれば、あの不思議な観光はデートだったのかもしれませんとアイシラは言う。

　なるほどと頷きながら、ティアラローズも相手はレヴィなんじゃ……と考えてしまう。執事なのに仕える令嬢の名前を呼び捨てにしていたし……。

　──いや、それよりも。

　もっと重大なことが今の流れからわかってしまった。




「オリヴィア様って、続編の悪役令嬢!?」




「ティアラローズ様？　ぞくへん？」

　突とつ然ぜん叫さけんでしまったティアラローズに、アイシラが困こん惑わくする。

「ああ、いいえ、何でもないんですアイシラ様……。その、アクア様に婚約者がいたということを知らなかったので動どう揺ようしてしまっただけです……」

　気付いてしまった重大な事実にテンションが上がってしまったわけではないのです、決して。

　少し顔を伏ふせていると、アイシラは「そうですよね」とティアラローズに同意する。

　大国の王太子であるアクアスティードが、今までフリーでいたことの方がおかしいのだ。婚約者がいたことは、ある意味当たり前だろう。

　──わたくしも、ハルトナイツ様の婚約者だったもの。

　今いま更さら、アクアスティードに婚約者がいた事実を知ったとしても責めるようなことは一いつ切さいするつもりはないし、何も思いはしない。

　……多少は、妬やいてしまうけれど。

「ただ……」

「アイシラ様？」

　少し困ったような表情のアイシラに、まだ何かあるのだろうかとティアラローズは首を傾げる。続きを促うながすと、あまり言いたくないのか眉まゆが下がった。

　しかしティアラローズは、それだけでアイシラが何を言いたいのか察してしまった。

　続編のヒロインが、続編の悪役令嬢の言いたくない事こと柄がらなんて──ひとつしかない。悪役令嬢が行う、ヒロインへの嫌がらせだ。

　もしかして、幼いころは仲良くしていたけれど今になって嫌がらせが始まったりしたのかもしれない。

　──でも、仲が悪いわけではないと言っていたのに。

「オリヴィア様に、何かされたのですか？　アイシラ様」

「！　……はい。その、ここ数年のことなんですけれど……オリヴィア様は、なぜかわたくしのよくない噂を定期的に流しているようで」

「噂、ですか」

「たいしたものではないんです。海が汚よごれているですとか、海で泳ぎすぎて髪かみがパサパサですとか、お菓か子しの食べ過ぎで太ったですとか……。あぁでも、最近は確かにティアラローズ様のお菓子が美お味いしくてついつい食べ過ぎてしまっています」

　程度の低い噂に若じやつ干かんあきれつつも、悪い噂を流しているのであれば──オリヴィアは、やはり続編の悪役令嬢で間違いないだろう。

　──そもそも、オリヴィア様の現状がどうなっているのかも知りたい。

　レヴィはオリヴィアを助けたいと呟つぶやいていた。

　病弱設定の悪役令嬢なんてありえないから、きっとオリヴィアの身に何かが起こったのだろう。よくないゲームのイベントに巻まき込こまれたのか、公爵家の令嬢という身分のせいで実際の事件に巻き込まれたという可能性もないとは言い切れない。

　オリヴィアと一度会うために、屋や敷しきを訪ねてみようとティアラローズは思った。
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　アイシラに王城まで馬車で送ってもらったティアラローズを待っていたのは、それはそれはいい笑え顔がおの──王太子殿下だった。

「おかえり、ティアラ」

　──うわぁ、アクア様とんでもなく怒ってる……。

　自室の空気がこんなにも冷たかったことは、きっと今までにないな……と心の中で思う。




　こっそり抜け出したのはよかったけれど、こっそり帰ってくることは出来なかった。

　いや、そもそもかなり長時間になってしまっていたから、どちらにせよばれていた可能性は高かったけれど。

　──バレてたのかな。

　気付いたのはエリオットだったけれど、この王太子がティアラローズのいないことに気付かないわけもなかった。

　自分が愛されていることを、改めて自覚させられる。

「ただいま帰りました……」

「具合はもういいの？」

「…………はい、すっかり」

　そういえば、体調不良だから寝ねるとフィリーネに伝えていたのを思い出す。ティアラローズは表情をひきつらせて、アクアスティードに微笑み返すことしか出来なかった。

　アクアスティードの後ろには、これまたにっこり微笑んだフィリーネが控ひかえている。こちらも果てしなく怒っているのが感じられ、ティアラローズは素す直なおに頭を下げることにした。

「大変申し訳ありませんでした……」

「…………」

　二人の無言のプレッシャーがとても怖こわい。震ふるえてしまう。ティアラローズはそっと目を逸そらす。

　心配させてしまった二人に、お詫わびとして何かお菓子を作ろう。そう思い自分のキッチンへ目をむけようとして──入り口に立ち入り禁止の札があることに気付いた。

「これ……」

「ああ、体調がよくなるまで無理はいけないからね」

　そう言って、アクアスティードがにこりとティアラローズの髪を撫なでる。

「しばらくは野菜を中心にして、体によい食事のみにしていきましょうティアラローズ様」

　追い打ちをかけるように、フィリーネもにこりと笑う。

「…………はい」

　──まさかのスイーツ全ぜん般ぱん禁止令!!

　作れないのは別にいい、我慢出来る。けれど食べることまで禁止されてしまうなんて。

　一人で部屋にこもって泣きたい気持ちになった。




　お菓子のために妖精王の隠しステージをあきらめる？

　乙女おとめゲームのためにお菓子をあきらめる？




　なんてひどく重い拮きつ抗こうした選せん択たくだろうか。

　もしこっそり、妖精王の隠しステージを探したとしても……ばれてしまえばきっとお菓子禁止の期間が延びてしまうだろう。

　それはやっぱりいただけない。スイーツがないのは、とても切ない。

　どちらを天てん秤びんにかけるのかと問われたら──さてどうしようと、ティアラローズは二人に気付かれないようそっとため息をついた。

　アクアスティードはフィリーネを下がらせて、ティアラローズをソファに座らせた。すぐ隣となりにアクアスティードが座って、まじまじとティアラローズに視線を向ける。

「どうしましたか？」

「なんだか新しん鮮せんだと思って。ティアラがそんな格好をするなんて、想像もしてなかったから」

「ああ……」

　いつものように綺麗なドレスではなく、変装にと着たワンピース。それに伊だ達て眼鏡めがねもかけているから、すぐにティアラローズだとわかっても印象はかなり違うのだろう。

　ティアラローズはソファから一度立ち上がって、くるりとその場で一回転。そのままお辞じ儀ぎをし、「どうですか？」と照れたように笑う。

「ティアラは何を着ても可愛いよ」

「！　もう、アクア様ったら……」

　そんなストレートに言われたら、恥はずかしくて仕方がない。頰ほおを染めて、そっぽを向く。

　ドレスより動きやすいけれど、いつもと違う服装なのでアクアスティードの隣に立つと違い和わ感かんがあるなと思う。

　庶しよ民みんと王太子という組み合わせに見えるかも……なんてティアラローズは思っているが、はたから見れば貴族の姫君が遊んでいるようにしか見えない。

「それで、ティアラはどうして城を抜け出したの？」

「きゃっ」

　アクアスティードが、ティアラローズの手を取り自分の膝の上に座らせる。

　理由は聞かれなさそうだったのでほっとしていたけれど、そんなことはなかった。しかし、妖精王の隠しステージを探していました……と、正直に言うわけにもいかない。

　この情報を知っているのは、おそらくゲームをプレイしていた人間だけだ。王族も知らない事実を、ティアラローズからアクアスティードに伝えるわけにはいかない。

　どうしようかと困っていると、アクアスティードはティアラローズの髪に指を絡からめながら何も言わずに待つ態勢に入る。

　──うぅ、プレッシャー！

　目を泳がせながらもアクアスティードを見ると、綺麗な金色の瞳ひとみがじっと見つめてくる。毛先で遊んでいた指先はティアラローズの肩かたを撫で、首を辿たどってから頰へ触れる。

　くすぐったさに身を捩よじると、「駄だ目めだよ」と耳元で低い声が囁ささやく。

「アクア様……」

「大人おとなしいお姫様だと思っていたのに、簡単に飛び立ってしまう自由な鳥だったなんて」

「心配をかけてしまい、すみません。その、妖精王のことを、この国のことを知りたくて」

　一人でいろいろ見て回ろうと思ったのですと、本当の目的は言わずに告げる。知りたかったというのは本当なので、噓うそ……ではない。

　ただ、その情報がゲームの隠しステージ。本来であれば自分が行くべき人物ではないため極ごく秘ひに動いているというのは、ティアラローズの事情だ。

「ティアラがこの国のことを思ってくれるのは嬉うれしいんだけどね」

　アクアスティードがティアラローズの頰を撫でながら、「ああ、そうだ」と声をあげる。

　まるで名案だとでも言うような声こわ色いろに、どうしたのだろうとティアラローズは目をぱちくりとさせる。不ふ機き嫌げんそうだったアクアスティードの表情が、どこか明るくなっている。

「ねぇ、ティアラ。デートしようか」

「え？」

　デートと言う言葉に、きょとんとする。

「この国中を回る時間はないけれど、ティアラと出かける時間くらいは作れる」

　二人でどこかに出かけるというのは、片手で数えるほどしかない。それはすごく楽しいだろうと、ティアラローズは胸を弾はずませる。すぐに頷いて、手を挙げて宣言する。

「アクア様とデート、したいです！」

「なら、決まりだ」
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　日程の調整をして数日後、ティアラローズとアクアスティードは街へデートに出かけた。

　エリオットと護ご衛えいが少し離れたところにいるため完全な二人きりではないけれど、身分を隠しながら出かけるのはどきどきしてしまう。




　指を絡ませるようにして手を繫つなぎ、マリンフォレストへ来た当初のことを思い出す。

　元々綺麗な街だったけれど、今はさらに──。

「ずいぶん華はなやかになっただろう？」

「はい。自分の花──というのは、恥ずかしいですけど」

　森の妖精王に祝福された力によって、ティアラローズは綺麗なピンク色の花を咲さかせた。それはマリンフォレストの国花と定められ、今は街中に植えられるようになったのだ。

　とはいえ、まだ街全体に花がいきわたったわけではない。人々が花を植えたり加工して装そう飾しよくに使ったりと工事しているところが多い。

〝ティアラローズ〟と呼ばれる花は甘く、花の下に出来る小さな袋ふくろからは最上級の砂糖が採れる。育てて料理の調味料として使いたいと思っている人は多い。

　もちろん花を創りあげた本人であるティアラローズはそうしているし、自身の花によって料理やお菓子が発展してくれるのならば願ってもない。

　お菓子文化が大きく発展した大国ほど、幸せな場所はほかにないだろう。

「花を使ったお菓子が増えるといいな」

「ティアラは本当にお菓子が好きだね」

「あ、わたくしったらまた……」

　すでにティアラローズの花を売っている花屋で一輪だけ買い、アクアスティードはそれをティアラローズの髪へと差す。「うん、可愛いね」と言いながらも「お菓子はまだ駄目」と笑う。

　どうやら解禁されるのはだいぶ先のようだと、ティアラローズは肩を落とす。

　こっそり王城を抜け出して以来、お菓子を食べていないし作ってもいない。禁きん断だん症しよう状じようというほどではないけれど、お菓子のことを考える頻ひん度どは残念ながら増えている。

　まだ数日でこれなのだから、今後どうなっていくのだろうとティアラローズ自身が震えてしまうほどだ。

「まぁ、お菓子のことばかり考えるティアラも可愛いから好きなんだけどね……」

　優やさしく微笑んで、アクアスティードがティアラローズを見る。その表情にどきりとして、息を吞む。

「アクアさ──あっ！」

　頰を赤らめていると、腕をぐいっとアクアスティードに引き寄せられて……そのまま唇くちびるに口づけられる。ほんの一いつ瞬しゆんで離れたけれど、ここは街中であり──ばっちり多くの人に目もく撃げきされてしまった。

　震えながら顔を赤くしているティアラローズを見て、アクアスティードは「可愛い」と声に出して笑う。

「私からすれば、お菓子よりもティアラの方が何倍も甘い」

「～～っ！」

　ケーキなんて目じゃないと言って、アクアスティードはティアラローズの髪を撫でる。

　そんなことを言われなくとも、自分だって比べるまでもなくアクアスティードの方が甘くて大好きだ。

　……けれどそれをここで口にするのは、恥ずかしくて出来そうもない。

　──アクア様ばっかり、ずるい。

　恥じらいというものがないのだろうか、なんて失礼なことを考えてしまう。じいっと見つめると、楽しそうにしているアクアスティードから笑みが返ってくる。

　──駄目、大好き。

　完全にアクアスティードのペースになってしまうけれど、それが好きだからティアラローズにはどうしようも出来ない。

「…………」

　──ああ、でも。

「ティアラ？」

　考え込んでいると、どうしたのと問いかけるようにアクアスティードがティアラローズを呼ぶ。それにくすりと笑って、ティアラローズは楽しそうに応こたえる。

「お城にいるときと違うアクア様を見ることが出来て、新しん鮮せんだなって思ったんです」

「そう？」

「はい。お城にいるアクア様はクールで格好いいですけど、街に出かけていつもよりはしゃいでいる姿は可愛いです」

　先ほどアクアスティードにもらった花に触れて、自分も普段は髪もドレスもしっかり整えていますからと告げる。

　今は二人とも軽装で、貴族とは思われているだろうが、この国の王太子とその妃だとは誰も気づかないだろう。それも二人をわくわくさせている要因だ。

「……私のことを可愛いなんて言うのは、ティアラくらいだよ」

「もちろん、わたくし以外がアクア様を可愛いと思うのは嫌です！」

　ぷくっと頰を膨ふくらませ、これだけは絶対譲ゆずりませんと告げる。

「だって、妻の特権ですもの」

「ああもう、まいったな。私の奥おくさんは可愛すぎて困る」

　行きかう人々を気にもせずに、アクアスティードがティアラローズをぎゅうっと抱だきしめる。こんな可愛いことを言われたら、理性が持たないと頰にキスをされる。

「アクア様ったら──え？」

　抱きしめてくるアクアスティードの肩越しに、それは映った。




　視界に見えたのは、レンガの屋根にティアラローズの花を植えている業者。

　積んであったレンガの山がぐらつき、屋根から落下しそうになって──いや、落下してしまった。

　その光景はスローモーションのようで。

　突然のことに、ティアラローズは声が出ない。屋根の下には小さな子供たちが遊んでいて、このままでは大怪け我がをしてしまう。




　──アクア様に、駄目、間に合わない！

　ティアラローズが体をこわばらせたのに気付き、アクアスティードもすぐに振り返る。状じよう況きようを把は握あくはしたけれど、動いたのはティアラローズの方が一歩早かった。

　アクアスティードの腕の中から抜け出して、子供たちに向かって叫ぶ。




「海の祝福よ、子供たちを守って……っ！」




「ティアラ！」

　必死で手を伸ばし、ティアラローズは子供たちの下へと走る。

　魔ま法ほうは苦手だけれど、海に祝福された守りがある。それを頼たよりに声をあげると、透とう明めいな水の膜まくが生じて子供たちを包つつみ込こむ。

　落下したレンガは水の守りにぶつかって、地面に落ちた。

「はぁ、はっ……よかったぁ」

　子供たちにレンガが当たる前に、なんとか食い止めることが出来た。パールにもらった海の祝福はすごいと、改めて思う。

　ほっとして、ティアラローズはその場に座り込む。助けることが出来てよかったという思いで、胸の中はいっぱいだ。

「ティアラ！　よく子供たちを助けてくれた、さすがだ。ありがとう」

「アクア様……っ！」

　すぐにアクアスティードが駆け寄って、ティアラローズを抱き上げる。




　瞬しゆん間かん──。

　わっと、周りから歓かん声せいが巻き起こる。



















　すごいすごい、とんでもない魔法だと、誰もが子供の無事を喜びティアラローズを讃たたえる。

「すごいぞ、嬢じようちゃん！　まだ若いのに、すごい力を持ってるんだな」

「ありがとう、息子むすこを助けてくれて……っ！」

　涙なみだぐみながら、子供の親がティアラローズに感謝を伝える。

「いえ……怪我がなくて、よかったです」

　アクアスティードの腕の中でほっとしながら、人々に応える。

　すぐに工事をしていた業者も降りてきて、ものすごい勢いでティアラローズや子供たちに謝罪する。

　不手際を素す直なおに謝あやまり、もう二度と起きないよう気を付けると口にした。

「わたくしは大だい丈じよう夫ぶですから、謝罪は子供たちに」

「は、はい……！　本当に、助けていただいてありがとうございやす!!」

　業者の人たちはすぐ子供たちとその親の下に行き、その場は事なきをえた。

　ティアラローズを抱く腕に力が込こめられて、どうしたのだろうと顔を向けると──アクアスティードが、どうにもやるせない表情をしていた。

「アクア様？」

「ティアラは、大丈夫？　力を使って、変なところや疲つかれはない？」

「はい、大丈夫です。ありがとうございます、アクア様」

　ならよかったと、アクアスティードはティアラローズの髪を優しく撫でた。










　夜も深くなり、執務室にいるのはアクアスティード一人だけ。

　大量にある書類に目を通しながら判はん子こを押おし、早さつ急きゆうに進めなくてはいけないものと後に回してもいいものとに分けて置いておく。

　本来なら護衛が扉とびらの前にいるけれど、すでに下がらせている。アクアスティードは魔法と剣術に長たけているため、王城の中ならば絶対に護衛が必要……というわけではないのだ。




　そんな様子を心配そうに見つめるのは、彼に仕える側近だ。

「そろそろお休みになられたらどうですか、アクアスティード様」

「……エリオットか」

「その仕事は、明日以降でも問題ないやつじゃないですか」

　別に今、急ぐ必要はないのでは？　と、執務室に顔を出したエリオットが告げる。

「もう〇時を回ってるんですけど、気付いてます？」

「それくらい、わかっている」

「ならいいですけど。ティアラローズ様、心配されているんじゃないですか？」

　いつもならどんなに遅おそくとも、アクアスティードは日付が変わる前にティアラローズが待っている部屋に戻る。

　それを知っているから、エリオットは不ふ審しんに思い様子を見に来たのだ。

　ため息をつきながらも紅茶を淹いれ、書類を主人の前に置く。体が冷えていて、疲れが顔に現れているのはすぐに見てわかった。

　アクアスティードは紅茶を一口飲み、「わかっている」と再び口にする。ぐっと伸びをして、椅い子すの背もたれに寄りかかりながらエリオットを見た。

「なんです？」

「……エリオットも、見ただろう？」

「見たって、何を──ああ、ティアラローズ様のことですか」

　優ゆう秀しゆうな側近は、すぐにアクアスティードの言いたいことを理解する。

　ティアラローズとのデートの最さ中なか、何も出来なかった自分をひどく不ふ甲が斐いないとアクアスティードは思ったのだ。

　エリオットから見ればどちらもすごいのだけれど、男としてアクアスティードはティアラローズを守りたいと思っているのだから仕方がない。

　海の妖精王パールに祝福されたティアラローズは、すべてを防ぐ水の壁かべの祝福を得た。

　これは海の守りの祝福で、ティアラローズ自身を薄い海の魔ま力りよくが包み込んでいる。物理的な衝しよう撃げきなども吸収してくれるため、重宝する。

　アクアスティードは、攻こう撃げき特化の祝福を得た。対ついになっているので相あい性しようはとてもいいが、ティアラローズを守る力も欲ほしかった……と、思ってしまう。

「私が守っていたのに、ティアラはいつのまにかどんどん強くなるな」

「……寂さびしいんですか？　アクアスティード様」

「寂しい、か。それとは少し違う気もするが」

　最後の書類を机に置き、「これで終わりだな」と一息つく。

「ティアラローズは私の隣に立つに相応ふさわしいと、誰もが思うだろうな」

「ええ。現に、思っているでしょう。森の妖精王に祝福された時点で、王おう妃ひに相応しくないはずがないんです」

　今は王太子という身分だが、将来は国王となる。そのとき、隣に立つティアラローズは国民から絶大な支持を得ているだろう。

「……本当なら、ずっと閉とじ込こめておきたかったのに」

　それはとても嬉しいことのはずなのに、一人の男としては面おも白しろくない。呟くようにもれたアクアスティードの言葉に、エリオットは静かに笑う。

「ティアラローズ様が、何も出来ない守られているだけの女性ではないと……一番ご存じなのはアクアスティード様じゃないですか」

「それも、わかっている」

　──もっと強くなりたい。

　ティアラローズの隣に立っても色いろ褪あせないように、強くありたい。アクアスティードは、強くそう思う。

　国民を助けるティアラローズを誇りに思うけれど、それすらも自分がティアラローズごと守りたいと思った。

　独どく占せん欲よくの塊かたまりでしかないけれど、そう思ってしまったのだから仕方がない。

「とりあえず、アクアスティード様は早く自室に戻もどられた方がいいですよ」

「エリオット？」

「フィリーネから、ティアラローズ様がまだ休まれていないと聞いています」

「それを早く言ってくれ」

　先に寝ていていいと伝えたのに、いや──ティアラローズの性格からして、起きている可能性の方が高かった。

　──どうしてその可能性に気付かなかった。

　アクアスティードはすぐに執務を終わらせ、自室へと戻った。




「ああもう。一人で考えるよりも、ティアラローズ様のところにいればいいのに。アクアスティード様は本当、かっこつけですねぇ」

　飲み干されたティーカップを片付けながら、エリオットは「世話の焼ける主人だ」と笑う。

「そもそも、アクアスティード様はあんなに強いのに弱いと悩なやんでいたら……私なんて、虫けら以下じゃないですか」

　どれだけ強くなるつもりなんですかとは、さすがに言わなかったけれど。

　この国の未来が安あん泰たいであるということだけは、はっきりとわかった。
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　もっと眠ねむっていたいと思っても──朝は平等にやってくる。

　ベッドの中から、ぼんやりと着き替かえるアクアスティードを見つめるティアラローズ。

　遅く帰ってきた旦だん那な様を待っていたのはいいけれど、いつも通りに起きるのは少しばかり辛つらかった。アクアスティードも寝ね不ぶ足そくのはずなのに、その表情はいつもと変わりない。




　──アクア様、疲れてないのかしら？

　自分は睡すい眠みん時間が少なかっただけで、こんなにも眠たいのに。問いかければきっと、鍛きたえているからと何でもないように告げるのだろう。

「そうだ、ティアラ」

「はい？」

　あくびをしながらもベッドから抜け出したティアラローズに、「今夜なんだけど……」と渋しぶい表情を作る。

「どうかしましたか？」

　アクアスティードのタイを結びながら、首を傾げる。もしかして今日も帰りが遅くなってしまうのだろうかと、心配してしまう。

　手を伸ばしてアクアスティードの髪を優しく撫でて、「あまり無理はなさらないでくださいね」と告げる。

「ありがとう、ティアラ。実は、父上から夕食を一緒にとるよう言われていてね。なんでも、私に話があるらしい」

「そうだったんですか……」

　極力二人で夕食をとっているが、毎日というわけではない。仕事の都合上、こんな風に別々ということもある。ティアラローズは素直に頷き、了りよう承しようした。
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　王太子であるアクアスティードの父親──ソティリス・マリンフォレスト。

　マリンフォレストの国王ではあるが、妖精王から祝福を得てはいない。空と海の妖精に祝福されてはいるけれど。

　しかしそれでも、この国の王として〝知っている〟ことはあるのだ。




　夕食の席に招かれたアクアスティードは、早めに執務を切り上げて国王の下へ向かった。

　厚いカーテンが外からの光をシャットアウトし、部屋の中に灯ともる光はシャンデリアのみ。広い室内の中央に、似つかわしくないような小さなテーブル。

　温かな料理はすでに配はい膳ぜんされていた。

　そして何より──人ひと払ばらいがされていて、給きゆう仕じはおろか側近もいない。

　今までにない異様な光景を目の当たりにし、アクアスティードは顔をしかめる。

　──いったい何の話があるという？

　これじゃあまるで、内密な話でもするみたいだ。

　──いや、するのか。

「突然ですまないな、アクア」

「……いえ。何かありましたか？」

　席に着くと、国王のソティリスが自らワインを注ぐ。

　それをじっと眺めていると、ふいにソティリスの視線がアクアスティードの左手へ移る。一本一本指を見ているようだが、アクアスティードの手に装飾品は何もない。

「私の手がどうかしましたか？」

　剣けんを持つため、アクアスティードは普段から装飾の類たぐいを手に付けない。

「空と海の妖精王に祝福されたお前ならばと、思ったのだ」

　静かに告げられたソティリスの言葉に、アクアスティードは何を言いたいのか理解出来ない。じっと見つめたまま、次の言葉を待つ。

「王家には、代々語かたり継つがれているものがあってな。王だけが知るべきもので、書物への記き載さいはもちろん──王妃すら、知り得ない」

「…………！」

　真しん剣けんみを帯びた父親の瞳だけで、今からされる話が重大事であるとアクアスティードは理解する。

　いったいどんな逸いつ話わを聞かされるのか、なんて──微み塵じんも思わない。

　たとえ父が妖精王の祝福を得ていないとしても国王であることに、変わりはないのだ。逸話程度の話だなんて、思いはしない。

　──けれど。

「私はまだ、国王ではありません。いいのですか？」

「妖精の王に愛されたお前が、王になれぬはずがないであろう」

　己が成し得なかったことを、息子がするというのはとても誇り高いとソティリスは胸を張ってみせた。

「次代の王に相応しいと思ったとき、告げるのだ。私はお前ならば、よき王になると確信している。だから今、お前に話そうと思ったのだ」

「父上……」

　普段、こういった話をあまりしてはこなかった。ソティリスの言葉がアクアスティードに深くしみ込んでいく。

　認められたことの嬉しさと、同じようにかかる責任への圧。ソティリスの期待に応えられる王にならなければと、アクアスティードは静かに思う。

「お前にとっては、唐とう突とつな話になる。私も、先代の国王であった父からいきなり聞かされたときはひどく驚いたものだ。それと同時に、自分が妖精王に祝福されていないことを、嘆なげいた」

　その言葉に、息を吞む。

　自分は妖精王であるクレイルに、幼いころから祝福されていた。

　──だが、私は父上をみっともないとは思わない。

　そして自分も誇りを持って、この国の王太子という地位にいるのだ。ソティリスには悪いが、今後はもっとこの大国を豊かにしていきたいと思っている。

「この話は、次代の王に受け継がれる。お前も、次の王になる人物を見極められたときに話すんだ」

　そう告げながらも、ソティリスは「お前の子供だろうがな」と言って笑う。




「妖精王の三つの指輪をそろえると、初めて王として認められると言われている」

「指輪、ですか？」

「ああ。国のさらなる発展を約束するもの……だそうだ。聖なる祈いのりよりも、さらに強いとされているが……」

　──ああ、だから父上は私の指を見たのか。

　結婚するときにティアラローズに贈おくった以外、アクアスティードは指輪となんの接点もない。ソティリスの言う指輪にだって、もちろん心当たりはない。

　──しかし、聖なる祈りよりも……とは。

　もしこの情報がどこかにもれたら、他国と戦争に発展してしまうのではないかとすら思う。それほどまでに、聖なる祈りは強力だからだ。

　──ほしい、な。

　その指輪があればきっと、今よりずっとティアラローズを守ることが出来るだろう。王太子としても、一人の男としても。

「ただ、今までその指輪を手に入れた王はいないそうだ」

「誰一人として、ですか？」

　アクアスティードが問いかけると、ソティリスは静かに頷いた。

　指輪を手に入れた記録がないというのに、どうしてこの話が受け継がれている？　と、アクアスティードは思案する。

　誰かの作った作り話という可能性だって、あるかもしれない。

　怪け訝げんそうにしているアクアスティードを見て、ソティリスは「信じられないか？」と口を開く。信じたいが、すぐに信じられる要素がない。

「その指輪が本当にあるという証しよう拠こが、どこにもないではないですか」

「ああ、その通りだ」

　アクアスティードの言葉を肯こう定ていしながらも、ソティリスは「しかし」と言葉を続ける。

「妖精王から直接、指輪のことを聞いた王はいたそうだ」

「……なるほど」

　確かに妖精王自みずからが、指輪があるのだと告げたのならば信しん頼らい出来る情報だろう。たとえ、これまでに誰一人としてその指輪を手にしていなくとも。

　クレイルに聞けば何か情報を得られるかもしれないと、考える。パールにも祝福されているが、深い海の底で眠りについているため接せつ触しよくは不可能だ。

「しかし本当の王は──自らが望む力を持った指輪を創れるとされている」

「それが妖精王、ですか……」

　アクアスティードの問いに、ソティリスは頷く。

「そのように思っているが、私も正確には把握出来ていないのだ。アクアスティード……お前ならば、いつかその真実に辿り着いてくれると私は思っている」

「そう言われては、応えないわけにはいきませんね」

　それぞれの自然を統すべる妖精の王に相応しい力だなと、アクアスティードは思う。

　──本当の王の力、か。

　それがどういったものであるかという詳しよう細さいは、ソティリスもわからないという。細々と言い伝えられてきたことがらゆえに、途と中ちゆうで正確さがなくなってしまったのだろう。

　──その指輪を、私は手に入れることが出来るのだろうか。

　二人の妖精王に祝福されているが、キースがアクアスティードを祝福する図──というのは、残念ながら想像が出来ないけれど。

　まだ、空の妖精王であるクレイルがティアラローズを祝福するという方がしっくりくるだろう。

「その指輪を手に入れるための条件などは、ないのですか？」

「妖精王の寵ちよう愛あいを、とは思うが──なにせ、祝福された王ですら指輪を手に入れられなかったんだ」

　誰も知りはしないと、ソティリスは力なく告げる。

「わかりました。話してくださってありがとうございます。……さあ、冷めてしまうからいただきましょう」

「そうだな」

　静かな室内で、二人は静かに食事をとる。それぞれが何かを思案し、この国のために何が出来るのだろうかと考え──そして。




　──もし、この話が本当だとしたら。

　アクアスティードの脳裏に、一つの考えが浮かんだ。
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　こっそり出かけたことをアクアスティードに叱しかられ、大好きなスイーツを禁止にされてしまったティアラローズだけれども──。

　妖よう精せい王の隠かくしステージは、どうしても気になってしまう。入いり江えの奥おくにある珊さん瑚ごの隠し通路に行き、何があるのか見てみたい。

　そんな欲求は、日々ティアラローズの中で膨ふくらんでいく。




「でもアクア様に叱られてしまうし……でも行きたい、でも叱られて……うぅ、どうしよう」

　自室のソファにころんと寝ね転ころがるようにして、ため息をつく。

　フィリーネがいたら行ぎよう儀ぎが悪いと叱られてしまうけれど、今は幸い自室に一人。気にせず寝転がりながら、さてどうしようかと考える。

　そしてふと、頭がクリアになる。

「やっぱり行かないと駄だ目めだ……！」

　ばっとソファから体を起こして、どうしてこんな肝かん心じんなことに気付かなかったのだろうとティアラローズはうなだれる。

　妖精王の隠しステージに行かなければならないことに、気付いてしまったのだ。

　──本来なら、アイシラ様が行くべき場所。

「アクア様と結けつ婚こんして、そこにヒロインがいくとしたら……やっぱり妖精王の指輪は、この国をより豊かにするために必要なんだと思う」

　しかし、ヒロインであるアイシラは妖精王の祝福を得ていない。つまり、本来行くべきはずのアイシラが行けないのだ。

　この国の未来にとって、大事な何かがあるかもしれない。なにせ、妖精王の隠しステージという一大イベントだ。

　その可能性があるのならば、妖精王の隠しステージに行き指輪を手に入れるべきだろう。

　けれど、悪役令れい嬢じようである自分が指輪を手にするわけにはいかない。アイシラが得られないのだから、得るべきに相応ふさわしいのは一人。

「もし妖精王の隠しステージがこの国に必要なものだったら、アクア様に行ってもらえばいい」

　自分が行くよりも、王太子であるアクアスティードが行くべきだとティアラローズは考える。ただ、問題はなぜティアラローズがそんな場所を知っているか……ということを説明しなければいけない点だろうか。

　とりあえず、そのときがきたら考えればいいかと結論付ける。

「問題は、どうやってお城を抜ぬけ出だして妖精王の隠しステージに行くか……よね」

　前回ティアラローズがこっそり抜け出してしまったため、さりげなく護ご衛えいが増やされたということは知っている。

　出かけたいと素す直なおに告げることも出来ない。

　悪役令嬢であるティアラローズが、大々的に隠しステージをプレイするわけにはいかないのだから。

　もしそれで、本来あるべきゲームのシナリオがおかしくなってしまっては申し訳ない。……もうすでに、かなりおかしくなってしまってはいるけれど。




　──それに、わたくし以外にゲームを知っている人間がいる。

　あの執しつ事じ、レヴィは間ま違ちがいなくこの乙女おとめゲームのことを知っているはずだ。あまり話をすることは出来なかったから、詳しよう細さいはわからないままだけど。

「それから、オリヴィア様」

　情報を集めようとして、懇こん意いにしている令嬢たちに話を振ふってみたけれど……残念ながら収しゆう穫かくはなかった。

　──あまり交友関係が広くないみたいね。

　かといって、ティアラローズは独自に調査を頼める部下もいない。

「夜はアクア様がいるから、抜け出せない。かといって、昼間はフィリーネやタルモがいるし……」

　それに何より、妖精王の隠しステージに行き、どれくらいで帰ってこられるのかがわからない。アリバイを作ることも出来ないし、詰つんでいるんじゃないかと考える。

　さて、どうしたものかと考えているとバルコニーの窓をコンコンと叩たたく音がした。

「……？」

　いったい何事と、自室の窓をじっと見やる。外には見回りの騎き士しがいるはずだから、不ふ審しん者がここまで入って来ることは考えられない。

　──もしかして、アクア様？

　以前、まだ結婚をする前……ラピスラズリの自室のバルコニーへやってきたアクアスティードのことを思い出す。そのときは話をして終わった。

　でも、今は別に忍しのんで来る理由がない。どうしたのだろうとカーテンを開けて様子を窺うかがうと、そこには不ふ機き嫌げんそうなレヴィが立っていた。

「きゃっ！」

　え、え、え、なんで続編悪役令嬢の執事がこんなところにいるの？

　王太子の妃きさきであるティアラローズの部屋のバルコニーに、容易たやすく辿たどり着つけるはずがない。

　思わず声をあげると、レヴィは指を口元に持ってきて静かにと意思表示する。

「どうしてこんなところにいるの、レヴィ……」

「ちょっと王城の隠し通路を拝借して」

「え、それって国家機き密みつでしょう!?」

　にこりと笑え顔がおを作るレヴィは、さも知っていて当然というような態度をとる。ゲームの内容を知っているのであれば、確かに隠し通路を知っていても不思議ではない。

　──ああもう、何なのこの執事は。

　何をしにきたのかと訝いぶかしんでいると、レヴィは「早く指輪を手に入れましょう」と言い放った。

「…………」

　──オリヴィア様のために？

　ティアラローズが返事をせずにいると、レヴィは無ぶ遠えん慮りよにティアラローズの部屋へと入ってくる。

「ちょ、あなた……！　勝手に部屋へ入らないでちょうだい！」

「今はちょうど、午後の二時ですね」

　懐かい中ちゆう時ど計けいを確かく認にんしながら、「いけそうですね」とレヴィが呟つぶやく。

　いったい何がいけそうなのかまったく知りたくないティアラローズだが、ここで言ういけそうとはそれしかないだろう。

　そう──。

　王城を抜け出して、海の妖精王の隠しステージに行くということ。

「どうして指輪が必要なの？　……レヴィ、あなたには必要のないものでしょう？」

　指輪を必要とするのならば、ヒロインであるアイシラかこの国の王族。悪役令嬢であるオリヴィアにも、レヴィにも、それは必要ないはずだ。

「わたくしは、アクアスティード殿でん下かの妃よ。この間の偶ぐう然ぜんとは違ちがうもの、あなたについていくことはないわ」

「ティアラローズ様……」

　表情を変えることなく、レヴィが拳こぶしをきつく握にぎりしめる。

　それを見ながらも、していいことといけないことはあるのだと頭が痛くなる。たとえ正当な理由があったとしても、ティアラローズの部屋に侵しん入にゆうしていいわけがない。

　──隠しステージには行きたいけれど。

「ここから出ていきなさい、レヴィ。でなければ、わたくしも騎士を呼ぶわ」

「…………」

　ティアラローズの言葉を聞き、レヴィは目を閉じる。ゆっくり思案するように、その手が自身の口元をなぞる。

「ラピスラズリの悪役令嬢ならば、私の話に乗ってくれると思ったんですが……」

　ひどく残念そうな、レヴィの声。

　ゲームが好きだから、ほいほいついていくと思われたのだろう。それに対して怒いかりがこみ上げるけれど、アカリならば絶対についていきそうだとうっかり思ってしまった。

「……わたくしは、そんなに甘あまくないのよ」

　自分のことも、アクアスティードのことも、何よりこの国のことも……しっかり考えて行動しなければいけない立場なのだ。

「あなたの本当の目的は、何？」

　ティアラローズの問いかけに、レヴィは観念したのか息をつく。そしてまっすぐティアラローズを見つめて、「オリヴィアのためです」と告げた。

「オリヴィア様の？」

「はい。オリヴィアは、囚とらわれているのです。私はもう、何日もオリヴィアに会っていません。こんな生活はもう、耐たえられない……！」

「え……っ」

　今まで端正な表情で立っていたレヴィが、崩くずれ落おちる。

「オリヴィアを助けるためには、妖精王の指輪が必要なのです！　どうしても!!」

　先ほどまでと打って変わり、声を荒あららげるレヴィに焦あせる。こちらが素の性格なのかと思いながらレヴィを見ていると、その赤い瞳ひとみがくわっと開く。

「ティアラローズ様は、もしアクアスティード殿下が囚われたらどうするのですか？　私は、オリヴィアをお助けしたい……っ！」

「そ、そんなのわたくしだって助けるに決まっているわ！」

　──そうか、レヴィもなりふり構ってはいられない状じよう況きようなんだ。

　囚われているらしいオリヴィアをアクアスティードに置おき換かえれば、ティアラローズだって手段は選ばないだろう。

　そう思うと、レヴィの気持ちが痛いほどわかる。

　冷静沈ちん着ちやくな執事が、主人である令嬢を求めて必死になっているのだ。

　オリヴィアは、アリアーデル公こう爵しやく家の令嬢だ。助け出すための協力であれば、した方がいい。

　──それに、もしかしたら。

　囚われた悪役令嬢というシチュエーションは、バッドエンドを想像させられる。もしそうであれば、救いたい。

　──バッドエンドになるところを、アクア様に救ってもらったわたくしのように。

　もしかしたら、この執事が出てきたせいでイレギュラーな事態になっている可能性もある。何か大きくシナリオに変へん更こうがあるかもしれない。

　最悪、アクアスティードに危険が及およぶことだって──……。

　──ここは、協力関係を作った方がよさそうね。

　言い訳のようになってしまったけれど、オリヴィアに恋こい焦こがれているレヴィを放っておくことは出来そうにない。

「……わかったわ、行きましょう」

「さすが悪役令嬢として、オリヴィアの先せん輩ぱいでいらっしゃいます。よかった。ありがとうございます、一生感謝し続けます」

「いえ、そこまでの感謝はいらないわ……」

　悪役令嬢の先輩と言われても困ってしまうけれど、ティアラローズも腹をくくる。

　今、この国で何かが起こっているのであればそれを突つき止とめたい。ゲームとして進んでいるらしいこの現状が、いったい何を引き起こすのか。

　このゲームの終着点、つまりエンディングは──いったいどうなるのだろう。




　レヴィは、白い手て袋ぶくろをはめた手でゆっくり何かを探すように部屋の壁かべを辿っていく。

　──もしかして、この部屋にさらに隠し通路があるの？

　王太子妃の部屋なのだから、あるだろうとはティアラローズも思う。案の定、レヴィが「ここですね」と言ってくるりと壁を回転させた。

「……驚おどろいた。こんな仕し掛かけが、ここにあったなんて」

「王族の避ひ難なん経路です。ここから城を抜け出して、海の妖精王の指輪を手に入れましょう。でないと、私はそろそろオリヴィア欠けつ乏ぼう症しようになって死にます」

　確定事じ項こうのようにレヴィの死亡を告げられ、重じゆう症しよう加減にあきれてしまう。けれど、悪役令嬢であるオリヴィアに……そこまで大切に想おもってくれる人がいることに安心する。

「部屋には、内うち鍵かぎをかけておけばよろしいでしょう。何食わぬ顔で、戻もどって来てから寝ていたと告げればいいのです」




　口元を弧こに描えがきながら告げるレヴィに、ティアラローズは頷うなずいた。
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　入り江にある珊瑚に触ふれて、ティアラローズは海の妖精王パールの隠しステージへと足を踏ふみ入いれる。

　レヴィは外で待機し、ティアラローズが隠しステージから帰ってくるところを目もく撃げきされないように段取りをする予定だ。

　王族すら知らない場所を、偶然通りかかった──たとえばアイシラなどに、うっかり知られるわけにはいかない。

　妖精王の隠しステージは、海底洞どう窟くつのような作りになっていた。

　ひんやりして湿しめってはいるけれど、その壁に生える珊瑚は淡あわい光を発していて明かりの代わりになっている。

　暗くなかったことに安あん堵どしながらも、ゆっくり先へ進む。




「こんなに一人で行動をするようになるなんて、思ってもいなかったわ」

　むしろ、まだゲームに関われているということが奇き跡せきにすら感じられる。

　自分がアクアスティードと結婚した時点で終わりを迎むかえた気分だったけれど、そもそもこのゲームのヒロインはアイシラだ。彼かの女じよが幸せになっていないのに、ゲームがエンディングになっているわけがない。

「……アクア様に黙だまって来てしまったのは、やっぱりよくなかったかもしれない」

　前回怒おこっていたアクアスティードの顔が、ティアラローズの脳のう裏りに浮うかぶ。つきんと胸が痛んだような気がするけれど、もう来てしまった。

　秘密の通路を使っているとはいえ、スペアの鍵で部屋を開けられてしまえばティアラローズの不在はいとも簡単に発覚してしまう。

「せめて、オリヴィア様をお助けしたい……」

　同じ悪役令嬢として、そして何より同郷であるならば──死ぬようなことには、なってほしくないのだ。

「でも、きっとアカリ様に比べたらわたくしは控ひかえめよね」

　勝手に妖精王の隠しステージに来ている時点で、アクアスティードにしてみれば控えめどころかおてんば姫ひめであるのだが、残念ながらここに突っ込み役は不在だ。

　自分はアカリに比べて控えめだと思い込んでしまえば、気持ちは少し軽くなった。




　しばらく歩いていると、洞窟のようだった壁すべてが珊瑚へと姿を変えた。驚くのも束つかの間ま、その珊瑚に護まもられているかのように扉とびらが姿を現した。

　しんと、物音ひとつないこの空間に──悪役令嬢である自分が存在しているのはなんだか異質だと思う。

　ひっそり存在する扉は、金色の装そう飾しよくが施された荘そう厳ごんなものだった。魚が象かたどられていて、ティアラローズの気持ちをより高ぶらせていく。

　隠しステージに入る資格は持っているのだからと、ティアラローズはその扉に手をかけゆっくりと開く。

「……パール様の、隠しステージ」

　こんな短期間で辿り着けるとは、思ってもみなかった。
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「あっちゃぁ……」

　アクアスティードが席を外している執しつ務む室で、エリオットは一人頭を抱かかえていた。

　優ゆう秀しゆうな側近は、諜ちよう報ほう活動を得意とする。気を付けていたつもりではあったのだけれど、ティアラローズが自室からいなくなっていたことに──今、気付いた。

　これで優秀とは笑ってしまう。

「城の中に気配がない？　もしかして……また抜け出した？」

　アクアスティードに無断で抜け出したいほどの何かが、あの奥おく方がたにあるのだろうかとエリオットは首を傾かしげる。この国を、妖精のことを知りたいのならば、ティアラローズは森の妖精に直接聞くことが出来るのに。

　別にこっそり抜け出さなくとも、毎日のように妖精たちは遊びに来るのだ。

「それとも、ほかに何か秘密がある？」

　ティアラローズが何を考えているのか、わからない。

「……何か調べたいことがあるのだろうか」

　王族のみ立ち入りが許された書庫などはあるけれど、ティアラローズはその存在を知らないはずだ。

　であれば、別ルートからティアラローズが何かの情報を得ている……ということになる。

「とりあえずアクアスティード様に報告、か」

　絶対に不機嫌になることは分かり切っているが、教えないと不機嫌どころの話ではないだろう。

　ついでに馬を用意し、すぐにでも城から出られるように準備を整える。

　もちろん、この後に予定していたアクアスティードのスケジュールはすべてキャンセルすることも忘れない。

　ああ、どうか無事でいてくださいと──エリオットは行方ゆくえをくらませたティアラローズに祈いのることしか出来なかった。
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　扉を開けた先に広がったのは、水のない海だった。

　溺おぼれてしまうのではと、ティアラローズは思わず手で口を覆おおったけれど問題なく呼吸することが出来た。すぐ横をひらひらした尾おひれを持つ魚が泳ぎ、頰ほおをくすぐっていく。




「すごい……海、というか、水がないのに魚が泳いでる」

　空中を泳ぐことが出来ただろうかと、首を傾げる。そしてすぐに、そんなことは出来る訳がないと自分で否定する。

　──ここは、海の妖精王であるパール様の特別な場所なんだわ。

　ほかの場所では、魚は空を泳いではいなかった。海水で優ゆう雅がに泳ぐ魚しか目にしていなかったから、こんなことが出来るとは思ってもみなかったのだ。

　可か憐れんに泳ぐ魚を見ながら、ティアラローズは部屋の中をゆっくりと見回す。

　美しい壁は、浜はまの砂と同じ綺き麗れいな白色。ところどころに貝が埋うまっていて、砂浜を連想させる。一定間かん隔かくで付けられているランプは珊瑚で作られており、淡く光り辺りを照らす。

　アイボリーの大理石の上に敷しかれているのは、深い青色のカーペット。金色の糸で丁てい寧ねいに刺し繡しゆうがされていて、目にしたティアラローズを楽しませる。

　そして、その先にあるもの──は。

「……あそこに、妖精王の指輪がある？」

　ティアラローズの視線は、部屋の最さい奥おうに向けられた。

　がらんとしたこの場所にある、たった一つの台座。細長いの台の上には、レースがあしらわれたリングピロー。

　──見るだけなら、とりあえず大だい丈じよう夫ぶよね？

　ゆっくり歩を進めて、ティアラローズは台座の前へと辿り着いた。きらきら光る指輪は、美しい──と、一言では表せないほど。

　薄うすく青みがかったプラチナに、真しん珠じゆが一つ。その中を覗のぞき込こむと、こぽぽと空気が生まれていて、特とく殊しゆで貴重なものだということがわかる。

「これが、妖精王の指輪……」

　妖精王という名に相応しいと、ティアラローズは思う。

　もし自分がヒロインであれば、きっとすぐ手を伸のばしていただろう。悪役令嬢である自分では、指輪を手にすることが出来ても所有するにはあまり相応しいとは言えない。

　──次期国王のアクア様なら、相応しいけれど。

　これを手に入れることの出来るヒロイン──アイシラがとても羨うらやましい。あまりの美しさに、何時間でも見ていられるのではないかと思う。




　──この指輪があれば、囚われたオリヴィア様が助かる。

　詳細はわからないけれど、レヴィの様子からは噓うそを言っているようには思えない。

「この指輪を付けると、どうなるんだろう？」

『パール様のいとし子がここにくるのは、初めてやのう』

『指輪の効果を知らず、来たのかい？』

「え……？」

　ふいに聞こえた声に、ティアラローズはびくりと体を震ふるわせる。

　だって、ここには自分以外誰だれもいなかったはずだから。

　すぐに辺りを見回すが、人の姿はない。何が起きているのだろうと嫌いやな汗あせが背中を伝い──ハッとする。この部屋にいるのは、ティアラローズ以外に二匹ひきの魚だけだ。

　──もしかして、魚が言葉を喋しやべった？

　妖精という存在がいるのだから、魚が空を飛んで喋っていてもまあ──不思議ではない。きっと。

「わたくしは、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストと申します」

　ティアラローズは一歩下がり、二匹の魚に礼をする。

『マリンフォレスト！　ああ、もしかしてこの国の王かえ？』

『パール様が祝福を贈おくったのだから、ただの子というわけがあるわけない』

「い、いえ！　わたくしは王ではございません!!」

　とんでもない誤ご解かいをされ、ティアラローズは慌あわてて首を横に振る。自分がこの国の王など、ありえない。

　王太子であるアクアスティードの妃だと告げると、魚たちはなるほどと頷いた。

　尾ひれをひらりとさせ、『最近の情報には疎うとくてね』と告げられる。

『我々はここから出ないし、情報も得ない。ここ数百年のことは、何も知らない』

「そうだったんですか……」

　古いマリンフォレストしか知らないと言い、今はどうかと魚が問いかける。

「わたくしは残念ながら昔のマリンフォレストを存じませんが、とても美しい国だと胸を張って言えます。国民も穏おだやかで、とても平和です」

『おお、そうかそうか。それはいいねぇ』

『ここが綺麗な国なのは、嬉うれしい』

　楽しそうに泳ぐ魚は、ひとしきり喜んだあと怪け訝げんな表情を作る。

『なら、どうしてここへ来た？』

「え？」

『ここは、パール様の指輪がある部屋。ティアラローズ、あなたはどうして指輪を求め、ここへ来た？』

「……っ！」

　真しん剣けんみを帯びた魚たちの声に、まさか妖精王の隠しステージが気になったから見に来ただけなんですてへ☆　とは、さすがに言えない。言えるわけがない。

　オリヴィアを助けるという理由はあるけれど、指輪をどういった風に使いオリヴィアを助けるかはティアラローズも知らない。

　さてどうしようと、ティアラローズは困ったように微笑ほほえむ。

『ああ、わかった』

『うん？』

『今の王を殺し、自らが国王になろうとしているのではないか？』

『ああ、そういうことかえ』

「違いますっ!!」

　間違ってもそんなことは考えないし、したいとも思わない。

「陛へい下かは隣りん国ごくから嫁とついできたわたくしに、とてもよくしてくださっています。そのようなことは、決して考えてはいません……！」

　いずれ王となるであろう夫を支えたいと、ティアラローズは必死に伝える。

『なんじゃ、つまらんの』

『面おも白しろい魂たましいをしているから、それくらいのことをやってのけると思ったのに』

　くすくすと笑う魚たちに、ティアラローズはため息をつく。

　誰かを殺すくらいならば自分が死んだ方がましだと思うけれど、きっと自分が本来の悪役令嬢だったならば──また、違ったのかもしれない。

　そして魚の告げた言葉に、首を傾げる。

「……面白い、魂？」

『普ふ通つうの人間とは違う、なにか混ざった感じかの』

「…………」

　きっと前世の記憶があるから、そのことだろうとティアラローズは考える。それ以外は変わったところも特にないので、あまり深く聞くのは得策ではないだろう。

　なにより、自分で墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうだとティアラローズは思った。

『自分でわかっているようだの。己おのれが特殊であると』

「多少、ですが……」

『それを言うつもりはない、か』

　魚の言葉に、ティアラローズは返事の代わりに微笑みを返す。

『ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストと言ったか』

「はい」

『おぬし、この指輪を付けるとええ』

　魚の尾ひれが、ゆっくりと指輪の真珠をなぞる。

　そして魚の言葉に、ティアラローズは目を見開く。まさか、ヒロインでない自分が持っていっていいと言われるとは思ってもみなかったのだ。

　じっと、不思議な真珠のあしらわれた指輪を見る。

　少し小さめのサイズは、おそらくピンキーリングなのだろう。女性であるパールらしいと、ティアラローズは思う。

　──どうしたら、いい？

　オリヴィアのためとするのであれば、指にはめずに持っていくのがいい。しかし、それをせずに持ち帰るだけはきっとこの魚たちが許しはしないだろう。

　けれど、この指輪を自分が付けてしまったらアイシラが付けられなくなってしまう。それはあまりよろしくないのでは……とも思う。

　じっと指輪を見つめたまま動かないティアラローズを、魚が促うながす。

『今、ここで付けるとええ』

『パール様のいとし子であるおぬしには、その資格がある』

「……資格が、わたくしに？」

　悪役令嬢なのに？

　でも、確かに妖精王に祝福された時点で有資格者となる。であれば、ティアラローズが指輪を手に入れたとしても何ら問題はないのかもしれない。

「パール様の指輪……」

　ティアラローズは意を決し、そっと指輪に手を伸ばす。

　指先が触れると、ぞわりとした感覚に襲おそわれる。まるで体中の血液が沸ふつ騰とうしてしまったのではないかと、自分の体をぎゅっと抱だきしめた。

「……っ、はぁっ、は」

　──はめてすらないのに、なんて力。

　改めて王という存在の大きさに、ティアラローズは震える。

　両の手で指輪を取り、ティアラローズはそれをそっと左手の小指にはめる。

　じんわりと指輪から熱が広がって、それが体中に巡めぐっていくのがわかる。まるで、この指輪に自分の体が作つくり替かえられてしまったかのようだ。

『ふむ、指輪に受け入れられたか。ええ、ええ』

「……？」

『そうよのぉ……その指輪がおぬしに馴な染じむには、一日ほどかの？』

『ああ、それくらいだろう。一日経たたないと、その指輪を外してはいけない』

　どうしてそんな重要なことを、指輪をはめたあとに言うのだとティアラローズは焦あせる。しかし、それならば指輪を外さなければいいだけだ。

　了りよう承しようの返事をしようとすると、先ほどティアラローズが入ってきた扉がバンと音を立てて開いた。




「ティアラ！」




「え!?　あ、あ、あ、あ、あ、アクア様!!　どうしてここに！」

「それは私の台詞せりふだ！」

　息を切らしたアクアスティードが、ティアラローズの前に立つ。エリオットの情報を元に、ここへ辿り着いたのだ。

　海の妖精王に祝福された者しか入れない通路だったが、幸いなことにアクアスティードは祝福を得ているため入る資格がある。

「……ここは？　というか、ティアラ、その指輪は？」

　ひぃっ！

　息を整えてからにっこりと微笑むアクアスティードに、ティアラローズは汗だらだらだ。隠し通路を抜けてきたはずなのに、どうしてこの場所がばれてしまったのだろうか。

　自分の左手をぎゅっと包むようにしながら、海の妖精王の指輪であることを告げる。すると、台座のところにいた魚が声をあげる。

『ほおおぉぉ、おぬしが次期国王かえ』

「魚……？」

『ここはパール様のいとし子しか来こられぬ場所。まさか一人ではなく、二人も祝福を授さずかっていたとは驚きじゃな』

　アクアスティードの周りをくるくる泳ぎながら、魚はけらけらと笑うように言う。

『ティアラローズの持つ指輪は、パール様の指輪。くれぐれも、大事にするのだぞ』

『もう我々が話すことはない。行くがいい、いとし子たち』

「あ、ありがとうございます……！」

　ひゅおっと一いち陣じんの風が吹ふき、早く出ていけと言わんばかりにティアラローズとアクアスティードの背を押おす。その反動で、ティアラローズとアクアスティードは扉の外へと出る。

　魚の尾ひれがひらりと揺ゆれ、それと同時に扉がしまっていく。




　ティアラローズは深々と頭を下げ、ここへ来ることが出来たことに感謝した。







　妖精王の隠しステージに来て、とてもわくわくして、心が躍おどったのに──帰り道は、もう、どうしたらいいかわからないほど怖こわい。

　ティアラローズの隣となりには、いい笑顔のアクアスティード。

　機嫌が悪いのは間違いないが、どう機嫌を直せばいいのかわからない。

　約束したのに、レヴィにそそのかされるように王城の隠し通路から抜け出してしまったのはティアラローズだ。

　長い沈ちん黙もくのあと、それを破ったのはアクアスティードだった。

「ティアラは、ここに妖精王の指輪があることを知っていたの？」

「……っ！」

　答えは、イエスだ。

　自国の王族が知り得ない情報を知り得ている、隣国の令嬢……なんて。今は妃だろうと、普通に考えたらそんなことはありえない。

　けれど、隠し続けることもきっと難しいとティアラローズは思う。

「……アカリ様に、教えていただきました」

「アカリ嬢じように？　どうして彼女がそんなことを知って──ああ、聖なる祈りの力か」

「…………」

　アクアスティードが都合よく解かい釈しやくしてくれたので、ティアラローズは笑えみを絶やさずに前を見ることにした。

　ヒロインの持つ聖なる祈りの力は絶大で、いるだけで国が平和になり豊ほう穣じようを約束させるというものだ。

「確かに、ティアラはアカリ嬢と仲がいい。でも、何かあれば私にも教えてほしかった」

「ごめんなさい、アクア様。……もう、勝手はいたしません」

「そうして。いくつ心臓があっても、足りそうにない」

　ぐっとティアラローズの肩かたを引きよせ、アクアスティードが抱きしめる。

「別に、黙っていたことに対して怒っていたわけじゃない。ただ、ティアラに信しん頼らいされていないのかと……そう思ってね。私はそんなにも、頼たよりない？」

「そんなこと、ありません……っ！」

　すぐに否定の声をあげる。

　心配したのだと言いながら、アクアスティードはティアラローズに触れていく。髪かみに、頰に、肩に、背中に。首筋に鼻先をうずめて、アクアスティードはくすりと笑う。

「ティアラから、潮の香かおりがする」

　なんだか不思議だと、そう言いながら優やさしく口づける。

「ん……。アクア様も、潮の香りがします。ここは、パール様の力で満ちていますから」

「そうだね。こんな場所があったなんて、知らなかった。さあ、出口だ。城に戻ったらたっぷり聞きたいことがあるから、今日は寝られない覚かく悟ごをしてて」

「…………はい」

　少し前の甘かった雰ふん囲い気きはどこにいってしまったのか、アクアスティードの黒い雰囲気にティアラローズはただただ頷くしかなかった。




　──そういえば、レヴィはどうしたのかしら。

　入り口で待っていてくれるはずだったけれど、アクアスティードが来たということはいないかもしれない。見つかってしまったという可能性もあるけれど、あの執事がそんなへまをするとは思えなかった。

「エリオットが入り口で待っているから」

「はい」

　見えた出口を指さしながら、アクアスティードは早く城へ帰ろうと言う。ティアラローズも苦く笑しようしつつ頷いて、レヴィには申し訳ないけれど今日はこのまま帰ろうと決める。

「早くフィリーネに紅茶を淹いれてもらいたいです」

「ああ、ゆっくりし──!?」

　アクアスティードがティアラローズの手を引きながら外へ出ると、倒たおれているエリオットの姿が目に映った。




　いったい何があったのかと、アクアスティードはティアラローズを背に庇かばいながら周囲を見み渡わたす。

　だが、周りには誰もいないし、何もない。

　辺りは日が落ち始め、少し暗い。

　夜目が効ききにくいわけではないが──エリオットを気絶させた犯人が分からない今は、あまり長引かせるのは得策でないとアクアスティードは考える。

「アクア様！」

「大丈夫。ティアラは私の後ろから出ないように──ッ！」

　瞬しゆん間かん、真横から重い一いち撃げきがアクアスティードに襲いかかる。

　とっさに腰こしの剣けんを摑つかみ、攻こう撃げきをその鞘さやごと受け止めた。手がじんと痺しびれてしまったが、それに構っている余よ裕ゆうは残念ながら──ない。

「思っていたよりも、動きがいいですね」

「レヴィ!?」

　反射的にティアラローズが声をあげるが、レヴィはそれを気にも留とめない。

　アクアスティードに一撃を加えた反動で宙を跳とび、レヴィはそのまま静かに着地する。きっちりと執事服を身に着けた男が、口元に弧を描いて目の前に立った。

　レヴィを睨にらみつけながら、アクアスティードは剣を抜く。乱れた呼吸を整え、相手の武器を確認するがその手には何も持たれていない。

　──魔ま法ほう？

　しかし、そんな気配はなかった。何かからくりでもあるのだろうかと、アクアスティードは考える。

「いただきますよ、それ」

　レヴィの視線が、ティアラローズの左手にはまる指輪へと向けられる。

「狙ねらいは──ティアラ、か」

　させるわけがない。

　アクアスティードは地面を蹴けり、一気にレヴィとの距きよ離りを詰める。相手が武器を持っていないのであれば、接近戦に持ち込んでしまうのがいいと判断したからだ。

　剣を振るうが、レヴィはそれを難なく躱かわしてみせる。

　──速い。

　目で追うことは出来たが、そのスピードは自分以上だと判断する。

　ならば魔法で足を止めればいいと、魔法を使おうとしたところに──鋭するどいナイフが、アクアスティードめがけて飛んでくる。

　もちろんそれをしかけたのは、武器を持っていないように見えたレヴィだ。

「な……ッ！」

「別に接近戦が嫌きらいというわけではないんですけどね」

　涼すずしい顔でそう言いながら、レヴィは次々とナイフをアクアスティードへ投げつける。

「いったいどこに、武器を……」

　剣でいなしながら、アクアスティードは顔をしかめる。

　執事服のどこに、あんなにもナイフを隠しておけるのか。嫌な汗が流れ、アクアスティードは飛んでくるナイフを必死で叩き落とす。

　ふざけるなと、そう思いながら風の魔法を放つ。圧縮された空気の刃やいばが、レヴィに向かう。一方的に防戦ばかりは、アクアスティードに似合わない。

　少し、レヴィが苦しそうな表情を作る。

「……これなら、どうにかなるか」

「護衛に守られているだけの王子、というわけではないようですね」

　レヴィが面めん倒どうそうに顔をしかめ、袖そで口ぐちから新しいナイフを手に取りアクアスティードへ向かって投げつける。いったいあとどれだけ仕し込こんでいるのだと嫌になるが、尽つきるまですべてを躱せばいいとアクアスティードは結論付ける。

　ナイフを剣で地面へ叩き落としながら、強力な攻撃魔法を放つために意識を集中させていく。

　だからこそ、気付かなかった。

　ナイフに紛まぎれるようにして、レヴィが静かに、音を立てることなくアクアスティードへ近づいてきていたことに。

　ハッとしたときにはもう、遅おそかった。ガッと強い一撃を腹に入れられて、アクアスティードはうずくまりその場に膝ひざをつく。

「アクア様！」

　ティアラローズの悲鳴が、アクアスティードの耳に届く。こんな情けないところを見せる羽目になるなんてと、唇くちびるを嚙かみしめる。

「やめて、レヴィ……！　どうしてこんなことを」

「さて、と」

「！」

　レヴィはくるりとティアラローズの方を向き、その視線を左手へ落とす。

　狙いは、妖精王の指輪。

「きゃあぁっ」

「……ッ、ティアラ！」

　アクアスティードの声が、入り江に響ひびく。

　先ほどまでは普通に話していたのに、なぜ突とつ然ぜん敵のように振ふる舞まってくるのかがティアラローズにはわからなかった。

　──わたくしが指輪をはめてしまったのがいけなかった？

　けれど、それならまずは話し合いをすればいい。オリヴィアを助けるために、協力出来ることはきっとあるはずだから。

　しかし、ティアラローズの願いとは裏腹に、無情なレヴィの声が耳に届く。

「そんなの、オリヴィアを救いたいからです」

「……わたくしに、相談してくれてもいいでしょう？　何か、力になることが出来るかもしれないもの」

　だから落ち着いてと、ティアラローズはレヴィに話しかけるが──冷たい視線が、向けられるだけ。

　ティアラローズとレヴィ、どちらもオリヴィアを助けたいとは思っている。しかし一つだけ、二人に相そう違いがある。

　それは、オリヴィアに対する助けたいという思い──熱量。

「私は最短で、オリヴィアを助けたいのですよ」

　あなたと馴れ合っているほど、余裕はないのです。

　と、そういわれたような気がした。

　目にも留まらぬ速さで、レヴィはティアラローズからその指輪を奪うばい取とる。しかし指輪を手に入れても、レヴィの表情は変わらない。

「どうして……っ」

　二人を一いち瞥べつし、レヴィはその場から姿を消した。




　ティアラローズの指にはまった、海の妖精王の指輪。

　それは一日以上付けているように──そう、魚たちに言われていた。しかし一日どころか、数時間も経たないうちにその指輪はティアラローズの指から消えた。

　……レヴィという一人の執事に奪われて。




「ティアラ、ティアラッ！　お願いだから、返事をしてくれ!!」

「…………」

　地面に膝をつかされて、ティアラローズの指輪を奪われてしまった。この上ない屈くつ辱じよくで、あり得ないほどの敗北感。

　アクアスティードが必死に名前を呼ぶが、ティアラローズは指輪を奪われ気絶するように眠ねむりに落ちてしまった。
















「どうして、目を開かない……っ」

　妖精王の指輪を外してはいけないということを、知っているのはティアラローズだけ。その事実を知らないアクアスティードは、ただただ混乱するばかりだ。

「クソッ」

　乱暴な言葉を口にして、そのまま力任せに地面を殴なぐりつける。レヴィに殴られた腹は赤黒くなっているが、それだけだ。

　もちろん痛みはあるが、致ち命めい傷しようではない。時間が経てばその痛みも治まり、普通に歩くことだって出来るだろう。

　──なんで刺ささなかった？

　殺すつもりがないのは、最初の一撃を受けたときから気付いていた。しかも、アクアスティードを気絶させるわけでもなく、ティアラローズの指輪を無理やり奪うのみ。

　どうしてそんなことをする必要があったのかと、アクアスティードは考える。

「……確か、アリアーデル家の執事だったな」

　自国の貴族を思い浮かべ、アクアスティードはティアラローズを抱き上げる。今は一刻も早く、ティアラローズを城へ連れ帰りたかった。

　気絶しているエリオットを無理やり起こし、すぐに馬車へ戻るぞと告げる。

「……アクアスティード様、ティアラローズ様!?　いったい何が……って、私は何を」

「お前は気絶させられていたみたいだ。覚えていないか？」




　馬車へ向かいながら、アクアスティードは起こったことをエリオットに報告していく。それに頷きながら、エリオットも待っている間のことを思い出す。

「後ろから首筋を、殴られたんです」

「一撃か。……先ほどのやりとりでわかったが、ひどく優秀な執事だな」

　加減が難しい場所を、正確に一撃で打ち気絶させる。

　経験がなければ出来ないだろうし、ただの執事ではなさそうだと思う。使っていた武器は、おそらく暗器と呼ばれるものだろう。

　──実際に扱あつかう者と対たい峙じしたのは、初めてだ。

　いったいどこにあれほどの武器を、あれ以上の武器を隠していたのか。考えるだけで、背筋が凍こおるようだ。

　ティアラローズを馬車に乗せ、その横に座すわる。エリオットが対面に座ったところで、御ぎよ者しやに馬車を出させる。

　こんなにも城への道のりが遠いなんてと、耐たえられない思いで拳をきつく握りしめた。
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　しんと静まり返った寝しん室しつに、低い声が響く。

「これは、いったいどうしたことか……」

　前例のない症しよう状じようだと、医師が告げる。

　ティアラローズの脈を測り、魔法で全身の血液の流れなども確認するが──どこにも、異状は見られない。

　それなのに、ティアラローズは一向に目覚める様子がない。

「先生、ティアラは？」

「命に別状はありませんが、このような症状は見たことがありません」

　ベッドの横で膝をつき、アクアスティードは眠り続けるティアラローズの手を握る。早く目覚めてくれと祈るように見つめる瞳は、不安に揺れる。

　その様子を見ながら、医師はゆっくりと席を外す。過去にこういった症しよう例れいがあったかどうか、調べなければならないのだ。

　外で控えていたエリオットは、「何かあれば呼んでください」と告げ、扉を閉める。けれどアクアスティードにその声が届いたのかは、わからない。




　──ティアラが目覚めない原因は、指輪？

　海の妖精王の指輪だと告げられたピンキーリングが、今は姿を消している。レヴィの狙いは妖精王の指輪だったのかと、今いま更さらながら気付く。

「ティアラ本人を狙っていたわけではないのか……」

　アクアスティードは、指輪の使い道を知らない。レヴィが知っているのかどうかはわからないが、王家の把は握あくしていないことを公こう爵しやく家が把握しているのだろうかと疑問に思う。

　ここ数日は、わからないことだらけだと小さく悪態をつく。

「ティアラ、早く目覚めて」

　愛らしい青色の瞳は、固く閉じられている。

　早くいつものように「アクア」と名前を呼んで、声を聞かせて、その瞳で自分を見つめてほしい。そう願うも、ティアラローズは目を覚まさない。

　ぎゅっとティアラローズの手を握り──気付けば、アクアスティードは一いつ睡すいもせずに夜を明かしていた。




　大きな窓から朝日が入ってくるのを感じながら、アクアスティードはどのようにすればいいか考えていた。

　ティアラローズを診みた医師からも、症状に関する続報はない。

　──妖精王の指輪だから、クレイルから情報を得るのがいいか。

　とりあえずの行動を決めて、アクアスティードはティアラローズの額ひたいにかかった髪を指ですく。愛いとおしむようにその額に口づけて、その温ぬくもりを肌はだで確認する。

「ティアラ……」

　助けられなくて、何が夫だ……と、アクアスティードは自分を苛さいなむ。あんなにも普ふ段だんから守ると告げていたのに、肝心なところで守れなくてどうするのだ──と。

「もっと強くなりたい。どうすれば、私はこれ以上にもっと強くなれる？」

　鍛たん錬れんは欠かさないし、剣も魔法も腕うでがいいと自負している。留学というかたちで他国も回ったため、様々な技術に精通しているという思いもある。

　──まだまだ、努力が足りない。

　周りから見れば十分すぎるその強さも、ティアラローズを守れないという理由だけでまったく意味をなさないものとなる。

　もう一度、口の中でティアラと小さく呟く。

　助けるために出来ることを、今はしよう。

「必ず助けるから、もう少しだけ待っていて……ティアラ」

　頰を優しく撫なで、色づく唇に優しく自分のそれを重ねる。意識がなくとも、ティアラローズの唇は甘いな……と、そんなことが脳裏をよぎる。

　名残なごり惜おしむように唇を離はなし、アクアスティードは寝室を出た。




「アクアスティード様！」

「エリオット。首尾はどうだ？」

「アリアーデル公爵家に、遣つかいを出しました。……が、件くだんの執事は数日前から姿を消しているようです」

　公爵家とは無関係というスタイルを貫つらぬくのだろうかと、アクアスティードは考える。そうすれば、レヴィが今回のように大々的に動いたりへまをしたとしても、アリアーデル家への被ひ害がいが少なくて済む。

　しかしエリオットは、眉まゆをひそめながら言葉を続ける。

「ただ、その執事──レヴィが姿を消す前日に、彼かれの仕えている令嬢が姿を消したという情報を得ました」

「オリヴィア・アリアーデルか」

　直接会ったことはないが、夜会で姿を見たことはある。

　物静かな印象だったが、それ以外は特筆すべきところはなかったように思う。ゆえに、アクアスティードの記憶にもあまりオリヴィアのデータはない。

　──消えた令嬢と、それを追うようにいなくなった執事か。

　関連はありそうだなと思いながら、しかしそれならば自分の領域だとアクアスティードは口元に弧を描く。

　アクアスティードを祝福する〝空〟は、情報に特化している。森よりも、海よりも、空気には情報が溶とけ込こんでいる。

　国民の噂うわさ話ばなしから、裏の取引まで──空に届かない音は、ない。

「空の妖精に話を聞いて、それからクレイルに──ん？」

「アクアスティード様？」

　風を呼ぼうとした瞬間、必死で駆かける足音がアクアスティードの耳に入る。王城内は原則走ってはいけないため、非常事態が起こったのだろうということがすぐにわかった。

　間違いなく、ティアラローズかレヴィに関する報告だろう。

「エリオット、ドアを開けて中に入れてやってくれ」

「わかりました」

　すぐに響いたノックの音を聞き、エリオットは汗だくになりながら走ってきた騎士を部屋に通す。

　騎士は膝をつき、息を整える間もなく一通の手紙をアクアスティードに差し出した。

「これは？　……アリアーデル家の紋もん章しよう、か」

「執事からでしょうか？　……これ、当主が扱あつかう物より一回り小さいサイズですね。オリヴィア嬢の物だと思われます」

「だろうな」

　破り捨てるように封ふうを開け、アクアスティードは中の手紙に目を通す。そこには流れるような美しい文字が綴つづられていた。




　海の妖精王の指輪を返す条件として、牢ろう獄ごくにいるオリヴィアの解放を要求する。




　封ふう筒とうの裏に、レヴィという名を見つける。内容からしても、あの執事が書いたものに間違いはないだろう。

　手紙や、それをレヴィがよこしたことは別にいい。向こうからコンタクトを取ってくるのならば、願ったりだ。けれど──……。

「牢獄にいるオリヴィア嬢の解放とは、なんだ」

　そんな事実は、ない。

　確かに王城に牢ろう屋やはあるが、今は誰も収容されてはいない。念のため空の妖精に伝え調べさせたが、やはり自分の知らないうちに人が入れられた形けい跡せきはない。

　手紙を覗き込んだエリオットも顔をしかめ、「どういうことでしょうね」と言う。

　エリオットは考え込みながら、牢獄のある場所を列挙していく。

「王城の地下、城内にある騎士団、街にある騎士団の詰つめ所しよ、確か教会にも小さいのがありますね。あとは上級貴族の家ならば、念のため牢ろうや私兵をもっているはずです。最悪なのは盗とう賊ぞくの類いですが、その程度の輩やからであればあの執事が自分で助けだすでしょう」

「そうだな……。空の妖精よ、風に溶け込みこの国にある牢の情報を私に」

　エリオットのあげた場所を空の妖精に伝え、オリヴィアが捕とらえられていないか確認するよう頼たのむ。

　妖精たちはすぐに、アクアスティードが求めた情報を集めてくる。

「…………」

　静かに目を閉じ、アクアスティードは空の妖精からの情報を確認していく。しかし、捕とらえられた人間の中にオリヴィアと思おぼしき人物はいない。

　どういうことだと、顎あごに指を当てて考える。

「いないな。しかし、牢獄なんて、そうそうあるものじゃない」

「まさか、他国？　それなら、アクアスティード様に取引を持ちかけるのも頷けますが」

「……いや」

　あれだけ実力のある執事が、他国という理由だけで自分にこのような取引を持ちかけるだろうか？　それはないと、アクアスティードは断言出来る。

　あの執事であれば、こっそり侵入することも容易いだろう。

　もちろん問題は起こるだろうが、オリヴィアをさらった時点で相手もやましい理由があるはずだ。国としての問題に発展する可能性は、低い。

　消去法で絞しぼり込こんでいくと、たった一つの可能性に辿り着く。




　──私が入れて、執事が入れない場所。すなわち、妖精王の領域。

　レヴィほどの実力を以もつてしても辿り着けないのであれば、取引を持ち掛けたことも頷ける。




　──空の妖精王の祝福が、こんなかたちで役に立つとは思わなかった。

「すぐ、クレイルに確認を取る」

「はいっ」

　アクアスティードは新しいシャツに袖を通し、着き替がえを済ませ部屋を後にした。
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「クレイル！」

「……アクアスティード、久しぶり」

　声を荒らげてアクアスティードがクレイルの領域に足を踏み入れると、くすりと笑いながら出迎えられる。

　いろいろと把握しているのだということを察し、アクアスティードはため息をつく。

　──わかっていたのなら、来てくれればいいものを。




　クレイルの領域、空の神しん殿でん。

　キースの王城は森に、パールの宮は海底に。クレイルの神殿は、言葉の通り空の上にそびえ立つ。たとえ行き方を知っていたとしても、普通の人間が行くことは到とう底てい出来ない。

　空の妖精王であるクレイルに祝福されているアクアスティードのみが、現在は行くことが可能だ。




　疲つかれた様子のアクアスティードを見て、クレイルは何の気なしに言う。

「大変だね」

「そう思うなら、来てくれたっていいだろう」

　今まで女装していた姿とは打って変わり、低い声に短い髪。男性用の衣服を身に着けた空の王は、「嫌だよ」と冷たく笑う。

　青から白色へとグラデーションになっている髪を耳にかけ、読んでいた本をぱたんと閉じる。

「ここで待っていたんだ、褒ほめてくれてもいいくらい」

「……感謝する」

　心の中でため息をつき、クレイルは自分の神殿にいたことを褒めろとアクアスティードに言う。

　女装していたときのような優しい口調ではなく、どこか冷えた空気のようなそれ。

　本来の性格と、ずいぶんかけ離れた生活を今までよく出来ていたものだ……と、アクアスティードは逆に感心する。

　基本的に、クレイルは普段パールの宮にいる。

　彼女が眠りについてから、クレイルはずっとそうしている。パールの宮から滅めつ多たに離れないことを考えると、自分の神殿にいたことを褒めろというのも確かにと頷くしかない。

「ほしい情報は、大きく二つ。ティアラの眠りを覚ます方法と、オリヴィアがいるらしい牢獄についてだ」

「ティアラローズが目覚めないのは、無理やり指輪を外したから。あれは体に馴染むまで、時間を必要とするからね」

「やっぱり指輪か……」

　クレイルの言葉を聞き、ぐっと拳を握りしめる。

　自分がもっと強ければこんなことにはならなかったのにと、己を責める。そんなアクアスティードを見て、クレイルは「分が悪かっただけだよ」と告げる。

「確かに、あの執事……レヴィは強いみたいだけど。ガチでやり合えば、アクアスティードの方が強い」

「それで勝っても、意味はない」

「まあ、一理ある」

　くすりと笑い、クレイルは言葉を続ける。

「私たち妖精王は、それぞれが己の指輪を持つ。力を持ち、所有したものに祝福をもたらす至高の指輪だ」

「妖精王の指輪、か……」




　森の妖精王の指輪は、自身の国の豊穣が約束される。

　空の妖精王の指輪は、空気の振しん動どうを使い遠くまで声を響かせることが出来る。

　海の妖精王の指輪は、液体ならばどんな毒物も無効化する。

　誰もが望み、未いまだ手にしたものはいない指輪だよと──クレイルは笑う。




「海の妖精王の指輪は、ティアラがはめただろう？」

　誰も手にしたことがない、というのは間違っているのではないか。そう思ったが、クレイルは「違うよ」と静かに続ける。

「言った通り、指輪が体に馴染むには、少し時間が必要なんだ。だからティアラローズはまだ指輪の持ち主ではない、ゆえに意識が戻らない」

「なるほどな」

　確かに、人の手に余るような強大な力を持った指輪だ。そのようなことが起きたとしても、なんら不思議はない。

「ただ──」

　クレイルは目を細め、真剣な瞳でアクアスティードを見る。

「なぜ、ティアラローズとレヴィがあの場所を知っていたのかがわからない」

　こんなことになるなんて、想定外にもほどがある。

　普段からティアラローズを監かん視ししておけばよかった？　と、クレイルが冗じよう談だんめいた声で言う。もちろん、そんなことをすればアクアスティードの逆げき鱗りんに触れるため決してしないけれど。

　とりあえず、今は指輪を取り戻すのが一番いいという結論に落ち着いた。

「あとは、牢獄……か」

「この国にある牢獄には、いないようだった。かといって、他国という可能性も薄い。どこか人間の踏み込めないような場所を知っているか？」

「…………」




　クレイルは口元に指を当てて、「ふむ」と考える。

　──人間の知らない牢獄。

　結論だけを先に言ってしまうのならば、ある。けれど、そこは本当に人間に明かしていない場所で、クレイル自身も最後に行ったのは随ずい分ぶんと昔のことだ。

「知ってるよ。けど──」

　牢獄を人間が知っているなんてあり得ないと、そう考えたいところではあるのだが……。

「ティアラローズの周囲は、当たり前じゃないことが当たり前に起こるか」

「なんだ、突然」

「いいや？　ティアラローズは、不思議だ。まず、キースが祝福をしたというだけで、普通の令嬢じゃない。それはアクアスティードだって、理解しているだろう？」

　この国で唯ゆい一いつ、森の妖精に祝福されているのがティアラローズだ。

　それだけでも驚きなのに、森の妖精王すら虜とりこにしてしまった。それが異常でなくてなんだというのか。

　モテる奥さんを持つと大変だねと、口にする。

「風よ、盤ばん上じようの牢獄の現状を私に示せ」

　クレイルの声が風を呼ぶと、無表情だった顔がほんの少しだけ眉を動かす。

　──当たり、か。

　すぐに察したアクアスティードが、クレイルに頷く。

「いたんだな？」

「……ああ。でも、どうやってあそこに侵入したんだ。王である私たち三人しか、あの場所へ行く方法は知らないはずだ」

　何かに記したということもなく、本当に自分たちしか知り得ない──はずだ。

「ほかの妖精王が誰かに伝えていた可能性は？」

「ありえない」

　アクアスティードの問いかけに、クレイルは間かん髪はつを入れず否定する。

「あの牢獄は、そんなに簡単な場所じゃない。妖精王を捕らえても脱だつ獄ごく出来ないような仕組みになっている」

「王を？」

「……とりあえず、行こうか。オリヴィア・アリアーデルは、だいぶ弱っているみたいだ」

　クレイルの言葉に、アクアスティードは頷いた。




　盤上の牢獄がどういったものなのか気になったが、さりげなく聞き流したクレイルを見て、アクアスティードは触れてはいけない話題なんだろうと解釈する。

　それよりも、今はオリヴィアの容態の方が気がかりだ。

　──執事が必死になるのも仕方なし、か。

　それでもティアラローズを危険な目に遭あわせていることを許しはしないけれど。

「……ああ、それとこれをアクアスティードに」

「ん？」

　クレイルが弧を描きながら、小さな何かをこちらに投げる。

　両手でそれを受け取ったアクアスティードは、大きく目を見開いて驚く。

　クレイルがよこしたものは、透すき通とおったまるで空のような指輪。幅はばがあり、オパールを指輪の形にけずったものだということがすぐにわかった。

　いや、それよりも、なによりも──。

「クレイル、これは……」

「空の妖精王の、指輪」

「どうして私に？」

　先ほどのクレイルの口ぶりを考えると、ほいほい渡わたせるような物ではないはずだ。間違っても、放り投げて渡すような代しろ物ものではない。

「ティアラローズがパールの指輪を手に入れたし、アクアスティードも指輪を持っていいんじゃないかと思っただけ」

「……感謝する」

　受け取った指輪を、右手の親指へとはめる。

　すぐにぞわりとした感覚に襲われ、自分の体をぎゅっと押さえ付けるように腕を抱く。クレイルに、パールに、祝福を受けたときよりもさらに大きな──力。

　ここまで凄すさまじいものだとは思ってもみなかったと、額に汗を浮かべながら思う。

　──確かに、これが体に馴染む前にはずしたらまずい。

　ティアラローズが眠ってしまっただけで済んだのは、もしかしたら不幸中の幸いだったのかもしれない。

「さあ、牢獄へ行こう」

　クレイルはアクアスティードの手を取り、風に乗って転移した。







　盤上の牢獄。

　それはかつて、妖精王たちが己の領域を決める際に利用した場所。今ではもう存在の必要はなく、妖精王にすら忘れ去られつつあるほど。

　それなのに、そこには続編の悪役令嬢──オリヴィア・アリアーデルがいた。ぐったりした後ろ姿から、だいぶ消しよう耗もうしているらしいことがわかる。




　妖精王であるクレイルも、風によって知り得てはいたけれど──実際に見るまで、本当に人間であるオリヴィアがいるなんて信じられなかった。クレイルはわずかに目を見開いて、声をあげる。

「この場に入り込める人間がいるなんて、驚いた」

「あれがオリヴィア嬢、か」

　牢獄は球体になっていて、檻おりの格こう子しに氷のように冷たい水が伝う。空中に浮き、せめてもの情けなのか……牢獄内にある一本の植物には果物が実っていた。

　アクアスティードたちの声が耳に入ったのか、オリヴィアがこちらに気付く。

「……誰？」

　後ろを向いていたオリヴィアが、アクアスティードとクレイルの方へ振り返った。

　普段は艶つやがあるであろうローズレッドの髪は、その輝かがやきを失っている。縁ふち取どりのある眼鏡めがねから覗くハニーグリーンの瞳は、力がなく生きる気力を感じない──ことはなかった。

「……はうぁっ！」

「!?」

　閉じてしまってもおかしくなかったオリヴィアの瞳が、突とつ如じよカッと見開かれた。そして瞬しゆん時じに口元を手で押さえ、その場にうずくまってしまったのだ。

　その不可解な行動を不審に思いながらも、アクアスティードが声をかける。

「……私は、アクアスティード・マリンフォレストだ。オリヴィア・アリアーデルで間違いはないか？」

「は、はい……わたくしは、オリヴィア・アリアーデルです」

　アクアスティードが問いかけると、オリヴィアは元気に手を挙げて答える。

「なぜこんなところに──って、血？」

「──ッ!!」

　ぽたぽたと、オリヴィアの手から血が滴したたり落おちた。

　怪け我がなどしていなかったはずなのにと思いながら、アクアスティードはすぐにクレイルとオリヴィアの下まで駆けつける。

　大丈夫かと問いかけようとするよりも早く、オリヴィアはハンカチを取り出してさっと血を拭ふく。

「申し訳ありません、お見苦しいものをお見せしてしまいました。もう大丈夫です、アクアスティード殿下、クレイル殿下」

「そ、そうか……」

　オリヴィアは鼻をハンカチで押さえながら、アクアスティードとクレイルに礼をする。牢獄に入っているため思うように出来なかったようだけれど、優雅さは失われていない。

　と、それよりも。

　──鼻血、だったのか。

「大丈夫なら、それでいい」

　興こう奮ふんしたオリヴィアの様子を見て、あまり触れない方がいいのかもしれないと……アクアスティードは見なかったことにした。

　クレイルは、牢獄の前まで歩きオリヴィアをじっと見る。

「オリヴィア・アリアーデル。どうして私の名前を知っている？」

　ただの人間が、妖精王の名を知っているわけがない。睨みつけるようなクレイルの視線に、オリヴィアはびくりと肩を揺らす。

「わ、わたくし……」

「何？」

「わたくしごときが、クレイル殿下に名を呼んでいただけるなんて……っ！」

　幸せで死んでしまうかもしれません！　と、オリヴィアが再び鼻を押さえるようにして呟く。思わず頰を引きつらせ、クレイルは一歩下がる。

「アクアスティード、この子、変だ」

「……ああ」

　今まで出会ったことのない人種かもしれないと、アクアスティードはため息をつく。




「落ち着いて話せそうもないから、執事に任せるか。パールの指輪も返してもらわないといけないし……」

　クレイルがパチンと指を鳴らすと、風が集まりレヴィをこの場に転移させる。

「……っ!?　ここは、あぁ、オリヴィア……!!」

　突然のことだったにもかかわらず、レヴィはすぐに周囲を見回して現状を把握し──オリヴィアの下へ走った。

　しかしそれを、アクアスティードが許すはずもない。

　剣を抜き、レヴィの首元へ向ける。そのまま一歩でも動けば即そつ刻こく斬きると、冷たいアクアスティードの瞳が睨みつける。

「これはこれは、アクアスティード殿下」

「この状況下で随分と余裕だな？」

「とんでもございません」

　笑顔で受け答えをするレヴィだが、その視線はアクアスティードではなく牢獄に入れられたオリヴィアを見つめたまま。

　すぐにでも近寄りたいという思いが、ひしひしと伝わってくる。

　けれどそんな感情は、アクアスティードには関係ない。レヴィの喉のど元もとに触れていた剣けん先さきに、じわりと血がにじむ。

「──早く、指輪を出せ」

　ぞくりとするような、声。

　まさか自分がこうまで冷えた感情を人に向けるなんてと、アクアスティードは驚き冷れい笑しようする。

　指輪をよこさなければ、このまま斬り捨てる。

　そう殺気立つアクアスティードに、レヴィは「もちろんです」と両手を上げて降参の意を示す。

　レヴィの内ポケットに入れられていた指輪を受け取り、アクアスティードはそのままクレイルへと手渡す。

　この指輪が本物かどうか──同じ王であるクレイルに確認してもらうのが一番いいと判断したからだ。もし偽にせ物もので、変な細工が施ほどこされていたらたまったものではない。

「……本物だね」

「そうか」

　アクアスティードは息をつき、レヴィを解放する。こんなに簡単に許すわけにはいかないが、このままやり合っているとティアラローズの下へ帰るのが遅くなってしまう。

　殺してやりたいほどの衝しよう動どうを理性で抑おさえ、剣を鞘に戻す。




　レヴィはすぐさま走り、カシャンと音を立てて牢獄に勢いよく触れる。

　格子に指を絡からめるようにして、牢獄の中にいるオリヴィアの名を呼ぶ。

「オリヴィア……！　よかった、ご無事で……!!」

「レヴィ！　わたくし、わたくし……！」

　オリヴィアとレヴィは格子越しに指を触れあって、会えた嬉しさに涙を流し──は、しなかった。

「わたくしアクアスティード殿下とクレイル殿下にお会いしてしまったの！　嬉しくてもう、死にそう……っ」

「オリヴィアが嬉しいと、私も嬉しいです」
















「ラピス聖地巡じゆん礼れいの最中にミスって牢獄から出られなくなってしまったけれど、役得とはこのことね……！　って、レヴィの手が冷たすぎる！」

　触れ合っていた二人の指先は、無情にもオリヴィアから離された。

　牢獄の格子に流れる冷水のせいで、少し触れただけのレヴィの指先は氷のように冷たくなっていた。しばらくそのままにしていると、麻ま痺ひしてしまい使いものにならなくなってしまうだろう。

「オリヴィアの指先が触れるのはいけませんが、私の指ごときであればいくらでも……」

「駄目よ、私はレヴィの指も大事だもの」

　急いでオリヴィアが離すように言って事なきを得たが、指示をしなければずっと格子にしがみついていそうな勢いだった。

　いや、間違いなくしがみついていただろう。

　それほどまでにこの執事は、オリヴィア欠乏症だった。




「ねえ、アクアスティード」

「なんだ」

「どういうことか、いまいちわからないんだけど」

「偶然だな、私もよくわからないと思っていたところだ」




　オリヴィア・アリアーデル、続編ゲームの悪役令嬢。

　趣しゆ味みは、『ラピスラズリの指輪』イベントスポットの聖地巡礼。
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　ティアラローズとアクアスティードの寝しん室しつ。

　眠ねむっているティアラローズに変わりがないことを確かく認にんして、「ただいま」と声をかける。




「パールの指輪……」

「クレイル、ティアラにはめるから返してくれ」

「…………」

　レヴィから海の妖よう精せい王の指輪を受け取り急いで戻もどって来きたのだが──クレイルが指輪をじっと見つめてくるため、ひどくやり辛づらい。

「……せっかくパールの指輪がこの手にあるのに、渡わたさないといけないなんて」

　しぶしぶと、しかしちゃんとアクアスティードに指輪を渡すクレイル。

「いいだろう、お前は本物のパール様の宮にいつもいるんだから」

「言うねえ、アクアスティード」

「余よ裕ゆうがないからな」

　一刻も早くティアラローズに指輪をはめて、眠りから目覚めさせたいのだ。クレイルとの雑談をしている時間がもったいなく、早くしなければと気持ちが急ぐ。




　──本当に、アクアスティードはティアラローズが好きだね。

　クレイルは、余裕のないアクアスティードの姿を見てくすりと笑う。

　指輪を受け取り、すぐにティアラローズの手を取るアクアスティード。その姿は健けな気げで、自分が祝福を与あたえた対象として愛いとおしく思う。

　アクアスティードの指に、クレイルの指輪。

　ティアラローズの指に、パールの指輪。

　相思相愛の二人が揃そろいで持つのは、たとえ離はなしがたいパールの指輪だったとしても──どこか心地ここちよい風をクレイルは感じる。

　指輪に、自分たち自身を重ねてしまう。

　自分たちも指輪を持つ二人のように、相思相愛になれたらいいのに。

　寂さびしそうに微笑ほほえみながら、クレイルは二人の様子を見つめていた。




「ティアラ……早く起きて、いつもの笑え顔がおを見せて」

「……んぅ」

　綺き麗れいな真しん珠じゆの付いた指輪を、アクアスティードはそっとティアラローズの左手小指にはめる。どうか目覚めてと、祈いのるようにティアラローズを見つめる。

　温かなティアラローズの指先に口づけ、目が開くのをただ待つのみ。少しだけ震ふるえる睫まつ毛げを見て、息を吞のむ。

「ティアラ、ティアラローズ……っ」

　ぎゅっと手を握にぎりしめ、何度も名を呼ぶ。

　早く返事をして。

　いつものように、アクアと名前を呼んで。

　そうしたら、ティアラと呼び返すから。

「……ん」

「ティアラッ!!」

「…………」

　美しい青色の瞳ひとみが、アクアスティードの目に映る。

　ああよかったと安あん堵どしたのも束つかの間まで、ティアラローズはすぐにその瞳を閉じてしまった。少し身じろぎをするも、規則正しい寝ね息いきを立てて起きる気配がない。

「ティアラ……？」

　アクアスティードはティアラローズの頰ほおに触ふれて、呼びかけるが──瞳ひとみはかたく閉じられている。

「指輪をはめたのに、なんで……」

「馴な染じんでないから」

「え？　ああ、指輪が馴染むのに一日必要だったか」

　アクアスティードの問いかけに、クレイルがさらりと答える。

　すぐにでもティアラローズに目覚めてほしいのに、一日も待たなければいけないなんてと、唇くちびるを嚙かみしめる。

「私がもっと強かったら、よかった」

「アクアスティードは十分強いよ。ティアラローズが起きるまで、眠って待てばいい。自覚はないだろうけど、アクアスティードの体も十分疲つかれているし、休んだ方がいい」

　酷ひどい顔をしているよと、クレイルが告げる。

　その方が、空の指輪も体に早く馴染む。そう言われてしまっては、アクアスティードも了りよう承しようするしかない。

「……わかった」

　クレイルがぽんとアクアスティードの背中を叩たたいて、休むようにと促うながす。

　すぐに頷うなずき、ティアラローズの手を取ってアクアスティードもその横で眠りについた。
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　海の波がゆらめくような、穏おだやかな眠りから──ティアラローズが、目を覚ます。

　寝すぎてしまったためだろうか。体が固まっていて、うまく動けない。

　何度か目を瞬しばたたかせると、ベッドの天てん蓋がい部分が見えてくる。華やかな装そう飾しよくがなされていて、自分のベッドはこんなにも豪ごう華かだっただろうかと……そんな疑問が浮うかぶ。




　──とりあえず、起きないと。

　喉のどが渇かわいてしかたがないので、水がほしい。

　そう思い体を起こそうとすると、甘あまく優やさしく、そして心配そうな声が──ティアラローズの耳に届いた。

「ああ、よかった……ティアラ。どこか体が痛いとか、苦しいとかはない？」

「……？　ええと、はい。少し、喉が渇いているくらいで……」

「すぐに水を用意する」

　そのまま寝ねていてと、告げられる。

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、ティアラローズは水差しを用意している男の姿を見る。誰だれかと、そう問われたなら誰だかはわかる。

　アクアスティード・マリンフォレストだ。

　続編ゲームのメイン攻こう略りやく対象で、自分の大好きなキャラクター。もしかして、夢でも見ているのだろうかとふわふわした気分になる。

　──どうして、ここにアクア様がいるんだろう？

　しかも、自分の世話をしてくれているように見える。

「……ここは、どこ？」

　部屋の中を見回すと、自分の部屋よりも立派だということがわかる。

　そして珊さん瑚ごの装飾が多く使われていることから、マリンフォレストかなとぼんやり考える。つまりはアクアスティードの自室だろうか？

　──なんて素す敵てきな夢だろう。

「ティアラ、水だよ。飲める？」

「え、あ……はい」

「ゆっくりでいいから」

「……あ、ありがとうございます」




　──ティアラが無事目覚めて、よかった。

　起き上がろうとするティアラローズの背中に手を添そえて、アクアスティードはグラスに入った水を差しだす。

　震えて落とすといけないと思い、手を添えると、ティアラローズがぎこちなく微笑む。

　──ティアラ？

　受け取った水を飲んではいるが、ティアラローズの様子がおかしい。ずっと寝ていたから体が痛いのかと思ったけれど、何か違ちがう。

　──私が守ってあげられなかったから、失望した？

「ティアラ……」

　嫌きらわれてしまったのだろうかと不安になり、ティアラローズの名を呼ぶ。みっともなく声が掠かすれていて、ひどく不安定な自分に笑ってしまう。

　呼んだ声に反応して、ティアラローズの体がびくりと揺ゆれる。

　ああ、いつものティアラローズじゃない。

「私が守りきれなかったから、ティアラを危険な目に遭あわせてしまった。……それは本当に申し訳ないと思うし、悔くやしくて仕方がない」

「……あ」

「ごめん、ティアラ。──守れなかった私に、ティアラを好きでいる資格はない……？」

　声にならないような、掠れた声でティアラローズに告げる。切なげに見つめるが、返ってくるのはきょとんとしたように、大きく目を見開くティアラローズ。

　どうしようもなく好きで、愛おしいという感情が溢あふれ出でて、かき抱いだくようにティアラローズを己おのれの腕うでの中へ閉とじ込こめる。

　グラスが放り出されてシーツが濡ぬれることも厭いとわず、その首筋に顔を埋うめた。




　──お願いだから、抱だきしめ返して。




　そう願ったのは、間ま違ちがいなくアクアスティードの欲だ。

「あの、えっと、わ、私……っ」

　震えるティアラローズの声が、アクアスティードの耳に届く。

　しかし続けられた言葉は、アクアスティードがまったく予想もしていなかったもので。

「アクア様に抱きしめてもらえるなんて、夢みたいです……。でも、どうして私のことをティアラと……？」

「……え？」

　困ったように眉まゆを下げるティアラローズを見て、そんな馬ば鹿かなと……アクアスティードは目を見開く。だって、これではまるで──。

「ティアラ、私のことは……知っているの？」

「もちろんです。アクア様は大人気ですから！」

　アクアスティードを知らない人なんていないと、ティアラローズが微笑む。それと同時に、恥はずかしいから離してほしいと告げられる。

「あ、ああ……」

「なんだか幸せな夢だから、覚めてほしくないな」

「…………」

　──記き憶おくが、なくなっている？

　けれど、アクアスティードのことは知っている。己をなぜティアラローズと呼ぶのかと聞いてきたことから、自分のことをしっかり覚えていないのかもしれない。

「ここは、マリンフォレストだよ、ティアラ」

　アクアスティードは戸と惑まどうティアラローズを落ち着かせようと、背中を撫なでる。──が、びくっと体を震わされてすぐに手をどける。

　自分と婚こん約やくし、結けつ婚こんしたという記憶がすっぽり抜ぬけてしまっているようだ。無理をさせてはいけないと、ティアラローズの体からそっと離れる。

　ティアラローズは顔を赤くしながら、「ごめんなさい」と謝罪の言葉を口にする。彼かの女じよが謝あやまらなければいけないことなんて、あるはずないのに。

　そして不安そうにしながら、ティアラローズはしばらく一人にしてほしいと告げた。

「ああ、そうだね。食事を用意するから、もう少し休んでいて」

「ありがとうございます、アクア様」
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　──なんか、変だ。

　大好きな乙女おとめゲームの夢を見ているとばかり思っていたティアラローズは、ゲームキャラクターとして転生した記憶をすっかりなくしてしまっていた。

　覚えているのは、日本人として『ラピスラズリの指輪』をプレイしていた日常。




　アクアスティードが退室した部屋で、一人首を傾かしげる。

「夢にしては、なんかいろいろリアルな気がする」

　もしかして夢じゃない？　そんな考えが頭をよぎるけれど、こんな現実があるわけない。そう自分に言い聞かせていると、部屋にノックの音が響ひびく。

「……！　ど、どうぞ！」

　思わず声がうわずってしまったけれど、大だい丈じよう夫ぶだったろうか。そんなことを考えていると、悪役令れい嬢じようであるティアラローズの侍じ女じよ、フィリーネが姿を現した。

　──すごい、ゲームの通りだ！

「ティアラローズ様!!」

「え、フィリーネ」

「よかった、ご無事で……！　どこかご不便なところはございませんか？」

　涙なみだを流しながら心配するフィリーネを見て、自分は思っているよりも深刻な状態に陥おちいっていたことを察する。

　熱を測り、丹たん念ねんに体をマッサージしてもらう。

　そしてやっぱり、自分が悪役令嬢のティアラローズになってしまっていることを再確認した。

「フィリーネ、私……」

「大丈夫ですよ、ティアラローズ様。今はとりあえず、ゆっくり休んでくださいませ」

「…………でも」

　現状を把は握あく出来ていないのに、のんきに寝てしまっていいのだろうかと思う。それに、アクアスティードは王太子だ。心配してくれているのに、放置するようなことになったら不敬になってしまうのではないだろうか。

　そうフィリーネに伝えると、「大丈夫です」という言葉と優しい笑えみが返ってくる。

「不敬ではありません。アクアスティード殿でん下かはティアラローズ様のことをとても心配されていますし、まず体調を整えるように……と、お言葉をいただいております」

「アクア様が？　どうして、私をそんなに気にかけてくれるんだろう」

　何か迷めい惑わくをかけてしまったのだろうか。

　気になって仕方ないけれど、アクアスティードが寝ているように言ったのであれば今はそうするのがいいのだろう。

　──後日、きちんとお礼をしよう。

　今日一日はこのまま寝ていてくださいと、フィリーネが笑顔で告げる。

　眠くないと言える雰ふん囲い気きではないので、ティアラローズは渋しぶ々しぶながらも了承の返事をする。せめて本か何かを読みたいと告げると、出来る侍女は快かい諾だくしてくれた。

「紅茶も淹いれますね。それから、お菓か子しは……もう少し落ち着いてからにしましょう。今、体に優しい料理を準備してもらっていますから」

「ありがとう」

「それから、何かあればわたくしに相談してくださいませ」

「はい」

　ほかのメイドたちに聞かず、必ず自分を呼んでくださいとフィリーネが強く言う。

　まずは現状、そしてこれからのこと。また改めて、明日以降に話をしようということで落ち着いた。

「食事の前にお医者様がいらっしゃいます。その後で、本をお持ちしますね」

「わかりまし……わかったわ」

　それまでしばらくお休みくださいと告げ、フィリーネは寝室を後にした。




　フィリーネを見送ってから、一人になった寝しん台だいの上でなるほどなと頷いた。

「やっぱり私、ティアラローズになっちゃったんだ。ゲームはやり込んでいるから、人物像はもちろん、周りの人もわかる」

　けれど、続編のゲームはプレイしていないのでマリンフォレスト関係はまったくわからない。アクアスティードがメイン攻略キャラクターで格好よくて、リリースを楽しみにしていたということくらいだろうか。

「きっと、突とつ然ぜんティアラローズの記憶が消えててみんなビックリしたんだろうな」

　思わず私でごめんなさい──そう、言いそうになってしまう。

　とりあえず、出来る限りティアラローズのように振ふる舞まった方がよさそうだと、記憶のなくなったティアラローズは思うのだった。
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　フィリーネが寝室から出るとすぐに、アクアスティードがティアラローズの様子はどうだったかと詰つめよってきた。

　それに「落ち着いてくださいませ」と、フィリーネは見てきた様子を告げる。

「体調などは……問題ないようでした。ですが、やはりアクアスティード殿下と過ごしていた間の記憶はないようです」

「……そうか」

　ぎゅっと拳こぶしを握り、フィリーネはアクアスティードを見つめる。彼かれのことを覚えていない自分の主人は、この後どうなってしまうのだろうか。

　あれほど溺でき愛あいしているのだから、悪いようにはされないだろう。

　──でも。

　記憶のないティアラローズのことを、自分が愛したティアラローズだとアクアスティードが認にん識しきしてくれるだろうか。

　ラピスラズリに帰って養生を……と、言われてしまったらどうしようか。幸せそうに笑っていたティアラローズには、たとえ記憶がなくてもここにいてほしい。

「アクアスティード殿下、ティアラローズ様のことは……っ」

　不安になりながらも、フィリーネはアクアスティードに問いかけた。

　自分の気持ちが伝わったのだろう、優しく微笑みながらアクアスティードは「大丈夫」だと口にする。

「何度だって、ティアラを愛するし、何度だって愛してもらう自信がある」

　だから気にすることはないと、アクアスティードは寝室の扉とびらに目を向けた。
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　広い寝室で、一晩ぐっすり休み目覚める。

　起きてすぐに、どこか寂しいと──ティアラローズは思う。

「一人で寝ているのは、いつものことなのに」

　どうしてだろうかと考え、広すぎるからそう感じてしまったのかもしれないと結論づける。大きく背せ伸のびをして、ゆっくりストレッチをしてからベッドを出た。




　今日の予定は何もないと、フィリーネから聞いている。

　一日ゆっくりすごしましょうと微笑んだ彼女。けれど、何か言いたげだった。自分の現状がおかしなことになっていることは、ティアラローズも自覚していた。

　──とりあえず、ゲームとの差異は確認しないといけないよね。

「私……じゃない、わたくしが現在、どうしてマリンフォレストにいるのかもわからない」

　特に、アクアスティード。

　どうして彼が自分と一いつ緒しよにいるのかが、わからなかった。もちろん好きなキャラクターだったのでお近づきになれているのは嬉うれしいし、もっと話をしたいと思う。

　でも、アクアスティードの様子は──あれではまるで。

「まるで……」

　どきどきするのを耐たえるように、ぎゅっと手を握る。

　自分の頰が赤くなっていくのを感じて、どうしようと思っていると──コンコンと、ノックの音が部屋に響く。続くフィリーネの声を聞いて、ティアラローズは思考をやめる。

　入室を促すと、紅茶を持ったフィリーネが入ってきた。

「おはようございます、ティアラローズ様」

「おはよう、フィリーネ」

　フィリーネがドレスの用意をする間、紅茶を飲んで息をつく。

　ゆっくりしましょうと言われはしたけれど、どうすればいいのだろうか。今までの思い出話などをしてもらうことは、出来るのかなと考える。

「ね、ねぇ、フィリーネ」

「はい？」

「その、わたくし……どうも記憶が混乱しているみたいで。フィリーネの知っているわたくしのことを、教えてもらってもいい？」

　恐おそる恐おそるそう尋たずねると、優ゆう秀しゆうなティアラローズの侍女は「もちろんです」と笑顔で告げる。

　ゆったりとしたドレスを着せてもらい、新しい紅茶と、朝食に出されたスコーンにサラダなど。それを食べながら、フィリーネの話に耳を傾かたむける。




「わたくしは、ずっとティアラローズ様にお仕えさせていただいています」

　そんな思い出のあるフィリーネの話から、学園での生活の話。

　──結構ゲーム通りの展開だ。

　ただ、違う点がないわけではない。悪役令嬢である自分が、まったくその役目を果たしていなかった。これでは単なる素す敵てきな令嬢だ。

　──でもきっと、この世界で生きていくのなら今の私が理想なんだろうな。

　忠実に悪役令嬢として過ごしていたとしたら、きっとここにおらず追放されて悲ひ惨さんな目に遭っていたに違いない。

　そんなことを、頭の中で考える。フィリーネの話を楽しく聞いていると、話は段々と佳か境きようへと近づいてくる。

「……そこでハルトナイツ殿下が、ティアラローズ様に婚約破は棄きを突つきつけたのです。けれど、そこで助けてくださったのがアクアスティード殿下なんです」

　白熱したようにフィリーネが語り、ついに自分とアクアスティードの関係性の部分へと入る。今、一番知りたいポイントだった。

　いったい何が──と思ったところで、ノックの音が響いた。

　フィリーネに頷き、出てもらう。すぐに顔を出したのはアクアスティードで、心配そうにこちらを見ていた。

　──ええと、わたくしを助けてくれた、んだよね？

　具体的な過程や結果はまだ聞いていなかったけれど、それは間違いないはずだ。昨日会ったときに、アクアと呼ぶのは問題なさそうだった。

「……アクア様」

　心配してくれてありがとうという意味も込こめて、ティアラローズは優しく微笑む。

「……ティアラ」

　すると、優しいアクアスティードの声がティアラローズの名前を呼び返す。うっすら涙がにじんだ瞳に、どきりとする。

「あ……っ」

　そのまま駆かけ寄よってきたアクアスティードに、ぎゅっと強く抱きしめられる。

　ふわりと香かおるアクアスティードの匂においに、どきりとする。細身だけれどたくましい腕が、宝物を扱あつかうようにティアラローズに触れている。

　どうして。

　そう、言葉にしたいのに出来なかった。

「ティアラ……」

「……っん」

　アクアスティードの唇が、ティアラローズのそれを優しく塞ふさいだ。

　ちゅっと触れて、すぐに離れて──もう一度。

　愛おしい存在を見つめる瞳に、ティアラローズは動けなくなる。されるがままに口づけられたのに、まったく嫌けん悪お感かんがない。

　名前を呼ぶ声が、その吐と息いきがティアラローズの唇に触れる。

　跳はねるように脈打つ心臓が、制せい御ぎよ出来ない。とっさにアクアスティードの胸を手で押おして、離れる。

「あ、……っアクア様!?」

「……！」

　触れられた唇を押さえて、ティアラローズはアクアスティードの名を呼ぶ。その姿を見て、アクアスティードは大きく目を見開いた。

「す、すまない。いつものティアラだったから、記憶が戻ったのかと勘かん違ちがいをしてしまった」

「あ、いえ……」

　顔を赤くし、申し訳なさそうにするアクアスティードが、なんだか可か愛わいいと思った。大丈夫ですと告げて、ティアラローズはさてどうしようと考える。

　いつのまにかフィリーネが退室していて、これが出来る侍女なのか……なんて、真っ赤になりながら誤ご魔ま化かすように思い浮かべた……。
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「……ティアラと、呼んでもいい？」

「あ、もちろんです。わたくしこそ、アクア様となれなれしく呼んでしまって──」

「構わない。いや、むしろそうして」

　顔を赤くして、困こん惑わくするティアラローズに優しく微笑む。

　どうやら本当に記憶が戻っていないのだと理解して、先ほど口づけてしまったことをほんの少し後こう悔かいする。

　嫌われなかっただろうかと不安に思う。けれど、ティアラローズの反応を見る限りは嫌悪されているとは思えない。

　──自惚うぬぼれても、いいのだろうか。

　変わらずアクアと愛あい称しようで呼んでくれるその姿が、とても可愛い。ティアラと呼ぶと少し嬉しそうにして、それがまた愛おしい。

　たとえ記憶がなくとも、今までのティアラローズと同じだなと思う。

　可愛くて、抱きしめたい衝しよう動どうに駆られるけれど──ぐっと、耐えた。自分とティアラローズの関係を、説明するのが先だろう。

「ティアラ。私が今から言うことは、もしかしたら信じられないことかもしれない。でも、聞いてほしい」

「…………わたくしと、アクア様のことでしょうか？」

　考える素そ振ぶりを見せて、ティアラローズがゆっくり口を開く。それに頷き返すと、真しん剣けんな瞳ひとみが見つめてくる。気になっていたのだということが、すぐにわかった。

「私とティアラの話をしようか……」

　テーブルに紅茶とフルーツが用意され、アクアスティードがゆっくりと二人のことを話しはじめた──。




「えっ、わたくしとアクア様が夫ふう婦ふ……」

「そう。ティアラは私の大切な人だ」

　さっきは勝手に口づけをしてしまってすまないと、アクアスティードがティアラローズに再度謝罪する。

「いえ……。アクア様が悪いことなど、何もありません」

「ティアラ、お願いだからどうか無理だけはしないで。触れられたくないと思ったら、素す直なおに伝えて」

「…………」

　ティアラローズの怖こわがることは何もしないからと、アクアスティードは微笑む。

　──触れられたくない、なんて。

　そんなこと考えもしなかった自分に、ティアラローズは驚おどろいていた。

　──わたくしのことを、本当に、とても大切にしてくれているんだ。

　ティアラローズの身分が侯こう爵しやく家の令嬢だったことを考えると、政略結婚でもおかしくはない。けれど、そんな様子は微み塵じんもない。

　一緒にいた記憶はないけれど、アクアスティードに対してどきどきするし、もっといろいろなことを知りたいとティアラローズは思う。

「わたくしが、アクア様のことを嫌いやだと思うことはありません」

「……ありがとう」

　だから安心してくださいと伝え微笑むと、アクアスティードの手が頰に伸ばされて──触れられる。

　嫌だと思うどころか心地よいそれに、思わず目を閉じる。すぐにアクアスティードが、「止まらなくなるから、あまり気を許さないでくれ」と苦く笑しようして……ティアラローズも思わず笑ってしまう。




　二人で笑っていると、ノックの音とともにエリオットの声が聞こえ──そのままドアが開けられた。

「！」

　許可もなしに入るなと、アクアスティードが注意しようとして……エリオットを押しのけるようにして勢いよく入ってきた人物に遠えん慮りよなく大きなため息をつく。

　艶のあるストレートの黒くろ髪かみに、黒い瞳。レースが可愛いプリンセスラインのドレスを着こなした、ラピスラズリの指輪のヒロインであるアカリがそこにいた。

「ティアラ様、お久しぶりです！　お元気でしたか？」

「え、ええ……」

　──ラピスラズリの指輪の、ヒロインだ！

　どうやら知り合い……というよりも、仲のいい雰囲気に少し困惑してしまう。アクアスティードと夫婦なのだから、ヒロインと親友という可能性だってあるだろう。

「もう、気になって、いてもたってもいられず直接きちゃいました！　行けました？」

　──どこに？

　唐とう突とつに告げられたアカリの言葉に、とりあえず少し待ってくださいと告げる。焦あせるティアラローズの代わりに、アクアスティードがアカリに現状を説明する。




「え、記憶がなくなっちゃったんですか？　ティアラ様！」

「ええと、そうみたいで」

　驚いたアカリの言葉に素直に頷くと、「ふぅん……」と言いながらまじまじとティアラローズを眺ながめ始めた。

　居い心地ごこちの悪さを感じながらも、次にアカリが発した言葉を聞いて目を見開く。

「……日本のことも、忘れちゃったんですか？」

「！」

「あ、それは覚えてるんだ！」

　それならまだ安心ですねと言って、アカリはころころと笑う。

「そうだ、私が聖なる祈りの力でティアラ様の体を診みてあげます！　何か記憶を失ってしまった原因とかがわかるかもしれませんし」

　名案というように、アカリが手を叩きながら告げる。

「え、ええと……」

　助けを求めるようにアクアスティードに目をやると、小さくため息をつく姿がティアラローズの視界に入る。

　あまりアカリのことをよく思っていないということが、すぐにわかった。

「ティアラとアカリ嬢じようはなんだかんだで仲がいいからな。……かまわない、聖なる祈りでティアラを見てくれ」

「任せてください！　さてさて、ちょっとお手を、んんっ？」

　アクアスティードの了承を得て、アカリはすぐにティアラローズの手を取った。魔力を使い、ティアラローズの体が正常であるか調べていくのだ。

「どうでしょう？」

　アカリがティアラローズの手を取り、聖なる祈りの力を使う。

　どこか異状がないかみて、「うーん、わかりません」とアカリが告げる。

「でも、体に異状はないみたいですね。よかった」

「ありがとうございます、アカリ様。記憶も……きっと普ふ通つうに過ごしていたらすぐ戻ると思います」

　だからあまり心配しないでくださいと、ティアラローズは微笑んだ。

「そうだ、ティアラ様！」

「はい？」

「記憶を取り戻すために、みんなを集めてお茶会をしましょう！　乙女ゲームのイベントみたいで、絶対に楽しいです！」

　これこそ最高の名案だと、アカリが声高らかに宣言する。




　絶対に楽しいお茶会になるはず！　そう断言したアカリは、さっそく招待状──を出さずに、招待客の下へと突とつ撃げきしてしまった。

　即そく断だん即そつ決けつ、それに加えて即行動。まるで光の速さだ……と、ティアラローズは苦笑するしかない。

　部屋に取り残されたティアラローズ、アクアスティード、エリオット。全員がぽかんとして、ため息をつく。

「アカリ様がされると言うのであれば、本当に即決行されるのでしょうね。私は茶会の手配をしてきますから、アクアスティード様はティアラローズ様といてください」

「ああ、頼たのむ」

　呆あきれながらも、アクアスティードがティアラローズにお茶会をしても大丈夫かと確認する。少しでも不調があれば、まだ休んでいた方がいいと。

「わたくしなら、大丈夫です。……それに、一刻も早く記憶が戻ってほしいですから」

「そうか」

　アクアスティードが手を伸ばして、ティアラローズの髪を優しく撫でる。その気持ちよさに目を細めて、この時間がずうっと続けばいいのに……と、そう思ってしまった。




　ただ、ティアラローズには気がかりなことが一つ。

　先ほどアカリが告げた日本という言葉。彼女も自分と同じように、ゲームをプレイしていたときの記憶を持っているのではないかと考えた。

　──でも、話をする間もなく行ってしまった。

　どこかで一度落ち着いて話をしたいなと思いつつも、なんだか振ふり回まわされてしまいそうだとティアラローズは思った。
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　王城の地下には、牢ろうがいくつか用意されている。

　ここ最近はめっきり使用されていなかったけれど、現在はその中に男が一人。埃ほこりが舞まい、着ていた執しつ事じ服を白く汚よごしていく。




　牢に入れられているのは、レヴィ。

　罪状は、ティアラローズの誘ゆう拐かいに、アクアスティードへの攻こう撃げき、そのほか不ふ敬けい罪ざいなどもろもろが重なっている。

　処しよ罰ばつの決定はまだ下されていないけれど、オリヴィアが無事でいるのならば自分はどんなに痛めつけられても構わないと思っている。




　──ああ、でも。

「オリヴィアを助けたのに、オリヴィアと会えなかったらまったく意味がないじゃないですか」

　会いたくて仕方がなかったのに、どうしてこうも運命は残ざん酷こくなのだろうとレヴィは思う。幸いなのは、オリヴィアが牢に入れられていないことだろうか。

「そうだ、こんな牢は抜け出してオリヴィアに会いに行きましょう」

　であれば、すぐにでも行動に移した方がいい。

「オリヴィアはいったいどこにいるのでしょう？　……この王城内はすべて把握しているので、軟なん禁きんしやすい部屋を中心に探すのがいいですね」

　何か罪を犯したというわけではないが、オリヴィアは盤ばん上じようの牢ろう獄ごくへ無断で侵しん入にゆうしたこと、その場所を知っていたことなどを踏ふまえて軟禁されている。

「ああ、でもオリヴィアと同じ建物内にいるのだと考えるとぞくぞくします……」

　早く実際に会いたい。

　そう思いながら、レヴィは仕し込こんでいる針金で牢屋の鍵かぎをいとも簡単に開ける。見張りについていた騎き士しは一いち撃げきで気絶させ、代わりに牢へと放り込んだ。




　機き密みつの通路を通りながら、十七部屋目でオリヴィアが軟禁されている場所に当たることが出来た。

　こっそりバルコニーに降り立って、閉まっているカーテンの隙すき間まから部屋の中を覗のぞく。

「王城に軟禁されるなんて、想像もしてなかったわ。しかもよく見ると、ここってイベントスチルで描えがかれていた部屋にそっくり！」

　そこにはいつも通りのテンションで、相変わらず独り言をする彼女の姿。

「ああ、いつものオリヴィアですね」

　そんな姿を見ただけで、安心する。

「出てくる料理も、アクアスティード殿下とのイベントで描かれていたものにそっくり。私、今、モブのような視点で聖地に潜もぐり込こんでいるんだわ」

　罰ばちが当たらないかしらと、興奮しながらオリヴィアがぶつぶつと呟つぶやいていた。

　それを遮さえぎってしまうのは大変申し訳ないが、窓を軽く叩き自分の存在をレヴィはオリヴィアにアピールする。

「そういえば、ティアラローズ先せん輩ぱいは大丈夫かしら。勝手に悪役令嬢の先輩だと慕したってしまっているけれど、迷惑ではないかしら……」

　すでにレヴィが多大な迷惑をかけているが、それと先輩と勝手に呼ぶことははまた違う。

　そして独り言に夢中なオリヴィアは、レヴィの存在に気付かない。自分の思考の海に溺おぼれてしまっている。そしてレヴィは、そんなオリヴィアも好ましいと思っている。

「本当なら、このバルコニーに出て外も眺めてみたい──って、レヴィ？」

「オリヴィア！」

　じっと見つめていたレヴィの視線ではなく、バルコニーからこの王城の中庭を眺めたいというオリヴィアの欲望がレヴィのことを気付かせた。

「あなた牢に……いえ、それより早く入ってきて！」

「はい、オリヴィア」

　さすがに脱だつ獄ごくした人間がバルコニーにいてはまずいと思ったのだろう。オリヴィアはレヴィを部屋へ招き入れた。




「まず、わたくしはレヴィに言うべきことがあるわ」

「はい？」

「牢獄から助けてくれてありがとう、レヴィ」

　あのままあそこで朽くち果はてるのもある意味幸せだったけれど、レヴィのおかげでアクアスティードどころかクレイルにも会うことが出来たのだ。

　オリヴィアはもう死んでも悔くいはないと、その瞬しゆん間かんに確信していた。

「それから……」

「はい」

「あなた、アクアスティード殿下とティアラローズ先輩に酷いことをしたそうね！　もう、わたくしの大好きな人たちになんてことをするの!?」

　事情聴ちよう取しゆと合わせ、オリヴィアはレヴィのしでかしたことをアクアスティードから聞いていた。

　もちろんその場ですぐに土下座して謝罪したが、アクアスティードは首を横に振って謝罪を受け入れない意思を示した。

　そもそも、オリヴィアは牢獄に囚とらわれていただけであり主犯というわけではない。そのため、罪状はほぼほぼレヴィにあるとされている。

「申し訳ございません。オリヴィアを助け出すことしか考えられませんでした」

　いなくなってからは、毎日胸を締しめ付つけられる思いで生きてきましたと……レヴィがはらりと涙を流す。

「レヴィはそんなことを言っていないで、きちんと謝罪してアクアスティード殿下とティアラローズ先輩に誠心誠意罪を償つぐないなさい」

「仰おおせのままに」

　レヴィがオリヴィアを心配する気持ちには全く触れず、とりあえず牢に戻りなさいと指示するオリヴィアだった。





[image: ]






　その日の午後、「お茶会です！」とアカリがにこやかに微笑んでいた。

　集められた面々はというと、アイシラ、キース、クレイル、そして──オリヴィア。どや顔で満足そうにしているアカリに、誰もがやりすぎだと心の中で突っ込みを入れた。

　ちなみに、「続編の悪役令嬢を見つけました」とアカリはとても満足そうにしている。

　一応、始まる前に参加者の情報はアクアスティードから聞いている。うまく話すことは考えず、楽しめばいいと微笑んでくれた。




　アクアスティードはティアラローズの後ろに立ち、何かあればフォローしようと見守ることにした。このメンバーであれば、別段最初の挨あい拶さつを省略しても問題はない。

　むしろ、ティアラローズの現在の状じよう況きようを伝えてあるため敢あえて挨拶をしないのだということにも気付いてくれるだろう。

「なんだティアラ、記憶がないって？」

「……申し訳ありません」

「別に、謝る必要はない。俺おれはキース、お前を祝福した森の妖精王だ」

　くつくつ笑いながら、キースが真っ先に席へつく。

　用意されたお茶会の場所は、豪華なゲストルーム。

　珊瑚のシャンデリアが優しい光を室内に灯ともし、ティーカップに注がれる紅茶の色を引き立てる。次々と運ばれてくるスイーツに目を輝かがやかせながら、ティアラローズは足を運んでくれた人たちを迎むかえ入いれる。

「ようこそおいでくださいました。どうぞごゆっくりおすごしください」

「招待をありがとう、ティアラローズ」

　くすりと笑いながら、クレイルが「お土産みやげだよ」と焼き菓子をティアラローズに渡す。それに瞳を輝かせ「食べたいです」と呟いた。

「ありがとうございます、クレイル様。お好きだと伺った紅茶をご用意させていただきました」

「それは嬉しいね」

　にこやかな笑顔で、クレイルはキースの隣となりに座すわる。

　次に、アイシラが気まずそうにしながらティアラローズの下へやってくる。

「ティアラローズ様……その、なんと申していいのか」

「大丈夫ですわ、アイシラ様。お忙いそがしいなか、急なお茶会にいらしてくださってありがとうございます」

「いえ、そんな。わたくしでよければ、いつでもお力になります」

　アイシラは海の妖精に愛されているため、海の管理を一任されている。その上、魚や珊瑚の品種改良も手て掛がけたりしているので多た忙ぼうなのだ。

　その彼女がいつでもと言ってくれているのは、純じゆん粋すいに嬉しいと感じた。

　ただ、有う無むを言わさずアカリが連れてきたのだろうと考えると、頭が痛くなるけれど。

「それから、ケーキを持ってまいりました。ぜひ召めし上あがってくださいませ」

「まあ、ありがとうございます」

　料理人に腕を振るわせましたと、アイシラが微笑む。

　いったい何のケーキだろうとそわそわしながら、ティアラローズはフィリーネに手渡す。お茶会ですぐに食べられるように、準備をお願いすることも忘れない。

　アイシラが着席して、最後にアカリに引っ張られるかたちでオリヴィアが姿を現した。ハンカチで鼻を押さえていたが、ティアラローズの姿を見つけてすぐに姿勢を正す──わけではなく、流れるような動作で膝ひざをつき土下座の体勢に入った。

「お初にお目にかかります、ティアラローズ様。オリヴィア・アリアーデルと申します。お会い出来たこと、とても光栄です。そしてわたくしの執事が、大変なご無礼をいたしましたことを心からお詫わびいたします」

「え……っ」

　予想していなかったオリヴィアの行動に、思わず後ずさる。

　──でも、わたくしには記憶がない。

「……オリヴィア様。見ての通り、わたくしはこのような状態です。ですから、記憶が戻ったときにまた改めてお話しさせてくださいませ」

　今の自分がオリヴィアに対して、許す、許さないという判断をするわけにはいかない。

「ティアラローズ様……。お優しいお言葉、勿もつ体たいないです。ですが、ありがとうございます。わたくし、とても嬉しいですわ」

「そんな、大おお袈げ裟さです。……ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストです。わたくしも、オリヴィア様にお会い出来たことを嬉しく思います」

　アクアスティードに教えてもらった、今の名前を名乗る。なんだかくすぐったいような感じがして、恥ずかしい。




　──あれ？

　そしてふと、気付く。

　──確か、オリヴィア様は軟禁。執事のレヴィは、牢に入れられているはず。

　そう、アクアスティードが説明してくれたのを思い返す。レヴィを連れてきていないだけいいのかもしれないけれど、アクアスティードが何も言わないからとりあえずは許可を出したのだろう。

　ちらりとアカリを見ると、にっこり微笑んでいる。

　後ろにいるアクアスティードを見ると、疲れ切った様子でため息をついている。すべてアカリの独断ということがわかり、苦く笑しようがもれる。

　そんなティアラローズを見て、アカリがにこりと笑って宣言する。

「さあ、とりあえずお茶会を始めましょう！」

「ええ」

　元気よく取り仕切り始めるアカリに頷き、ティアラローズとアクアスティードも席につく。

　席は、アクアスティード、ティアラローズ、アカリ、アイシラ、オリヴィア、キース、クレイルの順で丸テーブルを囲っている。

「ティアラ様は、ちょっと記憶が抜け落ちていて……お茶会をすることで思い出せたらいいなと思って、みなさまに集まっていただいたんです」

「貴重なお時間を割さいていただき、申し訳ありません。ありがとうございます」

　アカリが軽く説明をして、のんびりとしたお茶会がスタートした。




　自分のティーカップに砂糖を入れて、自分とアクアスティードのティーカップにミルクを入れる。

「……あら？」

　ティアラローズは自分の無意識の行動に、はたと動きを止める。

　──うっかりアクア様の紅茶にミルクを入れてしまった。

　そんなつもりはまったくなかったのに、これは行ぎよう儀ぎのよくない行動ではなかったかと不安になる。アクアスティードに顔を向けると、口元を手で押さえている。

「あの、すみません……アクア様。その、なんというか……入れてしまって」

　自分でも理由がわからず、うっかりです……そう告げて謝罪の言葉を口にする。けれどアクアスティードはゆっくりと首を振る。

「いや、いつもティアラが私の紅茶にはミルクを入れてくれていたんだ。砂糖は抜きでね」

「え……」

「それって、記憶はないのに体が覚えていた！　っていうやつですね。なんだか素敵」

　驚いていると、いい兆ちよう候こうじゃないですかとアカリが微笑む。

「そうだね、嬉しかった。ありがとう、ティアラ」

「は、はい……」

　アクアスティードに髪を優しく撫でられて、少し恥ずかしくなる。

　本当に自分がティアラローズなんだろうかと不安に思っていたけれど、そうだということがわかってほっとした。




　穏おだやかにお茶会は進んでいき、アイシラの持参したケーキもテーブルに並んだ。切り分けられたそれを見て、ティアラローズは瞳を輝かせる。

　ケーキは大好きだから、いっぱい食べたいな……なんて思っていると、突然険悪な雰囲気が漂ただよい始めた。

　──ん？

「……このケーキ、美お味いしくないわ」

「え？　あ、申し訳ありません……オリヴィア様」

　ケーキを一口食べたオリヴィアが、冷たい声でそう告げた。

　隣に座っていたアイシラがびくりと体を揺らして、すぐ謝罪の言葉を口にする。

　先ほどまでの可愛らしくて低姿勢な彼女はどこにいったのか、いったい何が起きたのかティアラローズは理解が追いつかない。

　──とっても美味しいけれど。

　ティアラローズは舌した鼓つづみを打ちながら、おかわりをしたいな……なんて考えていたほどなのに。オリヴィアの口には合わなかったのだろうかと首を傾げているとき、隣に座っているアカリが目を輝かせていることに気付く。

　──あっ、そういうこと？

　思わず、察してしまった。

　案の定、隣からは小さく、しかし力のこもった呟きがティアラローズの耳に届く。

「リアル悪役令嬢！　ティアラ様は全然悪役令嬢っぽくなかったから、ここで見られるなんて嬉しい！」

　全然でごめんなさいね──と心の中で苦笑しつつ、やっぱり自分は悪役令嬢にはなれていなかったのだなと思う。

　けれど、そうなるとオリヴィアを諫いさめていいのだろうか。これがイベントなのか、もともとオリヴィアがこういった性格かどうかはわからないけれど……先ほどの彼女のことを考えると、従来の性格ではないように思える。

　ティアラローズがどうしようか迷っていると、見かねたアクアスティードが口を開く。

「オリヴィア嬢、それくらいにしたらどうですか？　アイシラ嬢が困ってしまっています」

「まぁ。アクアスティード殿下は、ああ、そうですね。アイシラ様とは仲がいいですものね」

　オリヴィアはちらりとアイシラを見て、「失礼いたしました」と簡単な謝罪を口にする。

　それを見たアカリが、ティアラに視線を送る。

「もう、ティアラ様も私にこれくらい……いや、もっと嫌がらせをしないといけなかったんですよ！」

「アカリ様……わたくしは、そんなこといたしませんから」

　ひそひそ声で話しかけてくるアカリに呆れながら、自分の性しよう分ぶんには合わないので、出来そうにないなと考える。人には向き不向きがあるのだ。




　こそこそと話す二人を見て、クレイルとキースが口をはさむ。

「……ティアラローズとアカリは、仲がいいんだね」

「ティアラと釣つり合あいの取れる令嬢なんて、なかなかいねえしな」

　どうしても王太子の妃きさきという身分が先にきてしまうため、ティアラローズへ気軽に話しかけてくれる令嬢はそうそういない。

　マリンフォレストで一番仲よくしている令嬢はアイシラだが、仲のいい友達……というポジションとは少し違うように思う。

　もちろん、ティアラローズはもっと仲よくなれたらいいとは思っているけれど。

「そうなんです、私とティアラ様は親友ですからね！」

　ふふんと誇ほこらしげに、アカリが胸を張って宣言する。

「私はティアラ様の味方です。言っておきますけど、誰が敵に回っても容よう赦しやはしませんから！　特にアクア様！」

「……私か？」

　敵に回るわけがないだろうと、アクアスティードは疲れた表情でアカリを見やる。ティアラローズの髪に触れ、「離すわけがない」と告げる。

「それならいいんです。ティアラ様の記憶が戻らないからポイ、なんてことしたら……私、マリンフォレストを滅ほろぼしますから！」

「アカリ様！」

　唐突な破は壊かい宣言に、ティアラローズは慌あわてて「何を言っているんですか！」と窘たしなめる。

　アカリはヒロインであり、強大な聖なる祈りの力を持っている。正直、本当に滅ぼされてもおかしくはないので笑えない冗じよう談だんだ。

　が──それに笑う男が一人。

「ははっ、お前は面おも白しろいな」

「キース！　もう、笑い事じゃありません……。アカリ様も、そういう冗談はやめてくださいませ」

「私は本気よ？」

「アカリ様……！」

　なお悪いです!!

　窘めてもけろりとしているアカリに再度ため息をつき、もうアカリには何を言っても無む駄だなのだろうとケーキを食べることにした。

　──ああ、やっぱり美味しい。







　主要メンバーを招待してのお茶会だったが、ティアラローズのアクアスティードに関する記憶が戻ることはなかった。

　それを残念に思いながらも、ティアラローズが楽しそうにしていたからいいか……と、アクアスティードは考えることにした。




　ベッドですやすやと眠るティアラローズは幸せそうで、ずっとその寝ね顔がおを見ていたいと思う。

「無理して一緒の寝室を……と思ったが、少しは自惚れていいんだろうか」

　アクアスティードは別室で寝ることを伝えたが、それをティアラローズが拒きよ否ひした。もちろん、ティアラローズの中では多大な葛かつ藤とうがあったのだろう。

　それでも、普ふ段だん通りでお願いします……と、そうティアラローズが告げたのだ。

「ティアラ……」

　ゆっくり髪を撫でていると、愛おしさが込みあげる。

　さて、自分もそろそろ寝よう。そう思った瞬間、ふいに違い和わ感かんを覚え──後ろを振り向く。

「……っ!?」

　出入り口は、閉まっていた。

　扉も、窓も、どこからも侵入することは出来ない。

　それなのに、彼女はそこにいた。

　月が浮かぶ夜空をバックにし、窓の前に立って笑っていた。

「アカリ嬢……どうやってここに侵入した」

　目的はなんだと、アクアスティードは目を細める。

　それにきょとんとしたあと、アカリは声に出して笑う。別に、何かあくどいことをしにきたわけじゃないですよと告げながら、ゆっくりこちらに歩いてくる。

「私、ティアラ様の親友ですから！　心配して様子を見にくるのは、当然です」

「こんな夜中にか？」

「ええ。アクア様と、ティアラ様の記憶に関するお話をするなら今がいいと思いまして」

「…………」

　アカリの言葉を聞き、訝いぶかしむように見る。

　一度、聖なる祈りの力を使いティアラローズを診たはずだ。その際に、アカリが自分には無理だと告げたし、残念に思ったことも覚えている。

「……ティアラ様が海、アクア様が空。それぞれが妖精王の指輪を所有しているなんて、すごいですね」

　黒い瞳が、アクアスティードにはめられた指輪に向けられた。

　聖なる祈りを使うアカリのことを、どうにもつかみどころのない存在とアクアスティードは認識している。今回のことにしても、そうだ。

　──他国の人間が、どうしてこの指輪のことを知っている。

　妖精の王に対しても物もの怖おじしない態度、度胸。

　そして何より、王太子であるアクアスティードの寝室に何も気にすることなく侵入する性格。敵に回せば限りなく面めん倒どうだな……と、心の中でため息をつく。

「それで？　聖なる祈りの力を使って、わざわざ私の寝室へ転移してきたんだ。ティアラの記憶が戻る方法がわかったとでも？」

「わかったというか……そうですね。戻す方法なら、知ってますよ」

「……！」



















　そう告げた瞬間──部屋の空気が、一変した。

　ぴりっとしたそれを肌はだで感じて、本当にティアラローズのこととなると余裕がなくなってしまうのだとアカリは苦笑する。

「聖なる祈りを以もつてしても、戻せないものを……か？」

　疑うようなアクアスティードの言葉に、こくりと頷く。

　別に、聖なる祈りは万ばん能のうじゃない。もちろん、限りなくは万能ではあるけれど──ゲームを進めるのに必要な要素がメインになっているので、続編ゲームに関して手出し出来ることはあまりない。

「私には、戻せません。出来るのは、アクア様だけですね」

「……私？」

「そうです。それは、アクア様にしか出来ないことです。私の聖なる祈りの力を以てしても、敵かなわない。……ティアラ様の親友として、悔しいですけど」

　とてもと付け加えて、アカリは寂しそうに笑う。

「アクア様も、王の指輪を創つくればいいんです」

「王の指輪を？　私が？」

「そうです」

　王の作る指輪には、特とく殊しゆな効果を一つだけつけることが出来る。

　海の指輪は毒物無効。空は音声拡張、森は豊ほう穣じよう。

　──アクア様は、どんな指輪を創るのだろう。

　そんなことが出来るわけないだろうと告げるアクアスティードに、笑って答える。

「私の大好きなメインヒーローは、強いんです」

　だから出来ますよと、太たい鼓こ判ばんを押した。




　ラピスラズリの指輪……続編の、アクアスティードルート追加ディスク。

　単に隠しステージの情報をティアラローズに教えただけなのに、追加エピソードに突とつ入にゆうしてしまうティアラローズは純粋にすごいなとアカリは思った。

　もちろん、発売前に亡なくなっているティアラローズはこのディスクの存在を知らない。

　──この追加エピソード、一万円もしたんだから。

　実現するならば、きっと最高の物語になるはずだとアカリは確信している。もちろん、まだ片足を突っ込んだ状態だから……ちゃんとしたエピソードになるかどうかはわからない。

「アカリ嬢？」

「私の持つ聖なる祈りの力が告げるんです、アクア様は大きな力を秘めているって。それは、指輪という形に創造することが出来る」

　とってもロマンチックじゃありませんか？　そう告げて、微笑む。

「王の指輪のことは、国王から何かを聞いていてもいいと思うんですけど……ああ、やっぱり聞いているんですね」

　探さぐるように問いかけると、アクアスティードの眉がわずかに動く。大好きなアクアスティードのどんな動きも見み逃のがすアカリではない。

　──やっぱり、追加エピソードは進んでいるんだ。

　本来はヒロインであるアイシラと行うイベントだけど、アイシラでなくてもいいということが証明された。

「……その可能性を見み出いだしたのが、ティアラ様で嬉しいです」

　アイシラじゃなくてよかった。




　そう小さな声で呟いて、アカリは来たとき同様に転移し──アクアスティードとティアラローズの寝室を後にした。
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　アカリが主しゆ催さいしたお茶会からはすでに数日経たっているが、記き憶おくはまだ戻もどっていない。それに少し焦あせりを感じるけれど、アクアスティードはゆっくりで大だい丈じよう夫ぶだよと言ってくれる。

　──甘あまえてばかりね、わたくし。

　物理的な方法だけれど、転んで頭を打ったりすれば記憶が戻るかもしれない！　そう思い実行しようとしてみたが、アクアスティードに全力で止められた。

　あとは、アクアスティードとよく行った場所に足を運んでみたり、同じシチュエーションで話をしてみたり。

　けれどただただ幸せな気分を満まん喫きつできるだけで、記憶は戻らなかった。




「はぁ……。さすがにここまで戻らないと、不安ばかり大きくなるわね」

　体が反射的に動くことはあるけれど、記憶というかたちでは何も思い出すことが出来ずにいる。

　どうしてこんなことになってしまったんだろう。そんな思いだけが、ティアラローズの頭の中をぐるぐる巡めぐってしまう。

「……あ」

　そしてふと、気付く。

「もしかして……これも、ゲームイベントの一種？」

　とはいえ、ティアラローズは続編ゲームには登場しない悪役令れい嬢じようだ。可能性ならば、オリヴィアの方が高い。

　──でも、シナリオはだいぶ変わっている。

　悪役令嬢の自分がアクアスティードと結けつ婚こんし、ヒロインであるはずのアイシラには相手がいないのだから。

「もしこれがゲームのシナリオだと仮定するならば、終しゆう盤ばんに近いはず……」

　この続編ゲームはどのようにして終わるのだろうか──という疑問がティアラローズの心に浮うかぶ。

　とはいえ、乙女おとめゲームはエンディングルートが複数用意されている。ラピスラズリの指輪はエンディングルートが多く、同一キャラクターでも三ルートは用意されていた。




　──アカリ様に聞いてみようかしら。

　二人で話す機会を得られなかったため、日本人としての記憶に関しても話をしたい。

「フィリーネにお茶会のセッティングをしてもらおう」

　読んでいた本を閉じて、ティアラローズはテーブルに置いてあったベルを鳴らしてフィリーネを呼んだ。
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　テーブルの上にお茶会の準備をして、乙女ゲームの話題で盛り上がる。

「そりゃあもちろん、アクア様ルートのエンディングといったらあれしかないわ！」

「ええ、ええ！　あれは何度見ても感動ですわ！」

「そ、そうなんですね……」

　アカリをお茶会に誘さそったところ、興奮気味のオリヴィアがついてきた。

　人ひと払ばらいをしたあとにエンディングのことを切り出すと、二人のテンションがぐんぐんと上じよう昇しようしていく。それほどまでにすごいのかと思いつつ、プレイ出来なかったことが悔くやまれる。

「……オリヴィア様も、前世はわたくしと同じ日本人だったんですね」

「そうなんです。お恥はずかしながら……」

　転生し、生まれたときから日本人としての記憶があったのだと教えてくれた。

　ゲームエンディング間近に記憶が蘇よみがえった自分にとっては羨うらやましい限りだが、それはそれで大変なことも多かっただろうなとティアラローズは思う。

　そしてアカリもゲームをプレイしていたということを聞き、胸のつかえが取れたような気分になる。こうして気き兼がねなく話の出来る友人がいるのは、とても安心する。




「ただ、上う手まく悪役令嬢を演じることが出来なくて。アイシラ様にはもっと酷ひどくあたらなければいけないのに、そういったことは苦にが手てで……」

「わざと、アイシラ様にあのような態度を？」

　ティアラローズとは違ちがい、自分の役目をこなさなければ！　と、オリヴィアは考えているようだった。頷うなずいてから、「演技は難しいです」と苦く笑しようする。

「オリヴィア様は、傍ぼう観かん者しやタイプね。私はプレイしたいから、ぐいぐい行くけれど」

「そうですね。キャラクターである殿でん下かたちとわたくしが交流なんて、恐おそれ多おおいです。遠くから眺ながめているくらいの距きよ離り感かんが、わたくしには合っています」

　本来はアクアスティードの婚こん約やく者しやなのだが、大好きなキャラクターである彼かれの近くにずっといたら昇しよう天てんしてしまいそうだったから辞退したらしい。

　なんというか、変わった令嬢だとティアラローズは思う。アカリとオリヴィアの両者ともが、一癖くせも二癖もある。

　そして、話題はエンディングへと戻る。

「とはいっても、すでに正規ルートからは外れてるのよね」

「そうですね……。正規ルートは三人の妖よう精せい王が封ふう印いんしていた怪かい物ぶつを、妖精王たちと協力して倒たおす……というものですから」

　だから、実際のエンディングとは違うものになると思うとアカリとオリヴィアは言う。

「……パール様が眠ねむってらっしゃいますから、確かに協力して倒すことは出来ませんね」

　もともとヒロインであるアイシラが結婚出来なかった時点でアクアスティードルートも何もないのだが、そこには誰だれも触ふれようとはしない。

「ちなみに、その怪物はどこに封印されているんですか？」

「ここよ」

「このお城の地下ですね」

「ええぇっ!?」

　けろりと言い放つ二人に、ティアラローズは目が飛び出るのではというほど驚おどろいた。

　まさか自分が暮らしている地下に、そんな場所があるとは思ってもみなかった。そしてすぐに、アクアスティードや国王は知っているのだろうかという疑問が浮うかぶ。

「本当は、ヒロイン……アイシラ様がすべての妖精王から祝福され、指輪を手に入れてから発生するイベントなんですよね」

「でも、アイシラ様はどの妖精王からも祝福されていませんわね」

「それどころか、アクア様が空の指輪をつけてるっていうイレギュラーよ！」

　それはそれでおいしい展開かもしれないけれどと、アカリが息巻く。

　ゲームになかったエピソードを見られるかもしれないこの機会を、アカリが逃のがすとは思えなかった。

　瞳ひとみを輝かがやかせながら楽しみだと主張する彼かの女じよを止めることは、かなり難しいだろう。

　そして同時に、オリヴィアも期待の眼まな差ざしをこちらへ向けてくる。

　悪役令嬢を演じる彼女は、積極的にはかかわってはこないと踏ふんでいたけれど──やはり未エピソードは気になるのだろうか。

「ティアラローズ様、アカリ様。わたくし、どうしても……ここの地下にある〝封印されし王の間〟に行ってみたいのです！」

「そうね、それは私もぜひ見てみたいわ。というか、オリヴィア様の趣しゆ味みは聖地巡じゆん礼れいだものね。今度ぜひ、ラピスラズリにもいらして」

「ええ！　ぜひ伺うかがわせてくださいませ！」

　ヒートアップする二人に頭を抱かかえつつ、ティアラローズはストップをかける。

「お二人とも、そんな勝手は出来ません！」

「いいじゃない。ティアラ様だって、気になってるでしょう？」

「それは……。でも、もしその怪物の封印が解とけてしまったらどうするんですか」

「んん、なんとかするしかないわ」

「なりません！」

　ヒロイン、指輪、妖精王、そのすべてを揃そろえて倒す怪物。

　それを、この三人で倒せるだろうか？　無理に決まっている。

「でも、見るだけなら……。妖精王の祝福が不要な場所で、わたくしが行っていない聖地はここの地下だけなのです」

「オリヴィア様……」

　王城内や庭は、夜会のときなどに見て回ったのだと言う。

　しかし、さすがに──王城の地下にまでは行けなかったと肩かたを落とす。何かあればアリアーデル公こう爵しやくに迷めい惑わくがかかるため、ぐっとこらえたらしい。

　それだけ聞くとひどく健けな気げだけれど──望んでいる事こと柄がらが大きすぎる。

　さて、どうしたものかとティアラローズが困っているところに澄すんだ声が室内に響ひびく。

「……面おも白しろい話をしてるね」

「クレイル様……っ！」

　──そうだ、クレイル様の武器は情報。

　人払いをしたからと油断していたけれど、空の妖精王に音に関わるものをシャットアウト出来るわけがなかったのだ。

　──どうすればいい。

　相手はアクアスティードに祝福を贈おくっている、空の妖精王だ。

　厳げん密みつに言うなれば、彼はアクアスティードの味方であって、ティアラローズの味方ではない。嫌いやな汗あせが背中を流れ、取とり繕つくろうための笑え顔がおを作る。

　ティアラローズがどうすればいいか考えているうちに、閃ひらめいた！　と言わんばかりに、顔を輝かせたアカリがパンと手を叩たたいた。

「クレイル様、一いつ緒しよに地下へ行きましょう！　〝封印されし王の間〟に、行きたいんです」

「……あの場所を知っているとは、恐れいるね」

　何者だい？　というクレイルの言葉を無視し、アカリがクレイルに何かそっと耳打ちをする。

　──アカリ様？

　いったい何を、そう思っているとクレイルが考える素そ振ぶりを見せたあと──「いいよ」と、いともあっさり了りよう承しようの返事をした。

「え、クレイル様……？」

「アカリの提案に乗ってあげる。ティアラローズは、王城の地下に行きたくはないの？」

「わたくしは……」

　クレイルの問いかけに、言葉が詰つまる。

　心臓がどきどきと加速していって、どうしようもない焦しよう燥そう感かんに襲おそわれた。胸の前でぎゅっと手を握にぎり、クレイルたちをじっと見つめる。

「ティアラローズ？」

「わたくしは、これ以上アクア様たちに迷惑をかけたくはないんです。記憶をなくしているだけじゃなく、王城の地下に行きたいなんていう我わが儘まま……」

　アクアスティードとの想おもい出での日々が記憶にないからか、彼に嫌きらわれてしまったらと、そうなってしまうのではないかと不安に揺ゆれる。

　そんなことはあり得ないけれど、記憶がないという現実にティアラローズは精神的にかなり追おい詰つめられていたのだ。

　勝手なことをして、アクアスティードに嫌われたくはないと、ティアラローズが素す直なおな気持ちを告げる。

「ティアラローズに涙なみだは似合わないね」

「クレイル様……申し訳ありません、わたくし」

「黙だまって」

　クレイルがハンカチを取り出し、ティアラローズの涙を拭ぬぐう。

「大丈夫です、ティアラ様！　王城の地下には、記憶を取り戻す方法があるんです」

「え……？」

　だから行きましょうと、アカリはティアラローズの手を取る。

「それに、ティアラ様の記憶を取り戻しながら聖地巡礼も出来るんですよ。こんなラッキーなこと、ほかにないと思いません？」

「あ！　クレイル様がいいと言えば、きっとアクア様も許可してくれるはず。なら、早さつ速そく今から行きましょう！」

「え、今からですか……!?」

　さすがにそれは、心の準備も何も出来ていない。

　そもそも、もし怪物の封印が解けてしまったらどうするのかなど、想定しておかなければならないことは山のようにあるはずだ。

　ささっと転移したアカリとクレイルが部屋からかき消え、残ったのはティアラローズとオリヴィアの二人だけ……。

　頭が痛いと──ティアラローズはこめかみを押おさえた。
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　ぞわりとした感覚がアクアスティードを襲い、面めん倒どう事ごとがやってくる……ということを察してしまった。

「アクアスティード様、どうしました？」

「招かれざる客だ」

「？」

　執しつ務む室しつで書類の確認をしていると、ふいに部屋の大気が歪ゆがむ。

　ふわりと風に乗ってクレイルが転移してきた──まではいいが、続いてアカリまでが転移してきた。

「クレイル様に、アカリ様……すぐに紅茶を用意しま──」

「それは必要ないわ！　すぐに行くから」

「は、はい……」

　エリオットがもてなしの準備をと動くが、それはアカリによって一いつ蹴しゆうされる。

　ずいっとアクアスティードの前へ出たアカリが、楽しそうに笑う。もうすべてが決定しているであろう話を聞かされて頭が痛くなってきた。




「……ということなんです」

「この王城の地下に、ね。許可するわけにはいかない」

　──地下に何かあるなんていう話は、聞いたことがない。

　国王である父も知らないだろうと、アクアスティードはため息をつく。そんな場所に、すぐ行きましょう、はい行きましょうと言えるわけもない。

　頑かたくなに首を横に振ふるアクアスティードを見て、アカリはぷうっと頰ほおを膨ふくらませる。しかしその顔はすぐ真しん剣けんなものになり、重大な情報をアクアスティードに伝える。




「……王の指輪を創つくる場所が、そこにあるとしてもですか？」




　アカリの告げた言葉に、アクアスティードが息を吞のむ。

　そしてもう一つの情報を付け加える。

「ティアラ様の記憶も、戻ります。ね、クレイル様」

「そうだね」

　聖なる祈いのりの力を持つ乙女と、妖精王の言葉。それを信じないという選せん択たく肢しは、アクアスティードに用意されていなかった。







　大国マリンフォレスト。

　その王城の地下は、広大な迷めい宮きゆうになっており──〝封印されし王の間〟がある。




　薄うす暗ぐらい通路は、少し湿しめったような匂においがただよう。

　古いためか壁かべにヒビの入った箇か所しよなどもあり、長い間よくもっていたものだと感心する。

　無機質な灰色のレンガを並べて作られた壁かべは、ほんのわずかに光を帯びている。魔ま法ほうか何かの類いだろうが、それを気にする者はいない。

　誰もが、この場所に、空気に、圧あつ倒とうされていたから。

「城の地下にこんなスペースがあったとはな……」

　眼前に広がる通路を見て、アクアスティードはその現実に驚く。

　普ふ段だんの服装とは違い、騎き士し服ふくにその身を包み前を見み据すえる。何があってもいいように、各自が動きやすい服装へと着き替かえていた。

　エリオットがランプを手に持ちながら、王城の見取り図を確認する。

　間ま違ちがいなく設計された当時からあったであろう地下通路だが、それらしい痕こん跡せきは地図の上にはどこにもない。

「……歴史の長い国ですからね。建国当時の資料は、ほとんどありません。さすがに、王城の地下について誰も知らないのは問題ですが」

「人間では、どうしようもないな」

　きっと妖精たちと、その王が中心になって管理していたのだろうとアクアスティードは考えた。

　そんな真剣みを帯びたアクアスティードとは全く違う、陽気な声が通路に響く。




「もう、今はそんなことはいいですから早く行きましょう！」

「アカリ様、急に走られたら危ないです！」

「大丈夫。ティアラ様は心しん配ぱい性しようですね」

　髪かみを結び、動きやすさを重視しているらしいハーフパンツ姿のアカリが笑顔を見せる。王城の地下通路が楽しみで仕方がないと、その顔には書いてある。

「そんなに危険はないはずですから、大丈夫ですわ」

「オリヴィア様まで……」

　しかし、そんなにということはいくらかは危険だということだろうと……ティアラローズはため息をつく。誰も怪け我がをすることなく、封印されし王の間へ行けたらいいなと願うばかり。

　主にアカリとオリヴィアが心配で仕方がない。

「……まあ、行きましょうか」

　苦笑しながら、エリオットが先頭を歩く。

　そのすぐ後ろにアカリとオリヴィアにティアラローズ。その後ろは、アクアスティードとクレイルだ。

　戦せん闘とう力りよくの低い女性が間に挟はさまれているかたちになっている。

　少し歩くと、通路が二ふた股またに分かれていた。

　さてどちらに進もうかと頭を悩なやませる──まもなく、アカリとオリヴィアの声が重なった。

「右！」

「……それは、アカリ様の聖なる祈りの力ですか？」

　どうして道がわかるのかと、エリオットは訝いぶかしむようにアカリを見る。

　思わず「あっ」と声をあげるが、アカリは何事もなかったようにエリオットの言葉に頷いた。聖なる祈りの力とはなんて便利なんだろうと、ティアラローズは苦笑する。

　それと同時に、前世で妖精王の隠かくしステージをプレイしている二人がとても羨ましいと思った。







　一時間ほど歩いただろうか。

　長い通路の先に、光が見えてきた。豪ごう華かな扉とびらの両りよう脇わきに、花を象かたどったランプが置かれ辺りを照らしている。扉には、妖精たちが何かを守るように彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

「本当にありましたね……」

　半信半疑だったエリオットは、辿たどり着ついた先でぽかんと口を開く。そしてすぐ、持ってきていたノートにメモを取る。

「さあ、行きましょうティアラ様！　きっと、ここでなら記憶が戻るはずよ」

　ぐいっとティアラローズの手を取り、アカリは扉に手をかける。

　すんなり開いた扉の奥おくには、部屋の中央に祭さい壇だんが一つだけ設置されていた。室内の壁は円状の壁へき画がになっていて、人間と妖精たちが幸せそうに暮らす姿が描えがかれている。

　ティアラローズたちをいとも簡単に招き入れた、封印されし王の間。

「……誰だ？」

「え？」

　じいっと台座を見つめるティアラローズの後ろにいたアクアスティードが、おもむろに声をあげる。その視線は中央の台座に注そそがれているが、人のいる気配は感じられない。

　ティアラローズがどういうことだろうと思っていると、アカリとオリヴィアが息を吞のむ音が聞こえた。

　──あ、なるほどゲームのストーリーになっているのか。

　クレイルは表情を変えないからわからないけれど、困こん惑わくしている様子からエリオットにも見えていないのだろう。

　そしてひそかにテンションを上げている女性二人にも、もちろん見えていない。




　部屋に入ったアクアスティードは、ティアラローズの記憶を蘇らせるための指輪のことを考える。

　──ここで、指輪を創ることが出来る。

　どうしてそう思ったのかはわからないが、アクアスティードの本能がそう理解した。そして視線は、部屋の中央部分へと向く。

『……ここにお客さんがくるなんて、何年……何千年ぶりだろう』

「あなたは──」




『ようこそ、私の子孫』




　問いかけようとしたアクアスティードの言葉を遮さえぎり、男がにこりと微笑ほほえんだ。

　白に近い金色の髪を一つに結び、肩から体の前に流している。白を基調とした服装はどこか年代を感じさせ、長いマントの裾すそが床ゆかに広がっていた。

　その顔は自分にそっくりなのに、雰囲気はまるで違う。自分と対照的な彼の、考えの読めない笑顔を見る。

「何代か前の、マリンフォレストの王ということですか……？」

　歴代の王たちの肖しよう像ぞう画がを思い浮かべるが、目の前に立っている男の顔に見覚えはない。可能性があるとすれば、なぜか肖像画がない初代国王だろうか。

『正確には初代、だね』

「フェレス・マリンフォレスト」

　アクアスティードがすぐに名を呼ぶと、『よく出来ました』と返される。

　初代の王の名を、忘れたりはしない。

『クレイルも久しぶり』

「ああ、フェルも相変わらず元気そうだね」

「……！」

　顔見知りだったのかと一瞬驚いたが、すぐに当たり前かとアクアスティードは納なつ得とくする。人間と違い、長い時を生きる妖精王。マリンフォレストの建国前から生きていたとしても、不思議ではない。

　フェルと愛あい称しようで呼ぶクレイルは、どこか嬉うれしそうだ。

　──そうなると、かなり親しい間あいだ柄がらということか。

　昔は妖精と人間が今よりももっと親密だったという。それは歴代の国王の力があってこそだと、アクアスティードは知っている。

　今よりもずっと妖精に愛される努力をしていたのだろう。王城にある書物は、どれも古いもので新しいものは少ない。

　初代国王ともなれば、それは言うまでもない。

　マリンフォレストを造り、妖精の王たちにそれを認めさせたのだから。尊敬という一言しかない。

『クレイルの指輪を持つ子が私の子孫で、パールの指輪を持つ子は？』

「私の妃きさきです」

『そう。ああ、そういえばまだ名前を聞いていなかったね』

　アクアスティードとティアラローズを交こう互ごに見て、フェレスは手を差し出す。握あく手しゆをしながら、アクアスティードは名を名乗り礼をする。

『アクアスティードか。うん、いい名前だ』

「ありがとうございます」

『あっちはティアラローズね。あの子だけキースの祝福を受けてるんだ、すごいね』

　驚いたようにティアラローズを見て、『キースは温和になったかなぁ』とフェレスが笑う。しかしすかさず、クレイルが言葉を続ける。

「なってないね」

『だと思った！』

　手を叩きがら笑うフェレスは、先ほどよりもずっとあどけない。どちらが本来の彼なんだろうと思いながら、静かに観察する。

　そしてこの初代王──フェレスが、どうしてここにいるのか。

　──封印されている怪物、ではないだろう。

　怪物の見張りのような役割をしているのかと考え、しかしここで指輪を創ることが出来るのならば、それに関係しているのかもしれないとも思う。

　もしくは、その両方だろうか。

『──さて』

　パチン、と。

　フェレスが指を鳴らし、中央にあった祭壇を一いつ瞬しゆんにして玉座へと変える。後ろでティアラローズたちの息を吞む声を聞きながら、何が始まるのかとアクアスティードは警けい戒かいした。

　悪意はないと思うが、意図が読めない。

　──にこやかな笑えみがこれほど恐こわいと思ったのは、初めてだ。

『うーん、全員に私の姿が見えないのは不便だね』

「フェルは幽ゆう霊れいだから、見える人が限られるんだよ」

　不満そうなフェレスの言葉に、クレイルが仕方ないと返す。

　幽霊という言葉を聞き、確かにそうだとアクアスティードは納得する。この長い時を生身のまま生きていられるわけがない。

『アクアスティード・マリンフォレスト』

「はい」

『ここで、お前は指輪を創ることが出来る。そのために来たんだろう？』

　澄んだ声が、否定を許さぬように告げる。

「……本当の王が、指輪を創れるのですか？」

『そうだよ。ただの王ではなく、本当の王の力がなければ駄だ目めだ。アクアスティード、お前は選ばれたんだよ。だから私の姿が見え、指輪を得られる』

「…………」

　フェレスの言葉に、ゆっくりと頷く。選ばれたという言葉に、胸が熱くなる。しかし同時に、この国の王太子として確認しなければいけないこともある。

「その前に、一つ。ここには怪物がいると聞きましたが、それは──」

『大丈夫。封印がしっかりされているから、起きることはないよ』

「そうですか」

　ほっと胸を撫なでおろし、アクアスティードはまっすぐフェレスを見つめる。

「ティアラローズが、海の妖精王の指輪をつけて記憶を失っている。……その記憶を取り戻すために、私は王の指輪を手に入れたい」

　指輪をたった一人の女性のために創るなんてと、拒きよ絶ぜつされるのではないかという不安はあった。だが、フェレスを見て──そんなことを言う人間ではないと、アクアスティードは直感した。

　小さなことにこだわらず、おおらかに生きている。そんな人物だと、本能で気付いたのだ。

『いいよ』

　フェレスはすぐ告げて、おいでと手招きをする。

『でも、何も条件がないのはつまらないなぁ』

「……何を、望まれますか」

　玉座の前まで歩いていき、アクアスティードは跪ひざまずく。

　フェレスが何かを望むのであれば、それに全力で応こたえよう。こちらはティアラローズの記憶がかかっているのだ、多少の無茶くらいしても問題はない。

『私が望むのは、絶対的な盟めい約やくだ』

「……盟約を？」

　破られることのない誓ちかいがほしいと、フェレスが綺き麗れいな顔で笑う。

　──私が初代国王を裏切ることは、ないに等しい。

　それなのに、それを望むというのだから不思議だ。横目でクレイルを見ると、首を横に振り好きにすればいいと意思表示している。

『どうする、次代のマリンフォレスト国王よ！　私に怖おじ気けづいたか？』

「まさか。ティアラのために、私は王の指輪を創る。フェレス・マリンフォレストへの盟約なんて、この国に生まれたときから誓っている」

　王族を見くびらないでほしいと、アクアスティードは告げる。

『それでこそ、私の子孫だ』

　アクアスティードの反応に満足そうに笑い、フェレスはティアラローズの名を呼ぶ。

『彼女のための指輪なんだから、本人がいるところで創るのがいい』

　そう言い、アクアスティードを見やる。

　クレイルがティアラローズを連れてきて、その肩にそっと手を置いた。

「ええと……？」

　困惑しながらも、素直に従うティアラローズ。

　瞬しゆん間かん、ふわりとティアラローズの髪が舞まって、密閉されているはずの室内に風が吹ふいた。

　そして目の前に現れた人物に、目を見開く。




「──アクア様が、もう一人？」

『私はフェレス・マリンフォレスト。この国の初代国王だよ、ティアラローズ』

「っ！　失礼いたしました。わたくしはティアラローズ・ラピス・マリンフォレストでございます」

　すぐに最上級の礼をとり、ティアラローズが跪く。

『堅かた苦くるしい挨あい拶さつは、もう終わり。さあ、指輪を創ろうか』

　──エンディングじゃない、よね？

　指輪を創ろうと告げたフェレスは、アクアスティードによく似た笑みを浮かべる。その姿は楽しそうで、ここに怪物が封印されているとはとてもじゃないが思えなかった。

『ああ、そうか。ティアラローズも、心配だよね』

「あ、あの……」

『怪物のことなら、心配いらないよ。封印されているから、出てくることはない』

「そうですか……」

　マリンフォレストのことを考えてくれて嬉しいと、フェレスが言う。

『クレイルがお前に触れている間だけ、私の姿が見えて声が聞こえるから』

「はい。クレイル様、ご不便をおかけします」

「構わないよ」

　二人のやり取りを見ながら、フェレスは『おいで』とティアラローズをアクアスティードの横に呼び寄せる。

『さあ、ティアラローズ。左手をアクアスティードに差し出して』

　こくりと頷き、ティアラローズは言われたとおりに左手を差し出す。その手を取り、アクアスティードは甲こうに優やさしくキスを贈おくる。




　優しくて、真剣な表情のアクアスティードが──なぜかいつもとは別人のように見える。普段よりも緊きん迫ぱくした空気が伝わってきて、ごくりと唾つばを飲む。

　クレイルがティアラローズの肩から手を離はなし、「目を閉じて」と告げる。

　何も見えなくなった視界に、感じるのは手に触れるアクアスティードの温ぬくもりだけ。どきどきする心臓の音が大きく聞こえて、ほかの人に聞こえているのではと考えてしまう。

『フェレス・マリンフォレストの名において、アクアスティード・マリンフォレストに王の指輪を与あたえる』

　アクアスティードの指先が、ティアラローズの左手薬指をなぞる。

　そこには結婚指輪がはめられているが、すぐに違う指輪の存在を肌はだで感じる。元々の指輪と、新しい指輪の重ね付け。

『誓せい約やくの言葉は──わかるだろう？』

　初代王フェレスの声が、アクアスティードの背中を押す。




「マリンフォレストの大地を見守る星よ、アクアスティード・マリンフォレストの名においてここに誓う。流れる星と、国を支える大地が滅ほろびようとも、指輪が輝きを失うことはありえないと──」




　アクアスティードが誓約を終えると同時に、ティアラローズの左手薬指に顕けん現げんした指輪が強く光り輝いた。
















「これが……アクア様の、指輪？」

　ティアラローズの左手薬指。

　元々はめていた結婚指輪に重なるようにして、つけられた新しいアクアスティードの指輪。きらきら光る星の宝石があしらわれ、まるで夜空のようだ。

「……わたくし」

「ティアラ？」

「…………アクア」

　気付けば、ぽろぽろと涙なみだが溢あふれ出でていた。

　何度も「アクア」とアクアスティードの名前を呼んで、それが自分の愛いとしい人の名前であることを確認する。どうして忘れてしまっていたのだろうというほどに、アクアスティードの記憶が蘇る。

　そんなティアラローズを見て、アクアスティードがハッとした。すぐ抱だき寄せられて、「ティアラ」と呼応するかのように名前を呼ぶ。

「アクア様、アクア……っ！　わたくし、思い出しました……っ」

「ああ」

　ティアラローズとしてこの世界で生きてきたことを、アクアスティードと結婚し毎日幸せに暮らしてきたことを。

　それはどれもかけがえのない、ティアラローズにとって大切な記憶。

　自分からもぎゅっと抱き着いて、アクアスティードの胸に顔を埋うずめる。

「ごめんなさい、アクア様のことを何度も傷つけてしまって……っ」

　しゃくりあげるように泣きながら、ティアラローズは謝罪の言葉を口にする。

　頭を撫でながら、アクアスティードは何度も「大丈夫」と告げる。

「たとえ記憶が戻らなくても、私はティアラを離したりしない」

「アクア様……」

「でも、もし嫌がられたら──閉とじ込こめてしまっていたかもしれない」

　嫌がられることはなかったけれどと、アクアスティードが微笑む。

「たとえ記憶を失っていたとしても、わたくしがアクア様を嫌うはずありません！」

「ティアラ……」

　真剣な瞳で告げて、それだけは間違うことはありませんと告げる。

「絶対です。断言出来ます」

「奇き遇ぐうなことに、私も断言出来る」

　二人ともが、何があっても互たがいを嫌いになるはずはないと笑いあう。




「これってハッピーエンド？」

　首を傾かしげるようにして、アカリが隣となりに立つオリヴィアへと問いかける。

　眼前にいるのは、抱き合っているティアラローズとアクアスティードだ。この二人が幸せならば言うことはないが、妖精王が全員揃っていないし怪物だって倒していない。

　ゲームとは違う内容になっているのは、それはそれで楽しいけれど。

「おそらく……そうだと思いますが」

「でも、オリヴィア様は執しつ事じがティアラ様とアクア様に無礼を働いて牢ろうに入れられているじゃない。それはハッピーとは言えないわよね？」

「アカリ様、お忘れですか？　……わたくしオリヴィア・アリアーデルは、悪役令嬢ですわ」

　自分の執事が牢ろう屋やに入れられているなんて、実に悪役令嬢みたいだとオリヴィアは言う。

　しかしそれを面白いと思わないのが、アカリだ。せっかく仲良くなったオリヴィアが寂さびしそうにしているのは嫌だし、そもそもゲームに登場しない執事の存在も気になっていた。

　それをオリヴィアに伝えると、「ああ」となんでもないように笑う。

「レヴィは、小さいころにわたくしが拾ってきたんです。名前を付けて、執事としての教育を施しました。ただ──」

「ただ？」

　人を拾うとは、思っていたよりも大だい胆たんな人物だったんだなとアカリは感心する。続く言葉を催さい促そくすると、オリヴィアは困ったように表情をしかめる。

「わたくし、独り言が多くて。よくゲームの内容を口にしていたんですが……レヴィはそれを全部覚えていたみたいで」

「あら……」

「だから、ゲームの内容をすべて把は握あくしているんです」

　オリヴィアの独り言を真ま面じ目めに受け取り、それをすべて信じてしまっているのだという。もちろんゲームの内容は真実ではあるが、ここは厳密にはゲームの世界ではない。

　違いはあるが──それに関してもオリヴィアが考察していたため、レヴィはなるほどと納得し自身で思案したりしていたのだろう。

　ゲームキャラではない最強のパートナー、レヴィはそんな存在に仕上がってしまったのだ。

「暗器使いの執事、確かに最強ね」

「自じ慢まんの執事です」

　アカリとオリヴィアの話がひと段落したところで、ぞわりとしたような重い空気が辺りを包む。誰もが何事だと辺りを見回し、アクアスティードとエリオットは腰こしの剣けんに手をかける。

「もしかして、封印が……!?」

　ティアラローズのあげた声に、緊きん張ちようが走る。

　だがフェレスからは問題ないと告げられている。ティアラローズが玉座を見ると、変わらずフェレスはそこにいた。

「フェレス殿下……っ」

『……大丈夫だよ、まだ』

　フェレスが力を使うと、ぞわりとした空気は一いつ掃そうされる。ほっとしながらも、心の中ではこの怪物が出した力の欠片かけらに恐きよう怖ふする。

　倒さなくていいのかと、思う。けれど、初代王が問題ないと言い切ったのだ。それを覆くつがえせるものなど、ここにはいない。

　正確には、クレイルであれば可能性はある。しかし何も言わないクレイルは、それをするつもりは毛頭ないらしい。

　フェレスは玉座に深く腰かけ、金色の瞳でアクアスティードを見つめる。

『それは王の指輪だ。アクアスティード、その誇ほこりを捨ててはいけないよ』

「もちろんです」

『ティアラローズ。私の可か愛わいい子供を、よろしく頼たのむよ』

「……はい！」

　ティアラローズとアクアスティードの返事を聞き、フェレスは満足げに微笑んだ。そしてクレイルに視線を向け、『よろしくね』と手を振る。

「今度はキースを連れて遊びにくるよ」

『うん。楽しみにしてる』

　フェレスがパチンと指を鳴らすと、玉座が消えて再び祭壇が姿を現した。同時に、フェレスの姿も見えなくなる。

　がらんとした空間に寂しさを覚え、ティアラローズは自分の手を握りしめた。

「アクア様」

「……まさか初代王が、地下にいるなんて思ってもみなかった」

　ここにこようと言ったアカリに感謝しなくてはならないなと、アクアスティードは苦笑する。

　祭壇に向かい礼をし、アクアスティードはティアラローズの手を取る。あとは戻るだけだと振り向き──大きく目を見開いた。

　入り口の天てん井じよう部分が、今にも崩くずれ落おち始めようとしていた。

　──どうして、いつの間に？

　その下には、ちょうどアカリとオリヴィアが立っている。

「アカリ様、オリヴィア様!!」

　振り向いたティアラローズも気づき、すぐに二人の名前を呼ぶが──部屋の中央にいるティアラローズたちでは間に合わない。

　部屋を調べていたエリオットも、離れた場所に立っている。

　嫌な音を立て、天井が崩れようとした瞬間に──黒い影かげが飛び出してきて二人を庇かばうように、その瓦が礫れきを弾はじき飛とばす。

「──レヴィッ！」

「はい、オリヴィア」

　いつもの執事服を身にまとい、空中から優雅に着地する。

　名を呼ぶオリヴィアに優しく微笑んで、「お怪我はございませんか？」と問いかけた。

「ええ、問題ないわ」

　レヴィに微笑みかけ、「よくやったわ」とオリヴィアが褒ほめる。

　城の地下牢に入れられていたはずの執事が、いったいどうやってここまで来たのか。誰もが頭を抱えたくなったが、アカリとオリヴィアを救ったのは幸いだった。




　一連の流れを見たアクアスティードは、大きくため息をつく。

「ああもう、最近は予想外のことが起こりすぎていて困るな」

「……そうですね。わたくしもたくさん無茶をして、アクア様を困らせてしまいました」

　その結果、眠りにつきあまつさえ記憶をなくすという大失態だ。

「とりあえず、ここから出ましょう。また崩れてきたら大変ですから──えっ!?」

「何……ッ!?」

　戻ろうとした瞬間、再び怪物のぞくりとした気配がティアラローズとアクアスティードを襲う。問題ないはずじゃなかったのかと思いながら、アクアスティードはティアラローズを背に庇う。

「なんで、封印はまだ保っているはず……！」

　クレイルも驚きながら祭壇を見るが、フェレスの姿はない。今までこんなことはなかったのに、どうしたというのか。

　光の帯がティアラローズへ一直線に伸びてきて、思わずぎゅっと目を閉じる。攻こう撃げきから目を逸そらしたらいけないけれど、理り屈くつではわかっても、実際開いてはいられなかった。

　恐怖に体が支配され、怪物が復活してしまう──そう思った瞬間、部屋の中が夜空に包まれた。

「──っ？」

　暗くなった辺り一面を照らすかのように、ティアラローズが身に着けたアクアスティードの指輪がきらきら光り星を放つ。

　まるで、怪物の一部を浄じよう化かするかのようだ。

「温かい……。これが、アクア様の指輪の力？」

　ティアラローズを守るように光り、指輪から自分に向かって祝福が降り注いでいることがわかる。

　怪物が放った攻撃は、薬指の指輪に吸収されるようにしてかき消えた。

「すごい……」

「アクアスティードの指輪は、夜空を生み出すの？」

　あっけにとられるティアラローズを見ながら、クレイルは「とんでもないものを創ったね」とあきれる。




　──まさに、王の指輪と呼ぶにふさわしい。

　そう、かすかな声がティアラローズの耳に届く。

　けれど、それが誰の声だったのかまではわからなかった。クレイルか、それとも今は姿を消したフェレスか──。
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　王城の地下から自室へ戻り、ティアラローズはぼうっと考え事をしていた。視線が宙を泳いで、どうしたらいいのか自分の中で結論が出ない──そんな気持ち。

　自分の薬指に重ねられた指輪を見て、指でなぞる。

「アクア様がわたくしのためだけに創ってくれた、指輪」

　指輪を見たティアラローズを見て、アクアスティードはとても嬉しそうだった。何度も愛おしそうに指輪を見て、その手に口づけてからティアラローズにもキスを贈った。

「……アクア様」

　思い出すと、少しだけ恥ずかしい。

　今度は絶対外さないように気をつけなければと、手を握りしめる。これがうっかり外れて、また記憶喪そう失しつになってしまったら笑えない。




　そんなことを思っていると、ノックの音が部屋に響く。

　どうぞと促うながすと、来客を告げるフィリーネだった。アカリとオリヴィアがきていると告げ、どうしますかとティアラローズに問う。

「お通しして。フィリーネは、紅茶をお願い」

「かしこまりました」

　ティアラローズは立ち上がって、アカリとオリヴィアを部屋に招き入れる。すぐ後ろにレヴィの姿を確認して、思わず指輪のはまっている手を隠かくしてしまう。

　それを見たオリヴィアが深く頭を下げて、謝罪の言葉を口にする。

「……もう、レヴィは何もいたしません。ティアラローズ様、この度たびは本当に申し訳ありませんでした」

「大変申し訳ございませんでした」

　レヴィも同じように頭を下げ、ティアラローズに謝罪する。

　あんな見事な土下座を披ひ露ろうしたのだから、あまり思いつめないでほしい……そう思いながら、そういえばあのときは記憶がなかったのだと思い出す。

「……わたくしの行動も軽けい率そつでした。レヴィはオリヴィア様を助けるために、動いていたと聞いています。オリヴィア様がご無事で何よりです」

「ティアラローズ様……」

　自分の身の回りがひと段落し、ゲームに意識がいき過ぎてしまった。

　隠しステージなんて楽しそうなものを聞いてしまっては、じっとしていられないと思ってしまったティアラローズも悪いのだ。

　オリヴィアとレヴィは、すでにアクアスティードにも再度謝罪に行ってきたらしい。

　物理的に首が飛んでもおかしくないと思いながら、誠心誠意頭を下げたとオリヴィアは告げる。

「アクアスティード殿下はお優しいですね。わたくしのようなモブにまで、今回の地下通路発見を功績として酷い処しよ罰ばつはございませんでした」

「そうですか……」

　モブじゃないと突つっ込こみたいところだが、話の腰を折ってしまいそうだったのでぐっと我が慢まんする。

　今回、オリヴィアとレヴィの罰ばつは主に金銭だという。

　アクアスティードの下した判断を聞き、内心でほっとした。自分と同じ元日本人が処罰されるところなんて、やはり見たくはない。

　──それに、レヴィの気持ちもわかるもの。

　オリヴィアのようにアクアスティードが囚とらわれてしまっていたら、自分はなりふり構わずゲーム経験者としての知識を最大限利用していたはずだ。

　加えて、一応権力だってある。

　──レヴィよりも、もっと酷いかもしれない。

　そう苦笑するティアラローズだが、二人の謝罪を受けアクアスティードも同じことを考えていた。誰かを好きでいることが、こんなにも人を衝しよう動どう的てきにしてしまうのだと──誰かを愛して初めて本当の意味で知る。

「ティアラローズ様、これからも仲良くしてくださいませ」

　そう言って笑うオリヴィアに、アカリの手が抱きつくように纏まとわりつく。

「あら、私もいるのよオリヴィア様」

「はい。お二人とも、今回は本当にありがとうございました」

　ティアラローズが改めて礼を言い、笑顔を見せる。

「またマリンフォレストに来るから、定期的にお茶をしましょう！」

「ええ、ぜひ」

　無理を言ってマリンフォレストに滞たい在ざいしているアカリは、ティアラローズの元婚約者であるハルトナイツと婚約している。

　今まではティアラローズがハルトナイツに苦労させられていたが、これからはハルトナイツがアカリに苦労させられそうだな……と、心の隅すみで思ったのだった。

「三人で聖地巡礼もしたいですわね……。ティアラローズ様がいらっしゃれば、どこでも顔パスですもの！」

「えっと……」

　さすがにそんなところで権力を振りかざすわけにはいかないので、苦笑する。常識あるオリヴィアのことだから冗じよう談だんだろうと流していると、再び部屋にノックの音が響く。

「ティアラ」

「アクア様」

　顔を覗のぞかせたのは、アクアスティードだった。

「ああ、邪じや魔まをしたかな？」

　部屋にいるアカリとオリヴィアを見て、「出直そうか」とアクアスティードが告げる。しかしすぐ、アカリが「もう失礼するところですから」と首を振る。

「実は今日中にマリンフォレストを出ないといけないんですよ」

「え」

「今日中……ですか」

　突とつ然ぜん告げるアカリの言葉に、ため息しか出ない。

　見送りの準備がまったく出来ていないため、アクアスティードが隣に控ひかえていたエリオットに準備の指示をする。

「アカリ様、そういうことはもっと早く言ってくださいませ」

「ごめんなさい。でも、楽しいこの時間に水を差したくなかったから」

　アカリが席から立ち上がって、ティアラローズの手を取る。しっかり握って、今回は自分がいろいろはっちゃけてしまってごめんなさいと謝あやまった。

「ティアラ様に、余計な負ふ荷かをかけたかったわけじゃないんです。……隠しステージのこととか」

「いえ。今回のこと、アカリ様に教えていただいてよかったと思っています。オリヴィア様ともお友達になれましたし、アクア様の指輪をいただくことが出来ました」

　本当に嬉しいのだと、ティアラローズは心から告げる。

　それなら……と、アカリも笑いながら頷いた。

「なら、次はもっと大だい冒ぼう険けんをしないといけませんね！　私、ラピスラズリに帰ったら怪物を倒せるくらい鍛きたえておきますから!!」

「お願いですから大人おとなしくしてくださいませ、アカリ様」

　彼女ならば、本当にそれくらい強くなって帰ってきそうで──怖こわい。

　突然やる気を出したアカリをたしなめ、どうかしばらく厄やつ介かい事ごとが起こりませんようにとティアラローズは祈るのだった。
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　アカリたちを見送り、やっとこの一連の騒そう動どうに終しゆう止し符ふが打たれた。

　ティアラローズが隠かくしステージ見たさに独断で動いた結果、多くの人に迷めい惑わくをかけてしまった。

　一部では喜んでいた人物もいたが、アクアスティードに要いらぬ苦労ばかりさせたと……そう思っている。




　たまには寝ねる前にワインでもと、アクアスティードが質のいいものを持って寝しん室しつに入ってくる。

「疲つかれているだろうから、飲んですぐ眠ねむるといい」

「ありがとうございます、アクア様。……たくさんご迷惑をおかけしてしまいました」

　申し訳ありませんと、ティアラローズはアクアスティードに頭を下げる。それを見たアクアスティードはくすりと笑い、その頭に優しく手を置いた。

「？」

　わしゃわしゃと撫なでられて、乱れたティアラローズの髪かみを見てまた笑う。

「別に気にしてない。ティアラのしたいことを全部教えてほしいし、これからもこうやって楽しく過ごしていきたいと思ってる」

　王太子が言うことではないけれどと前置きをし、アクアスティードは口元に指を当てる。

「毎日、単調な執しつ務むだと……刺し激げきがほしいと思ってしまうだろう？」

「アクア様ったら……」

　思わずぷっと噴ふき出だして、ティアラローズも一いつ緒しよに笑う。

　二人で寝しん台だいに腰こしかけ、グラスに注そそいだワインで静かに乾かん杯ぱいする。窓から入ってくる月明かりのみが室内を照らし、二人の間に甘あまい空気を作り出す。

　アクアスティードがティアラローズの手を取り、創つくった指輪へと触ふれる。暗くら闇やみでも輝かがやくそれは、アクアスティードの想おもいすべてが詰つまっているのだとティアラローズは思う。

「光り輝く指輪なんて、世界にきっとこれだけですね」

「ああ」

　大切な、宝物だ。

　そっとアクアスティードが唇くちびるを寄せて、指輪に口づけする。
















　それが少しくすぐったくて、まるでじゃれているかのよう。そのまま頰ほおに、額ひたいに、唇に──優やさしいキスが降り続き、それから唇が離はなれてアクアスティードと目が合った。

「アクア様は、いつもわたくしの予想を越こえてきます」

「そう？　私からしたら、ティアラの方がよっぽどだよ」

「わたくしが？　そんなこと、ありません。アクア様の方が、ずっとずっとすごいです」

　──妖よう精せい王ですら、凌りよう駕がしてしまうのではないだろうか。

　なんて、そんなことを思う。

　ティアラローズだけを見つめてくれる、金色の瞳ひとみ。

　指輪のようにきらきらと輝くアクアスティードの瞳に、つい魅み入いってしまう。ゆっくりアクアスティードの頰に手を伸のばして、頰を撫でる。

　──そういえば、キースやクレイル様の瞳もアクア様と同じ色だったな。

　もっとアクアスティードの瞳が見たい、そう思ったとき──とある可能性に、気付いてしまった。




　──金色の、瞳。




「アクア様……」

「うん？　なあに、ティアラ」

「……いいえ。わたくし、アクア様が大好きです」

　そっと、アクアスティードの目じりへと口づけて、ワインが零こぼれないように抱だきつく。

　もう一度アクアスティードの名前を呼んで、アクアスティードにも自分の名前を呼んでもらう。




　金の色は、王の瞳。

　妖精の王はみな、金色の瞳を持って生まれてくる。それ以外の者が、その瞳に金を纏まとうことはありえない。




　──アクア様の瞳は、妖精王と同じ金色……？

　今までまったく気にしていなかった疑問が、ここにきて溢あふれ出でる。

　アクアスティードが指輪を創れたことは、ゲームのメインキャラクターだからだと思っていた。でも、現実的に考えて──メインキャラクターという理由だけで、指輪を創ることは難しいのではないだろうか。

　フェレスが手伝ってくれていたとしても。

「もっと甘えて、ティアラ」

「アクア様も、甘えてください」

　くすりと笑って、ティアラローズはすり寄っていく。アクアスティードの大きな手が、ティアラローズの背中を撫でる。

　その体温が心地ここちよくて、ワイングラスをサイドテーブルへと置く。そのまま二人で横になり、おやすみなさいとキスをして眠ねむりにつく。




　アクアスティードという存在は、人間というくくりよりもっと大きな何かがあるのではないだろうか──そんな疑問が、ティアラローズの中に残った。
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　こんにちは、ぷにです。この度たびは『悪役令れい嬢じようは隣りん国ごくの王太子に溺でき愛あいされる４』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　あっという間に四巻となり、時が経たつのは早いなと実感しております。こう、年を取るごとに月日の流れが加速していくので震ふるえます……。怖こわい。

　悪役令嬢四巻が発売の本日、一巻が発売されてから一年になりました！　おめでたいです、個人的にケーキでお祝いします！

　最近はパンケーキとフレンチトーストがお気に入りです。つい食べ過ぎてしまうのがあれではありますが……。

　加えて、私の作家歴も今月から三年目に突とつ入にゆうです。そうです、丸二年となりました。

　こうして活動していけるのも、皆みなさんに読んでいただけるからこそ。ありがとうございます。これからも、楽しいことをいろいろお届け出来たら嬉うれしいです。




　さて、四巻です。

　新キャラも登場し、マリンフォレスト……というよりは、少しずつアクアスティードに焦しよう点てんを当てつつ話を進めていっております。

　やっとアクアスティードのことを書ける！　と、嬉うれしかったり。仕し込こんでおいた伏ふく線せんを回収し、次回はアクアスティードのターン！　と、叫さけびたいです。

　そして地味に上がっていく女子率。相変わらずキャラの濃こい感じは否いなめませんが、作者的には推おし語り女子会を開いてほしいです。

　ティアラローズの推しはもちろんアクアスティード。

　アカリはハルトナイツ＆アクアスティード（現実とゲームで分ける）。

　オリヴィアはミーハーなので推しがたくさん。むしろ無機物も推す。

「キャラだけではなく設定や建造物も愛してくださいませ!!」って力説するオリヴィアが浮うかんで、少しほっこりしました。

　その後は仲良く聖地巡じゆん礼れいします。まざりたい（笑）。




　ここでお知らせです。

　なんと、コミカライズが決定いたしました！

　ティアラローズやアクアスティードが漫まん画がで読めてしまうという、至福です。漫画は大好きなので、私が今から楽しみで仕方ないです。

　今後の情報に関しては、随ずい時じ公式ホームページやツイッターでお知らせしていきますので、ぜひぜひチェックしてみてくださいね。

　巻末ではキャラクターラフ掲けい載さいや告知もしていますので、そちらもぜひ。




※電子版には巻末のコミカライズ告知・キャラクターラフは収録しておりません。




　最後に、皆さまに謝辞を。

　悪役令嬢一周年、コミカライズと、こうして迎むかえられたことがとても嬉しいです。

　そして本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。少しでも楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　担当してくださった編集のＹ様。たくさんご相談にのっていただき、より良い仕上がりになったのではないかなと思います。ありがとうございます。

　イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生。今回の表紙はアクアスティードが強く格好よく、ときめいてしまうティアラローズの気持ちがとてもわかりました……！

　描かいていただくキャラクターも大好きで、男クレイルの髪かみ型がたがおかっぱなところが大好きです。

　また、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。いつも仕上がりをわくわくしながら待っています。ありがとうございます。




　それではまた、皆さまにお会いできることを願って。





ぷにちゃん
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　ティアラローズはふと気づいた。

　続編の悪役令れい嬢じようであるオリヴィアが、普ふ段だんは様をつけて自分を呼ぶのに──テンションが高くなるとティアラローズ〝先せん輩ぱい〟と呼んでいることに。




　悪役令れい嬢じよう同士であるティアラローズとオリヴィアは、急速に仲良くなっていった。それはもう、アクアスティードが嫉しつ妬としてしまうのではないかというほどに。

　オリヴィアはよく登城するようになったし、ティアラローズがオリヴィアの屋や敷しきへ行くこともある。

　今日もまた、二人はティアラローズの部屋で女子トークを繰くり広ひろげていた。




「ティアラローズ様、わたくしとても美お味いしいケーキのあるカフェを見つけたんです。今度ご一いつ緒しよしませんか？」

「ええ、ぜひ！」

「しかもそのカフェの近くは、イベントスチルの場所なんです！　絶対ティアラローズ先輩と一緒に見たくて！」

　本当はアカリ様も一緒に行けたらよかったんですけれどと、オリヴィアが言葉を付け加える。

　──また、先輩って呼んだ。

　いったい何の先輩だろうと首を傾かしげながら、しかし思い当たることは一つしかない。

　──悪役令嬢としての先輩……ってことよね？

　悪役令嬢っぽいことは何もしていない。強しいて言うならば、断罪イベントを経験したくらいだろうか。

　そう考えると、オリヴィアはアクアスティードとの婚こん約やくを幼いころに破は棄きしているから、そういったイベントを経験していないのだろう。

「わたくし、オリヴィア様はずっと大人おとなしい方なんだと思っていました。夜会などにもあまり参加されていらっしゃらなかったから」

「あ、いえ……。その、アクアスティード殿でん下かやほかのメインキャラクターにもし出会ってしまったらと思うと……その、鼻血が出てしまって」

「…………」

　なかなかに激しい性格の子だった。

　ローズレッドの髪かみとは対照的に、性格は大人しいのかと思ったけれど──まったくそんなことはなく、むしろかなり特とく殊しゆな部類だった。

　──もしかしたら、アカリ様よりアクが強い？

「けれど、今度からは頑がん張ばって夜会にも参加してみますわ。ティアラローズ様にお会い出来ますし……」

「そう？　わたくしも、特別仲のいい人はいないから参加してくれると嬉うれしいわ」

　そして一緒にスイーツコーナーに行きましょうと言うと、オリヴィアはきょとりと目を丸くしてから笑う。

「だって、わたくしが一人でスイーツを食べているのも……なんだかあれでしょう？」

　これでも王太子であるアクアスティードの妃きさきだ。

　アクアスティードのそばを離はなれ、食事スペースに入いり浸びたるわけにはいかない。今まではほとんどデザート類を食べてこなかったのだから、褒ほめてほしいくらいだ。

　しかし、オリヴィアがいれば話は別。スイーツ好き女子が集まれば、怖こわいものなんて何もない。

　むしろ、二人で率そつ先せんして令嬢たちにスイーツを広めていく所存。

「ふふ、なんだかティアラローズ様と一緒にいれば、飽あきることはなさそうですわね」

「……そうかしら」

　いたって普ふ通つうに過ごしているからそんなことはないはずだけれど、確かに私の周りには乙女おとめゲームのキャラクターが多く、人間味も濃こい。




　──濃いキャラと言えば。

「オリヴィア様には、執しつ事じのレヴィがいるじゃないですか」

「え、レヴィですか？　確かに、彼かれは強いし、私の独り言を全部暗記しているからゲーム知識も十分にありますわね」

　──え、全部暗記してるの？

　それはもうキャラが濃いを通とおり越こしているような気がするけれど──穏おだやかに笑っているオリヴィアは、まったく気にしていないようだ。

「レヴィ、オリヴィア様を助けようと必死だったんですよ。とても愛されているなって、思ったんですけど……」

　二人は恋れん愛あい関係なのか、ずっと気になっていたのだ。

　ティアラローズがそう聞くと、オリヴィアは「あり得ません」と言って笑う。

「わたくしは公こう爵しやく家の令嬢で、レヴィは執事ですよ。普通に考えて、結ばれる未来はないと思います」

「それは、そうですけど……」

　てっきり相思相愛で、身分違ちがいの恋こいをしているのかと思っていた。それを聞いてオリヴィアは、「乙女ゲームのやりすぎですよ」と笑う。

　いやいやいや、絶対に自分よりもオリヴィアの方が乙女ゲームをやっているだろう！　そう思ったが、決着のつかない話題のような気がするので口にはしなかった。

「それより、それよりもっ！　アクアスティード殿下のことを聞かせてくださいませ」

「えぇっ？」

　目を輝かがやかせるオリヴィアに、ティアラローズはたじろぐ。そうだ、アクアスティードは大人気のキャラクターだからオリヴィアが気にならないわけがないのだ。

　──でも、何を話せばいいんだろう。

　うーんと首を捻ひねるティアラローズに、「夜着はどんな感じですか!?」と食い気味にオリヴィアが尋たずねてくる。

「ちょ、なんでそこなんですか！」

「だって、服装のスチルは昼間のものや騎き士しなどの衣い装しようしかなかったんだもの！　何を着て寝ねているのか気になるの……っ」

「…………」

　オリヴィアの言葉を聞き、アクアスティードの夜着を思い返す。

　肌はだ触ざわりがとても心地ここちよい生き地じで、その形はバスローブに似ていて、抱だきしめられるとお風ふ呂ろ上あがりの入にゆう浴よく剤ざいの香かおりがして──って！

「駄だ目め、だめです、さすがにわたくしからは教えられません！」

「まぁ……ごちそうさまです？」

「違います、違いますからっ」

　頰ほおを赤くして、必死に否定してから、「内ない緒しよです」とオリヴィアに告げる。

「ティアラローズ様、可か愛わいいです」

「もう、あまりからかわないでください……」

　自分の熱を逃にがすように頰を手ではさんでから、ぱたぱたと手で扇あおぐ。

「アクアスティード殿下はティアラローズ様のご主人ですものね。独どく占せんするのは、当たり前ですわ！」

　それが妻の特権ですよと、オリヴィアが告げる。

　なんだかこっちの悪役令嬢の方が一枚上うわ手てだと思いつつも、それならばと独占させてもらうことにした。




「わたくしばかりでは、恥はずかしいです。オリヴィア様は、気になる方はいらっしゃらないんですか？」

「え、わたくしですか……？」

　問いかけると、そうですね……と考かんがえ込こむオリヴィア。

「公爵令嬢ですから、それなりの身分のモブと結けつ婚こんするんだと思います」

　気になる殿との方がたは特にいませんと、告げる。

　──それなりのモブって。

　思わず苦く笑しようしてしまう。

「そろそろ、婚約のお話とかがあってもおかしくないんじゃないですか？」

「確かに、わたくしも十八歳さいですから……結婚していたとしても、おかしくはないですね」

「そうですね……」

　公爵家の令嬢なのだから、婚約の申もうし込こみがたくさんきていても不思議ではない。

　次に結婚するのは、もしかしたらオリヴィアかもしれない。なんて、ティアラローズは思う。

「オリヴィア様が結婚されたら、レヴィが泣いてしまいそうですね。とても、オリヴィア様を慕したっているように見えましたから……」

「あぁ、そうですわね。もし嫁とつぐとしたら、執事では連れていけませんわね……」

「…………」

　困りましたと言うオリヴィアに、目を瞬しばたたかせる。

　──やっぱりレヴィのことが好きなんじゃ？

　とは思うけれど、先ほど当のオリヴィアがそれをはっきり否定した。ゲームであればどうとでもなるのに、現実の人間関係は大変だ。




　結婚について話し合っていると、ノックの音が部屋に響ひびいた。

　フィリーネだろうかと、すぐに「どうぞ」と入室を促うながすと──アクアスティードが部屋へ入って来た。

「お邪じや魔ましてもいい？」

「もちろんです」

　小さなマカロンタワーが載のったお皿を片手に持ったアクアスティードに、ティアラローズの目が釘くぎ付づけになる。

　三十センチ程度の高さに、色とりどりのマカロンがグラデーションになるようにクリームで飾られている。台座部分にはフルーツがふんだんに盛られて、とても華はなやかだ。

　今までもマカロンは食べていたけれど、タワーになっているのは初めて。くすりと笑ったアクアスティードが、「気になる？」とティアラローズに問いかける。

「とても気になります……！　オリヴィア様は、マカロンお好きですか？」

「ええ、もちろん！」

　アクアスティードが二人の向かいに腰こしかけると、ティーセットを用意したフィリーネもやって来た。紅茶を淹いれ、お皿のセッティングをしてくれる。

「最近、ティアラがお菓か子しの味だけじゃなく見た目にも凝こっているだろう？　それに刺し激げきされた料理人が、日々盛りつけも研究しているみたいだよ」

「素す敵てきです……！　こうして新しいスイーツが出来るのを見ると、もっと頑張らなければと思いますね」

　自分の行いで料理人が育つなんて、こんなに嬉しいことはない。

　きっとそれは、王城から街へと広がり……いつかマリンフォレスト全土でスイーツ大会を開かい催さいできたらと思うほど。

　昔はそういった催もよおしがあったらしいので、不可能ではないはずだ。

　──でも、どうせならもっと豪ごう華かなものがあってもいいかもしれない。

　チョコレートや飴あめでリボン細工をしたり、台座に添そえるものにクッキーやシュークリームを混ぜるのもいいだろう。

「ウエディングケーキに、こういうのがあるといいかもしれません。そうだ、オリヴィア様が結婚されるときは豪華なケーキを準備しますね！」

「まぁ、ティアラローズ様ったら。気が早いですわ」

「オリヴィア嬢じようも、そろそろ結婚を？」

　二人の会話を聞き、アクアスティードが首を傾げる。公爵家の令嬢が結婚するのであれば、王太子であるアクアスティードの耳にも自然と事前に情報が入るはずだ。

「いえ、特に何も話はありませんわ。年ねん齢れいで考えると、わたくしが結けつ婚こんをしていてもおかしくないと話していたのです」

「なるほど……」

　マカロンに目を輝かせるティアラローズの横で、オリヴィアが告げる。

「とは言え、わたくしは旅行することも好きですから……あまり、屋敷に縛しばり付つけられるのは困ってしまいます」

「オリヴィア様……」

　それって聖地巡じゆん礼れいですよね？　という言葉は、なんとか飲のみ込こんで。ティアラローズはどうすることがオリヴィアの幸せなのだろうかと考える。

　同じ悪役令嬢同士、ぜひハッピーエンドを迎むかえてほしい。

「オリヴィア嬢であれば、それなりの要求は通るのではないか？　公爵家の令嬢を望む者は、多いだろう。それこそ、他国からの申し入れがあってもおかしくはない」

「そうですわね……マリンフォレストかラピスラズリにいられて、わたくしの趣しゆ味みに口を出さないモブであればそれで十分ですわ」

「モブ？」

「あ、失礼。なんでもありませんわ」

　アクアスティードの問いかけに、オリヴィアが微笑ほほえんで誤ご魔ま化かす。

　──オリヴィア様が結婚したら、旦だん那なさんを見てモブって思っちゃうじゃない……。

　ゲームキャラとそれ以外への愛情が違い過ぎて、変に拗こじらせてしまったら一生独身なんてことに……と、心配してしまう。




「あら……ティアラローズ様のリボン、アクアスティード殿下のタイと刺し繡しゆうがお揃そろいなんですね。色が違うから、気付きませんでしたわ」

　素敵ですと、オリヴィアが褒める。

「刺繡なんて細かいもの、よく気付いたな」

　感心するアクアスティードを見て、ティアラローズはオリヴィアの観察眼のすごさに驚おどろく。聖地巡礼といい、彼かの女じよは記き憶おく力りよくがよいのだろうと常々思ってはいた。

　──もしかして、ゲーム関連はすべて記憶しているのかしら。

　でなければ、ゲームに出てきたスポットを網もう羅らするなんて無理がある。普通は、忘れてしまい何ヶ所か行けない場所が出てくるだろうから。

　オリヴィアは、ゲームで見ることの出来ない衣装の数々を目にすることが出来て、とても満足な生活を送っていたりする。

「観察力や、記憶力に関してはわたくしも自負しておりますから」

「オリヴィア様には、何も隠かくせませんね。どんなに小さなものを揃えても、見破られてしまいそうです」

「ええ。たとえば──ティアラローズ様が付けていらっしゃる真しん珠じゆのネックレスは、以前アクアスティード殿下が付けていらっしゃった装そう飾しよく品ひんと揃いのものですよね？」

　にこりと微笑み、「合っていますか？」とオリヴィアが問いかける。

「あ、あっています……」

　まさか、そんな細かいところまで覚えているなんて。これはもうすごいを通りこして、ただただ自分が恥ずかしいだけだ。

「恥ずかしくなんてありませんわ。ティアラローズ様、もっとお揃いにしてもいいくらいです。いっそ、布地を揃えるというのもいいと思うのですけれど……」

「さすがにそれは、目立ちすぎます」

　公おおやけの場であれば、デザインからすべて統一させることはある。けれど、普段着用するドレスにそこまでしていたら、ただのバカップルもといバカ夫ふう婦ふになってしまう。

　顔を赤くするティアラローズを見て、オリヴィアは楽しそうに笑う。「先輩には周囲が恥ずかしくなるくらい幸せになってほしいですから」と。

「それなら、わたくしだって同じです。オリヴィア様には、とびきり幸せになってほしいんですから！」

「ありがとうございます、ティアラローズ様。そうですね、自由に過ごせるように……伯はく爵しやく家の次男などにいい殿方がいないか探してみますわ」

「リアルですね……」

　まるで、長男との結婚を嫌いやがる現代女子のようだ。

　伯爵家であれば、公爵家であるオリヴィアが強く出られる。

　生活水準は多少落ちるかもしれないけれど、オリヴィアはそれよりも聖地巡礼の方が大切なのだろう。

　もし、オリヴィアが理り不ふ尽じんな結婚をさせられるようなことがあれば──全力で助けようと、そう思ったのだった。
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　夜になり、ワインを持ったアクアスティードが何か考えているのかぼんやりしていた。

「……？」

　入浴を終えたティアラローズは、何かあったのだろうかと心配になって声をかける。

「おかえりティアラ。いや、オリヴィア嬢の結婚について少し、ね」

「そういえば、アクア様はオリヴィア様と婚約されていたんですよね」

　もしかしたら、自分が先に結婚してしまい申し訳なく思っているのだろうか？　アクアスティードの隣となりに座すわって、ティアラローズもワインを手に取る。

「ああ。私との婚約が破棄されて、上う手まく次の婚約に進めていないのであれば……何かこちらから助力した方がいいかと思ってね」

　私はこんなに幸せだから。そう言って、ティアラローズの髪を撫なでる。

「アクア様の助力……」

　それはとてもいいことに聞こえるが、内心これは止めるべき案件ではないだろうかとティアラローズは考える。

　──オリヴィア様の目標は、伯爵家次男。

　アクアスティードが仲を取り持ったら、公爵家どころか他国の王族……という可能性だって出てくる。

　オリヴィアの意志は先ほど聞いていただろうけれど、きっとただ遠えん慮りよしての言葉だと思っているだろう。

　ふるふると首を振ふり、ティアラローズは力強く「駄だ目めです！」と告げる。

「オリヴィア様が困ったときに、助ける手助けをしてくださいませ。今はまだ、彼女の自由にさせてあげるのが一番だと思います」

「そう？　彼女はティアラの友達だから、そうだね……ティアラに任せるよ」

　何か必要であれば力を貸すから、そう付け加えてアクアスティードが微笑んだ。




　ほっと安心したところで、ふと──昼間の会話がティアラローズの脳のう裏りによみがえった。

　──アクア様の夜着、新しいやつだ。

　薄うすい水色で、裾すその部分に濃い青色で刺繡が施ほどこされている。ゆっくりと手で触ふれてみると、触り心地は以前と同じ。

　──わたくしだけが知っている、アクア様。

　ゲーム内はもちろん、設定資料集にだってキャラクター夜着姿は載っていないのだとオリヴィアは言っていた。

「……ティアラ？」

「あ、すみません。素敵だったので、つい」

　顔を赤くして、ぱっと手を離す。

　これでは、ゲームに夢中になっているアカリやオリヴィアと一緒だ。はしたないことをしてしまったと反省しつつも、妻の特権だと自分に言い聞かせる。

「別に、好きなだけ触ればいい」

　こんなことを出来るのは、ティアラだけだよ？　そう、含ふくんだ笑えみを向けられる。

「アクア様には敵かないません……」

「うん？」

「いっぱい触って、ずっと見ていたいです。脳裏に焼き付けます」

　オリヴィアみたいに細部まで覚え続けていられる自信はないけれど、自分は毎日このアクアスティードを見ることが出来るのだ。




　──ずっと一緒にいるから、覚えなくてもいいんだ。

　それは優ゆう越えつ感かんと、甘あまく優やさしい誘ゆう惑わくのようだった。










「蜂蜜カフェと子供たち」







「ティアラローズ様、カフェ巡りをしませんか？」

「わ、いいですね！」




　ある日の午後、お茶会をするティアラローズとオリヴィア。

　実は前々から考えていて……と、オリヴィアがカフェへ出かけようと提案をした。ティアラローズが嫁いできてから、この国はカフェが少しずつ増えている。

　これも、令嬢たちに美味しいお菓子をプレゼントし、自らお菓子が大好きだと公言しているティアラローズの努力の賜物だろう。

「とても美味しい、蜂蜜を使った料理のカフェがあるんです」

　お土産として瓶詰された蜂蜜も購入出来るので、よく行っているんですとオリヴィアが言う。

　蜂蜜を使ったフレンチトーストやムースにゼリー。料理やドリンクも種類が豊富で、ランチやディナーの時間に使っても楽しめるらしい。

「わたくし、蜂蜜のシフォンケーキをよく作っていました」

「まぁ、美味しそうでいいですわ。この世界は蜂蜜が貴重ですから、あまり料理に使えませんものね」

「そうなんですよね……」




　日本と違い、この世界は蜂の養殖などはいっさい行っていない。そのため、蜂蜜の収穫量が少なく高級品だ。

　幸い、ティアラローズは侯爵家の生まれなので使うことが出来たけれど。

　──以前、お父様に蜂蜜をねだったわね。

　ラピスラズリにいたことを思い出して、少し懐かしい気持ちになる。

「でも、今までは蜂蜜を使った料理なんてあまり見なかったのに。材料だって高価ですし、よくカフェに出来たわね……」

「蜂蜜の甘さの虜になって、作ったお店みたいですわ」

　もっと蜂蜜の知名度があがればいいな。そう思いながらカフェへ行く日程を話し合っていたら、あっという間に夕方になってしまった。




　◇




　オリヴィアとのお茶会から十日後、カフェ巡りの決行日となった。待ち合わせ場所は現地、蜂蜜を扱っているカフェだ。




　大通りにある広場までは馬車で行き、そこからはティアラローズとアクアスティードの二人で散歩がてらのんびりと向かう。

「何軒ものカフェに行くの？」

「そうです」

　一緒に行くことになったアクアスティードが、首を傾げる。一軒では駄目なのかと、その顔に書かれているのがよくわかる。

「カフェごとに、お店のいいところは違いますから。ケーキが美味しいところ、紅茶が美味しいところ、雰囲気がいいところ……ね？」

「いや、ティアラが楽しみなら構わない」

　不思議に思っただけだと、アクアスティードはそう告げてティアラローズの頭を撫でる。

「ありがとうございます。こうして、アクア様と街を歩くのも楽しいです」

「そうだな」

　仕事が忙しく、特にアクアスティードは時間を取ることが難しい。こうして一緒に行けたことが、とても嬉しいとティアラローズは思う。




　大通りから少し進んだ細い通りを見つけ、ティアラローズが指を指す。

「あそこを曲がって少し進んだ先に、蜂蜜を使ったカフェ──フラワーハニーがあるんですよ」

「大通りじゃなかったのか」

「はい。蜂蜜は高価ですから、立地を妥協してその分値段を抑えているみたいです」

　庶民にも優しい、素敵なカフェだ。

　ティアラローズの説明に、アクアスティードはなるほどと納得する。王族ともなれば、通常の食卓にも蜂蜜は使われる。平民でなければ、そこまで値段にはこだわらない。

　早くカフェに行きたいティアラローズは、アクアスティードの手をとって「もうすぐです」と急かす。それを可愛いなと思いながら、アクアスティードも少し歩きを早めた。

　そして大通りを曲がり、細い道に足を踏み入れ──わぁっと視界に飛び込んできたピンク色に目を奪われる。

「えっ」

「これは……すごいな」

「わたくしの……花？」

　──だから、カフェの名前にフラワーが入ってたの？

　蜂蜜カフェ、フラワーハニー。その入り口には、〝ティアラローズの花〟がたくさん植えられていた。丁寧に育てられていることは、綺麗に咲いていることからすぐにわかる。

　恥ずかしいような、もどかしいような。そんな気持ちにはなるけれど、純粋に嬉しいとティアラローズは思う。

　照れて足が止まってしまうが、すぐ「お姉ちゃん！」という元気がいい子供の声が響く。

「！　あなた……この間の！」

「ティアラが街で助けた子供か」

　アクアスティードが言った通り、以前ティアラローズが助けた子供。屋根の上で工事をしていた業者が、レンガを落としてしまったところを守ったのだ。

　三つ編みの髪を可愛いリボンで止めた女の子が、「ありがとうなの」と言ってティアラローズにぎゅっと抱きつく。

　お礼を言いたかったけれど、当時はそんな余裕がなかったと女の子がしょんぼりする。

「気にしないで。わたくしは、あなたたちが無事というだけで嬉しいもの」

　そう言って女の子の頭を撫でると、花のほころぶような笑顔を見せてくれた。

「わたし、お姉ちゃんみたいな強い女の人になりたい……っ！」

「まぁ……」

　元気いっぱい告げられたそれに、ティアラローズは微笑ましくなる。隣にいたアクアスティードも、それを嬉しそうに見ている。




「クルミ、遅い──あ、こないだの姉ちゃん！」

「母さん来た、お姉さん！」

　蜂蜜カフェフラワーハニーのドアが開いて、子供が二人顔を出した。

「え？」

　思わずきょとんと、目を瞬かせる。その子供二人も、ティアラローズが助けた子だったからだ。男の子が二人、目的地から出てきた。そしてすぐ後に続いて、オリヴィアも。

「アクアスティード殿下、ティアラローズ様、お待ちしていました」

「オリヴィア様……」

　これはいったいどういうこと？　と、ティアラローズとアクアスティードは不思議に思いながらも……子供たちに手を引かれてカフェの中へと入る。

　木造建築のカフェは、すべてが木材を使用していた。棚はもちろん、テーブルに椅子、食器も。どこか優しい雰囲気は、すぐにティアラローズのお気に入りになる。

　ティアラローズとアクアスティードが席に着いたところで、オリヴィアが今回のことを話してくれた。

「わたくしがここを予約したとき、街で自分たちを助けてくれた人物を捜しているって相談されたんです」

　どう見ても貴族だったため、もう見つけ出すのは無理だろうとあきらめていたところだったらしい。そこへ、予約のためオリヴィアがレヴィを引きつれて訪れたところを頼み込んだのだという。

　──確かに、オリヴィア様の変装も令嬢だってすぐわかるものね。

　思わずくすりと笑うと、オリヴィアが「お気に入りの変装眼鏡なんですけどねぇ……」と言う。

「いえ、とっても可愛いと思う」

　ただ、あまり変装にはならないだけで。それに関してはティアラローズも同様なのだが、そこは気にしない。

　そんな話をしていると、一度奥へ行った子供たちが出てくる。

「め、め、めにゅーになります……っ！」

「あ、ああ」

「？」

　先ほど顔を出した男の子二人が、メニューを持ってテーブルへとやってきた。先ほどの様子と打って変わり、ひどく緊張していた。

　メニューを受け取ったアクアスティードが、思わず「どうかしたか？」と問いかけてしまうほどに。ティアラローズもどうしたのだろうと思いながら、そのやりとりを見守る。

「そ、その、いえ……っ！　王太子殿下だと、し、知らなくてっ」

　少し俯きながら、栗色の髪の男の子が告げる。ぎゅっと握りしめた小さな手が、震えているのがわかった。

　先ほどまでは、この国の王太子とその妃だとは気付いていなかったのだろう。オリヴィアが二人の名前を呼び、考え、つい先ほど大変な人物だということに気付いたのだ。

「なるほど、そういうことか。別に、そんなに緊張しなくていい」

「あ、ありがとうございます！　僕は、ナッツ。さっきの女の子……クルミの兄です。それから、こっちの黒髪は幼馴染のロイ」

「ロイですっ！　お会いできて、とても光栄です！」

　ロイと名乗ったもう一人の男の子は、ばっと頭を下げる。そして二人とも、すぐティアラローズに「ありがとうございます」とお礼を述べる。

　ティアラローズは子供がそんなに気にしなくていいのに、そう思うけれど──男の子二人が、キラキラした目でアクアスティードを見つめていることに気付く。すぐ、その理由に思いいたる。

　──アクア様に、憧れているんだ。

　剣と魔法の腕に加え、妖精の王に祝福された自国の王太子。子供たちが憧れ、誇りに思わずしてなんとするのか。

「二人とも、アクアスティード殿下に憧れているのね」

「はいっ！　将来は、騎士になりたいです」

「僕もっ!!」

「──そうか、期待している」

　ティアラローズが問いかけると、こくこくと二人が必死に頷く。いつか、アクアスティードのために、国のために働きたいという強い思いが伝わってくる。

　アクアスティードの激励を嬉しそうにして、「頑張ります」と元気に告げた。

　そしてトレイに水を載せて持ってきた女の子──クルミも、ナッツとロイに続く。

「わ、わたしは……ティアラローズ様に喜んでいただけるお菓子を作りたいです……！」

「本当？　嬉しい！」

　その言葉に感動して、ティアラローズは手を叩く。「楽しみにしているわね！」と、先ほどのアクアスティードよりも期待を込めた目でクルミを見る。

「ティアラ、はしゃぎすぎだ」

「そのときは、一緒に食べに来ましょう」

　アクアスティードが苦笑して、オリヴィアとはカフェに来る約束をする。それを見ていたクルミは、予想していなかった展開に舞い上がる。王太子の妃であるティアラローズと、公爵家の令嬢であるオリヴィアが来ると告げたのだ。喜ばないはずがない。

「騒がしくて申し訳ございません、殿下」

「いや、気にするな」

　そう言いながら出てきたのは、ふっくらした女性。店主であり、ナッツとクルミの母親なのだと告げた。

「私からも、改めてお礼を。子供たちを助けていただき、ありがとうございます」

「いいえ。無事でよかったわ」

　頭を下げた店主は、もう一度礼を告げて、今度は温かい料理を運んできた。子供たちも手伝い、テーブルの上は美味しそうな蜂蜜料理でいっぱいになる。

「え……？」

「これは、私からお礼の気持ちです。ぜひ、召し上がってください」

「ありがとう。とても美味しそう」

　レモンの入った炭酸水に、蜂蜜。パンに、サラダは蜂蜜を使ったドレッシング。もちろん、ティアラローズが楽しみにしていたデザートもある。

　ふわふわのスポンジケーキの上に、蜂蜜をたっぷり使った綺麗な花の飴細工。可愛い蜂を模したメレンゲのお菓子は、その料理人の腕がすぐにわかるほど素晴らしい出来だ。

「こんなに蜂蜜料理があるなんて、知らなかったわ。蜂蜜は稀少だから、大変ではない？」

　純度の高い蜂蜜を見て、ティアラローズは店主に問いかける。値段もそうだが、蜂蜜を取り扱う業者は少ない。貴族でなければ、一定数の蜂蜜を確保するのも大変なんじゃないかとティアラローズは思う。

「前はそうでしたが、今はティアラローズ様の花があります。この花はとても蜂が好み、良質な蜂蜜が通常の花よりもたくさんとれるんです」

「……！」

　ティアラローズが知らなかった事実を聞かされ、アクアスティードとオリヴィアも一緒に驚く。まさか、自分の花がそんなことになっていたなんて……。

　恥ずかしいと思いながらも、スイーツのためならば仕方がないとティアラローズは思う。むしろ積極的に花を増やし、蜂蜜もマリンフォレスト王国の名産品にしてしまえばいいのではないだろうか。

　ティアラローズがちらりとアクアスティードへ視線を向けると、どうやら同じことを考えていたらしい。アクアスティードは頷き、また相談しようと告げた。

「教えてくれたこと、感謝する。さっそく、料理をいただこうか……ティアラが、食べたくてうずうずしているからね」

「……アクアスティード殿下！」

　そんなことを言われたら、恥ずかしいですとティアラローズの表情が告げている。アクアスティードはそれに笑って、「可愛いから別にいいよ」なんてさらりと甘いことを言う。

　貴重な情報を得られたことに感謝し、発見した店主には別途報酬を……そうアクアスティードは考える。そしてすぐに、当初の目的……蜂蜜料理にありついたのだった。








著

ぷにちゃん

Punichan




祝☆コミカライズ！

ということで、はしゃいでおります（笑）

今ならお祝いということにして、たくさんケーキを食べても大丈夫なはず……！




気付けばご飯の写真だらけTwitterでした。

Twitter：@punichan_061

http://p-punichan.tumblr.com/










イラスト

成瀬あけの

Akeno Naruse




今回も楽しく描かせていただきました。ありがとうございました。

新キャラの二人が好きです！



















イラスト／成瀬あけの

デザイン／島田絵里子
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